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			使徒戦記　ことなかれ貴族と薔薇姫の英雄伝②

			タンバ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			閑話　レグルス王レヴィン

			第二十三話　出陣

			第二十四話　星空の下で

			第二十五話　そしてプロローグへ

			閑話　レグルスの使徒たち

			第二十六話　騎行

			閑話　別動隊の戦い

			第二十七話　鳴り響く角笛

			第二十八話　自軍強化

			第二十九話　勝利の後

			第三十話　アリシアとフェルト

			閑話　レクトル・スペンサー

			第三十一話　前夜

			第三十二話　家族

			第三十三話　兄と妹

			閑話　ラインハルト

			第三十四話　狼牙族の戦士

			閑話　薔薇姫現る

			第三十五話　決着の時・上

			閑話　足止め

			第三十六話　決着の時・中

			第三十七話　決着の時・下

			第三十八話　再度、目覚めて

			エピローグ　影の使徒

		

	
		
			　

			閑話　レグルス王レヴィン

			　

			　リオスの城の最深部。

			　地下にある特別な部屋にエルトはいた。

			　服装は正装。

			　使徒であり、公爵でもあるエルトだが、正装する機会は滅多にない。

			　大抵の場合、戦線近くにいることと、自分より上位者が王しかいないためだ。

			　そのエルトがわざわざ正装したのは、その上位者へ謁(えつ)見(けん)するからだ。

			　エルトの前には巨大な姿見が安置されている。

			　しかし、姿見の鏡は黒く濁っており、エルトの姿を映し出さない。

			　だが、エルトはその姿見の前に膝をつく。

			「漆黒の姿見(スペクルム)よ。陛下の姿見に繋げ」

			　エルトの呼びかけに応じて、姿見の鏡が変化し、赤い布を映し出す。

			　その赤い布に向かって、エルトは呼びかける。

			「使徒エルトリーシャ。陛下への謁(えつ)見(けん)を求めます」

			「かしこまりました。しばしお待ちを」

			　赤い布の向こうから聞こえてくるのは男の声。

			　レグルス王に仕える侍従の一人で、その役目は王の城にある姿見の前で待機していること。

			　そして姿見から呼びかけがあれば、王を呼びに行くこと。

			　それだけであるが、レグルスの国防を担う重職ゆえ、信頼のできる者しか頼まれはしない。

			　エルトの目の前にあるのは漆黒の姿見。今では失われた魔法で作られた古き時代の魔道具だ。

			　これと同じ物がレグルス国内にはあと三つある。

			　一つは王の居城。

			　残りは二人の使徒の居城である。

			　この漆黒の姿見は、普段は鏡としての役割を果たさないが、それぞれの姿見と通信できる機能を持ち、レグルス王国はこの姿見を使って、使徒と王や、使徒と使徒同士の連絡をスムーズにしていた。

			　エルトがアークレイムやマグドリアの動きをほとんどタイムラグなしに知ることができたのも、この姿見のおかげだった。

			　しばらくすると、赤い布が取り払われ、長衣を身にまとった青年が姿を現した。

			　青年は姿見の前にある椅子に腰かけている。

			　茶色の髪に紫色の瞳。

			　優しげだが頼りない風貌の青年。

			　体は細く、背はユウヤと同じ程度だろうか。

			「使徒エルトリーシャ・ロードハイム。陛下にご挨拶申し上げます」

			　エルトは膝をついたまま頭を垂れた。

			　この青年が今代のレグルス王。

			　レヴィン・レグルスだ。

			「面を上げてくれ。エルトリーシャ。義理とはいえ、従兄妹同士だ。公式な場じゃないのに畏(かしこ)まる必要はないよ」

			「そういうわけにもいきません」

			　レヴィンの父親である先代の王は、エルトの義理の父親である先代ロードハイム公爵の兄にあたる。

			　その関係で二人は義理の親戚同士であった。

			　レヴィンの物言いに、エルトは軽くため息を吐いたあと、自省した。

			　自分より位が上の者から畏(かしこ)まるなと言われるのは、非常に居心地が悪い。

			　それを平気でユウヤに求めている自分を反省したのだ。

			　ただし、改める気はまったくなかったが。

			「勘弁してくれ……。僕は四六時中畏(かしこ)まられてるんだ。君ならわかるだろ？　たまには、おい、とか、お前、とか言われてみたいんだ」

			「残念ながらお気持ちは察せません。私には気軽に話ができる友がいますので」

			「羨ましいことだね。噂のアルシオンの銀十字君かい？」

			　エルトが頷くと、本当に羨ましそうな顔をレヴィンはする。

			　そんなレヴィンの様子に構わず、エルトは本題に入る。

			「陛下。今日はお願いがあって参りました」

			「アルシオンのことかい？」

			「はい。マグドリアに攻め込まれているアルシオンへ、救援を考えてはいただけないでしょうか」

			　エルトの言葉を聞いて、レヴィンは微かに肩を落とす。

			　レヴィンにとって、それはもう議論の終わった話なのだ。

			「救援は出す。君に行ってもらう。ただ、それはアルシオンとマグドリアの決戦が終わってからだ」

			「それでは遅いのです」

			「遅くはない。レグルスにとって、それは最高のタイミングだ。アルシオンに恩を売れ、疲弊したマグドリアの使徒を倒せる」

			　レヴィンはあくまでも淡々と告げる。

			　エルトは微かに顔をあげて、レヴィンを睨(にら)むが、レヴィンは涼しい顔で柔らかい笑みを浮かべる。

			「エルトリーシャ。僕は言ったはずだ。アルシオンを見定めると。その言葉を君は承諾した。それでも僕へ頼みに来たのは、その友人のためかい？」

			「それもあります」

			「珍しいね。君が個人のために動くなんて。けれど、駄目なものは駄目だ。助ける価値はあると判断したが、対等な友国として助ける価値はない。王自らが出陣すれば或いはと思ったけれどね。入ってきた情報によれば、軍を率いるのは王子だ」

			「陛下！　これはアルシオンだけの問題ではありません！」

			「ああ、わかってる。マグドリアの増長はレグルスにとっても脅威だ。だから、最も弱った瞬間を狙う」

			　優しげな風貌のまま、冷厳な口調でレヴィンは告げる。

			　それが王としての判断であることは、エルトは承知していた。

			　だから、犠牲に目を瞑(つぶ)り、一度は承諾したのだ。

			「その考え方はわかりますが、それではアルシオンが弱体化します」

			「結構だ。一度、弱体化させて、こちらの思惑通りに国を作り変える。それが僕の考えだ。今の王ではアルシオンは平和ボケしたままだ。同盟をしたところで足手まといになる。この戦いで力を示した者を王に据えたほうが、変化を期待するよりよほどいい」

			「ですが、その間にマグドリアやアークレイムが攻めてきたらどうするのですか？」

			「我らが手助けすればいい。アルシオンにはウェリウスもいる。こちらの助力があれば落ちはしない」

			　確固たる意志を持った反論に、エルトは言葉に詰まる。

			　レヴィンの展望がかなり現実的だったからだ。

			　マグドリアに二人目の使徒が現れ、大陸中央部のパワーバランスは崩れた。

			　今まではマグドリアとアークレイムを合わせても、使徒は三人。レグルスと同じ数だったが、これでレグルスを上回った。

			　レヴィンがマグドリアの使徒が疲弊したところを狙おうとするのも、アルシオンを軍事的強国にしようとするのも、その変化に対応するためだった。

			　それがわかるゆえに、エルトは言葉に詰まる。

			　だが、それでもとエルトは思う。

			　自分は守りたいのだ、と。

			「お言葉だが、陛下の望み通りに事が運ぶとは限らない」

			「ほう？」

			　エルトの言葉遣いが変わった。そして真っすぐレヴィンを見るようになった。

			　その変化にレヴィンは興味深そうに目を細め、エルトの言葉に耳を傾けた。

			「では、エルトリーシャ。君はどういう展開になると思うのかな？」

			「アルシオンがマグドリア、アークレイムと組み、わが国を攻撃する可能性がある」

			「それをさせないために、劇的な場面で救援を出す」

			「こちらの意図がバレないと？　確実にバレる。そしてレグルスはアルシオンへ内政干渉する。それが決定打となり、アルシオンがマグドリアとアークレイムの力を借りて、わが国を倒そうとしてもおかしくはない。使徒が五人で攻めてくれば、私たちでも防げない」

			「憶測だな。自国に攻め込んだ国と容易に組めると？」

			「追い詰められれば、人はなんでもやる。ましてや相手は一国の王。自国への介入を煩わしく思えば、敵の手すら借りるはず」

			　エルトの言葉にレヴィンは小さくため息を吐いた。

			　その可能性は十分考慮し、レヴィンはアルシオンをギリギリまで助けないことを決めた。

			　アルシオンの現国王であるエリック三世には、そこまでの度胸も器量もない。

			　それがレヴィンの判断だった。

			　しかし、とレヴィンは思う。

			　わざわざ危機感を煽るようなことを言う以上、エルトにも考えがあるはず。

			　それを聞くのも悪くはない、と。

			「では、エルトリーシャ。君はどうするべきだと？」

			「アルシオンを助ける。アルシオンが敵の手に落ちれば、真っ先に矢面に立つのは、私であり、私の騎士たちであり、私の領民たちだ。その危険は極力排除したい」

			「君がマグドリアの使徒に負けると？」

			「疲弊したところを狙うより、アルシオンと共同して叩いたほうが勝率は高い。それに優秀な貴族たちは皆、決戦の場にいる。彼らを死なせれば、アルシオンを立て直すなど夢のまた夢。王を止める者がいなくなり、レグルスに牙を向く可能性は高くなる」

			「だが、手を差し伸べるのが早ければ、アルシオンは思うだろう。レグルスが助けてくれると。僕はそれを心配している。我らは無敵ではない。足手まといを抱えて戦えるほど、今の世は甘くはない」

			　レヴィンの言葉にエルトは唇をかみしめる。

			　もともと、エルトは我慢強いほうではない。

			　こういう論戦も得意ではない。

			　回りくどいやり方は好まず、単純明快さを好む人間だ。

			　だから、もう限界であった。

			　エルトは立ち上がり、深く息を吐く。

			　その様子を見て、レヴィンは再度、ため息を吐いた。

			　そして内心で呟く。

			　今回は意外に長く持ったな、と。

			「もううんざりだ！　ごちゃごちゃと口ばかり達者で！　政治的な判断など知ったことか！　戦に出るのは私と私の騎士たちだ！　命を賭けるのも私たちだ！　その私が勝算が高いというのだから、言う通りにしたらどうだ!?」

			「やっとエルトリーシャらしくなったね。けれど、政治的な判断をないがしろにしては困る。これは国の方針なんだよ？」

			「これが政治だけの問題なら、いくらでも頷いてやる。だが、結局、私たちは戦う！　手段として戦争を使うのだろ!?　なら、今回は自由にやらせてもらう！　私は私が守りたいすべてを私の手で守る！　私がすべての責任を持つから黙ってろ!!」

			　荒く息を吐いて、エルトはレヴィンを睨(にら)む。

			　そんなエルトをレヴィンは微笑みながら見つめている。

			　幼い頃から、言い合いになればエルトがキレて、レヴィンが笑うのが常だった。

			　それは王と公爵になっても変わらない。

			「すべてに責任を持つか……。君がアルシオンを助けた責任を持つと？」

			「そうだ！」

			「アルシオンが弱国のまま、我らの足を引っ張ったら？」

			「私が強国に変えてやる！　アルシオンに赴き、軍を教練し、指揮官を育てる！　それなら文句はあるまい!?」

			「暴論だけど、まぁいい。それで指揮官と軍が良くなったとして、王は？　君が変えるかい？」

			「お前のように口ばかり達者な王が嫌だと言うなら、私がふさわしい後継者を育てて、王位につけてやる！　お前よりもよほど性格のいい王をな！」

			「はは、性格が良くちゃ王は務まらないよ。それじゃあ、助けた挙句、アルシオンがマグドリア、アークレイムの二国と組んで攻め込んできたら？」

			　レヴィンは笑みを浮かべたまま、エルトにそんな質問をする。

			　エルトは、性格の悪い質問だと思いつつ、その質問を一笑に付す。

			「そのときは私がアルシオンの相手をしよう。お前にアルシオン全土をプレゼントしてやる！」

			「君の友人が敵になったとしても？」

			「もしも、アルシオンがレグルスを敵にするような愚(おろ)かな行為をしたなら、ユウヤは領地の安全を条件に私の下に来る！　少なくとも、敵を見間違えるような奴じゃない！」

			「その個人的信頼を僕に信じろと？　君が誰を信頼しようと君の勝手だが、それを判断に加えないでほしいね」

			「なら、どうしたらユウヤを信頼する？　どうしたらアルシオンを信頼する？」

			　レヴィンはその言葉を待っていたとばかりに、身を乗り出す。

			　その顔には深い笑みが浮かんでいる。

			「ようやく建設的な話ができそうだ。僕がアルシオンに求めるのは、軍事的強さと馬鹿なことをしない程度の賢さだ。そして今の王はどちらも持っていない。使徒ウェリウスは高齢だ。彼にだけ頼るようではアルシオンに先はない。新たな武威の象徴が必要であり、それを扱う王が必要だ」

			「……ユウヤにそうなれと？」

			「ああ。彼には強さを示してもらいたい。そして、もう一人。力を示してもらいたい者がいる」

			「誰だ？」

			　レヴィンは乗り出した身を椅子に戻し、足を組む。

			　そして懐から一枚の紙を取り出した。

			「名前は何だっけかな？　ああ、そうそう。アルシオンの第三王子であるエリオットだ。彼にも力を示してもらいたい。次期王としてね」

			「エリオット？　そいつに何をさせればいい？」

			「単純さ。君が手を貸さずにアルシオンが別動隊を破れれば、エリオットとユウヤを信頼しよう。エリオットが臣下の言うことに耳を貸し、王にふさわしい器量を見せれば、別動隊を追い詰められるはずだ。そしてユウヤ・クロスフォード。アルシオンの銀十字が武威を証明すれば別動隊は問題なく勝てる」

			「別動隊の勝敗をもって、二人を試すということか？」

			「もちろん、勝つくらいじゃハードルが低いから条件がある」

			　そう言って、レヴィンは指を一本立てる。

			　その指が意味することを察して、エルトは目を細める。

			「開戦してから一日。それでアルシオンが敵別動隊を破れれば、君の援軍を認めよう。それと、君も国境の五千を一日で排除してくれよ。そうじゃなきゃ、援軍は間に合わないからね」

			　リオスからレグルスとアルシオンの国境まで、約二日。

			　そしてその国境からオルメイア平原までは、普通に騎馬を走らせれば二日から三日、軍での移動であれば五日ほどを見る必要がある。

			　マグドリアの侵攻速度を考えれば、あと六日から七日で戦場に到着する。

			　レヴィンが出した日にちは、今すぐに軍を編成して出発せねば到底達成できない日にちだった。

			「性格が悪過ぎるぞ！」

			「なんとでも。エルトリーシャ・ロードハイム公爵に命じる。国境付近の敵軍を掃討せよ。その後、アルシオン領内に入ることを許可するが、クラック砦(とりで)での決戦に参加するかは、別動隊同士の結果次第とする。いいね？」

			「……御意」

			　形ばかりの挨拶をして、エルトは駆けだした。

			　そんなエルトを見送りながら、レヴィンはため息を吐く。

			「なんとか首輪をつけることには成功したけれど……」

			　レヴィンは呟きながら、懐からさらに紙を取り出す。

			　それはマグドリアとアークレイムとの国境にいる二人の使徒からの手紙だった。

			　内容は手薄になった二国へ侵攻する、というものだった。

			　もちろん、レヴィンは許可を出した覚えはない。

			　文の最後には、自分がすべての責任を持つから、好きなようにやらせろ、と書かれていた。

			「なんでこう、使徒って勝手なんだろう……」

			　レヴィンは言いながら、ため息を吐き、首を横に振る。

			　手綱を握れるほうがおかしいのだと思いなおしたのだ。

			　なにせ、彼らは使徒なのだから。

			　しかし、とレヴィンは心の中で呟く。

			　歴代レグルスの王の中で、自分ほど使徒に悩まされる王もいないだろう、と。

			「あ～……胃が痛い……」

		

	
		
			　

			第二十三話　出陣

			　

			「出陣だ！」

			　剣を選んでいた日の昼。

			　慌てた様子でエルトが俺の部屋に入ってきた。

			　そして開口一番、そう叫んだ。

			「……は？」

			「出陣だ！　急げ！」

			　呆気にとられる俺を見て、エルトは待ち切れずに、傍に立て掛けてあった魔剣ブルースピネルを俺に投げてよこす。

			　そこでようやく、俺の思考は働き始める。

			「本当に出陣するのか!?」

			「だから言ってるだろ！　もうクリスには指示を出した！　お前はアルシオンの兵を率いろ！」

			「おいおい！　どういうことだ!?　ちょっとくらい説明しろ！」

			　俺が説明を求めると、エルトは途端に不機嫌な表情を形作る。

			　眉が吊り上がり、眉間にしわがよる。

			　私は不機嫌だと、顔で表現したエルトは次に笑顔を浮かべる。

			「いいから準備をしろ。説明は後だ」

			「……了解」

			　その笑顔に、絶対に逆らってはいけない何かを感じたせいか、質問は喉で止まって口から出てこなくなった。

			　よしと、エルトは呟き、周囲を見渡す。

			「私物はないな？」

			「当たり前だろ。あ……俺のマントってあるか？」

			「もちろん。ボロボロだったが直してあるぞ。あとでクリスが渡す。アルシオンの銀十字が銀十字を背負ってなくては話にならんからな」

			　さきほどの威圧的な笑みから、ニコリとした微笑みへ表情が変わる。

			　その変化に見とれていると、またあの威圧的な笑みが浮かんでくる。

			「急げと言わなかったか？」

			「わ、わかった。ちょっと待ってくれ」

			　鎧(よろい)は動きやすさを重視した軽鎧だ。

			　色は銀。特別凝った作りではないが、軽く、動きやすい。

			　クリスのチョイスだが、しっかりと体にもフィットしている。

			　その鎧(よろい)を着用し終えると、エルトは一つ頷き、自分についてくるよう告げて部屋を出る。

			　そのまま早足で歩くエルトの後を俺は追う。

			「これからどうする？」

			「出陣だと言っただろ？　すぐに出る」

			「……まさか今から馬に乗って出るのか？」

			「そのまさかだ。これは時間との戦いだ。兵には移動しながら準備をさせる。ロードハイムの騎士が遅れるなら遅れるで構わない。だが、私とお前、そしてアルシオンの兵士たちはいち早く進む必要がある」

			「どこへ……？」

			　俺の質問にエルトは呆れたようにため息を吐く。

			　歩みは止まらないが、エルトは顔だけを俺のほうへ向けた。

			「私とお前が向かう場所もわからないのか？」

			「まさか……出陣許可が出たのか!?」

			「条件付きだがな。笛も貸してやる。だから、必ず別動隊を倒せ。そしたら私が援軍に向かう」

			　それはアルシオンにとって、救いの言葉に近い言葉だった。

			　正直、エルトの援軍は諦めていたのだ。

			　どう見ても、レグルスがアルシオンを助けるメリットのほうが少なかったからだ。

			「……ありがとう。それと……すまない。無理をしたんだろ？」

			「礼なら戦いが終わってからだ。それとそんな無理はしていない。王を怒鳴りつけたくらいだ」

			「そうか……うん？」

			　今、聞き捨てならない言葉を耳にしたような。

			　俺の聞き間違いだろうか？

			　王という言葉が聞こえた気が……。

			「細かいことはいい。まずは国境にいる奴らを叩く。敵は約五千。対して、こちらはアルシオンの兵を合わせても集まるのは千五百というところだろう」

			「急な話だからな。領内の騎士たちはこちらに向かってる途中だろうに」

			　エルトの騎士はリオスにだけ駐屯しているわけじゃない。彼ら以外にもロードハイム公爵領には多くの騎士がいる。

			　ただし、彼らは領内の各地に散っている。

			　普通は彼らを招集してから戦場に向かうのだが、今は領地の大きさが災いしている。

			　どれだけ馬を飛ばしても、昨日の今日では間に合わない者が大半だ。

			「彼らとはあとで合流する。相手は五千だが、最初から殲滅する気はない。突撃して奴らの陣内に穴を開ける。それがお前の道だ。私が作ってやる。お前はとりあえずついてこい」

			　なんともいい加減な言葉だが、どうしてだろう。

			　エルトが言うととても頼もしく聞こえる。

			　こちらは千五百で向こうは五千。

			　戦力差は三倍を超える。

			　普通なら突撃なんてしない。

			　包囲されて殲滅がオチだからだ。

			　しかし、エルトが率いる以上、そんな数の差は意味をなさなくなる。

			「私の戦場での活躍をお前は知らないだろ？　いい機会だ。その目で焼き付けるといい。そして思い知れ。自分がどれだけ得難い友人を得たかを」

			　楽しげに笑うエルトは弾むように廊下を歩く。

			　その体には覇(は)気(き)が満ち溢れ、歩みには自信が満ち溢れている。

			　その姿だけは三年前と変わらない。

			　そうだ。エルトという少女はそういう少女だった。

			　自信家で、不敵で、大胆で。

			　そしてかっこいい少女なのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　城を出ると、騎士たちが大慌てで戦支度をしていた。

			　その中にはアルシオンの兵士たちも見受けられる。

			「使徒様、若君」

			「レオナルド。準備はどうだ？」

			「強行軍になるということなので、傷が浅い者を二百五十名選抜いたしました」

			「二百五十か……」

			　意外に少ないな。

			　四百人全員が使えるとは思っていなかったが、三百は使えると思ってたんだが。

			「他の者も参加を希望しましたが、強行軍にはおそらく耐えられません」

			「わかった。仕方ない。動ける者たちで行こう。レオナルド。副官として支えてほしい」

			「はっ。非才の身ではありますが、全力を尽くさせていただきます」

			　そう言って騎士の礼を取るレオナルドに頷き、俺はエルトに視線を移す。

			　エルトはエルトでクリスから報告を受けていた。

			「どうだ？」

			「あと数日あると思って、集結を遅らせたのは拙かったな。リオスの町にいる騎士は五百だが、全員を連れて行くわけにもいかない。半数の二百五十を連れて行く。あとはアルシオン兵と国境付近にいる千と合わせて千五百だな」

			「ヘムズ平原方面にも騎士はいるだろ？　呼び戻さないのか？」

			　今から向かうレグルスとアルシオンの国境は、ヘムズ平原とは少し離れている。

			　だが、一日、二日の距離のはずだ。

			　呼び戻そうと思えば呼び戻せるはず。

			「敵軍はまだ移動中だ。ヘムズ平原から侵入される可能性もあるからな。そちらにも数を残しておきたい」

			「守備の辛さか」

			「そういうことだ」

			　ヘムズ平原からレコン山脈の北側を守備していたアルシオンの騎士団は、ヘムズ平原での戦いで壊滅している。

			　生き残りはいるだろうが、騎士団としての形は崩れている。

			　つまり、マグドリアはそのどこからでもレグルスに侵入できるわけだ。

			　それがある以上、戦力を一か所に集中することはできない。

			「敵の目標はあくまでこちらの足止めのはずだ。クラック砦(とりで)までの最短ルートであるレコン山脈北側にある街道を封鎖するだろう。普通なら躱(かわ)すが、今は時間が惜しい。そこを攻める」

			「さっきから時間を気にしてるが、それは条件に関係あるのか？」

			　エルトはさきほど、歩きながら条件付きだが出陣の許可を貰ったと言った。

			　もちろん、その許可はアルシオンとマグドリアの戦への出陣許可だろうが、エルトの口ぶりではレグルス王は決戦には参加しないスタンスだったはず。

			　それを覆(くつがえ)すためにエルトは王に掛け合ってくれたのだろう。

			　ただ、そこで条件を突きつけられたはず。

			　だからエルトは時間を気にしているんだ。

			「ああ。別動隊同士の戦いで、アルシオンが勝たない限り、介入はするなと言われた。それとお前への条件もある」

			「なんだ？　俺への？」

			「まぁ、お前だけというよりアルシオン全体だがな。王は開戦から一日で決着をつけろという条件を突きつけてきた。意味はわかるな？」

			　開戦から一日。

			　マグドリアの侵攻速度にもよるが、クラック砦(とりで)にたどり着くのはおそらく六日から七日。

			　別動隊はそれより前に本隊から分かれ、オルメイア平原に向かう。

			　そして、ここからオルメイア平原までは約一週間。

			　数万規模の戦いを一日で決着をつけろというのも無茶だが、時間的な面でも無茶苦茶だ。

			「開戦してから一日で決着をつけるには、それまでに間に合う必要がある。強行軍で向かえばギリギリ間に合うかどうか。それはどうにかする。だが、それよりも……アルシオンの別動隊は一日で終わらせようとするだろうか……」

			「普通はどれだけ急いでいても、数万規模の戦いじゃ最初は小手調べから入る。ヘムズ平原のように一日で決着がつくほうが稀(まれ)だ。アルシオンは攻勢に出るだろうが、一日で終わらせようとするには、捨て身になる必要がある」

			「……だが、それくらいやらないと敵の使徒の予想を裏切れない。向こうは数日は持つと思って別動隊を出すはず。それを一日で破れれば、敵の使徒を後手後手に回せる、か」

			「だが、失敗すればアルシオンの別動隊は打つ手がなくなるばかりか、下手をすれば敵に突破される。それをするのは賭けだ。だが、賭けに出なければ勝てない。アルシオンがあくまで勝ちに出るかどうか。それを王は見ているんだろう」

			　侵攻されている以上、リスクは承知で迎撃しなければ敵を押し返すことはできない。

			　だが、侵攻されている戦。つまり国が掛かった戦で攻めに出られるだろうか。

			　捨て身でやられれば次はない。プレッシャーのかかる戦では、普通は安全策に流れやすい。

			　誰かが提案したとして、指揮官がそれを受け入れるだろうか。

			「アルシオンの命運は別動隊を指揮する第三王子の器と、お前の武勇にかかってる。お前だけじゃ別動隊は討てないし、王子と別動隊だけでも決め手に欠ける」

			「王子には期待できないな……あの第二王子の弟だしな……。まぁ、こればかりは行ってみないとわからないか」

			「そういうことだ。私にも国境のマグドリア軍を一日で排除しろという命令が出ている。私もお前も時間に追われているわけだ」

			　そこで俺とエルトの馬が到着する。

			　クリスを含むロードハイムの騎士たちや、アルシオンの兵士たちも準備ができたようだ。

			「とにかく急ぐぞ。まずは国境だ」

			「わかった」

			「皆の者！　目的地はレグルスとアルシオンの国境だ！　私に遅れずついてこい!!」

			　そう号令をかけて、エルトは馬を走らせる。

			　その背を追って、ロードハイムの騎士たちも馬を走らせる。

			「俺たちも遅れるな！　強行軍になる！　遅れた者は置いていくゆえ、覚悟しておけ！」

			　俺もアルシオン兵に号令をかけて、エルトとロードハイムの騎士たちを追っていく。

			　隊列が縦長になるが、仕方ない。

			　今は速度がなによりも必要なのだ。

			　整然と行進する暇はないのだ。

			「ユウヤ・クロスフォード」

			「ん？　どうしたクリス。エルトの傍にいなくていいのか？」

			　リオスの門を抜けて少しして、前のほうにいたクリスが俺のほうまで下がってきた。

			　その手には青い布がある。

			「そのエルトリーシャ様からのお言葉です。マントを羽織って前に来い、と」

			「暇になったな」

			「退屈を嫌うお方ですから」

			　そう言ってクリスは苦笑しつつ、俺にクロスフォード家のマントを差し出してくる。
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			　それを片手で受け取り、広げる。

			　穴がいくつか空いていたはずだが、すべて修復されている。

			　リカルドから受け取ったときのように、青地には銀十字が輝いている。

			「ありがたいな」

			「アルシオンの銀十字ですからね。軍旗もそうですが、将の恰好というのは大切なものです。敵にとっては、恐怖の象徴であり、味方にとっては心強い姿。それを見せるのも将の役割です」

			「難しいことを言うなよ……俺は背伸びが嫌いなんだ」

			「背伸びをするのが将です。自分がどれだけ矮小でも大きく見せ、どれだけ怖くても強気なことを言う。誰かを率いるとはそういうことです」

			　クリスの言葉はまさしくその通りだろう。

			　ヘムズ平原では無我夢中だったし、必要に迫られた。

			　だが、今は違う。

			　命の危機にあるわけじゃない。

			　エルトの下で平穏のままでいることもできた。

			　それを蹴ったのは自分の意思だ。

			　だから、これは俺の戦いなんだ。

			　駆り出された戦いじゃない。誰かが始めた戦いでもない。

			　俺が望み、俺が始める戦いだ。

			　俺はマントを肩の留め具で留めて、背中に流す。

			　ふんわりと風に流され、マントは俺の背中に広がった。

			「さて、行くか。まずは退屈しているお姫様の御機嫌とりをしなくちゃだからな」

			　そう言って、俺は馬を走らせた。

			　エルトの後を追うロードハイムの騎士たちを追い抜き、少しして先頭を走る薔(ば)薇(ら)色の髪を見つける。

			「来たか」

			「退屈だと聞いたからな」

			　軽くからかい交じりの笑みを浮かべて、俺がそういうと、エルトは微かに頬を膨らませる。

			「退屈だと悪いか？」

			「悪くはないさ。いくらでも付き合ってやる」

			「なんだか上から目線だな……。言っておくが、お前を前に呼んだのは退屈しのぎだけじゃないぞ？」

			「じゃあ、ほかにどんな理由がある？」

			　エルトは微かに笑い、俺のマントを指さす。

			　意味がわからず首をかしげると、おかしそうにエルトは噴き出した。

			「わからないか？」

			「わからない」

			「お前を目立たせるためだ」

			「俺は見世物かよ……」

			　そう言って肩を竦(すく)めつつ、ため息を吐いた。

			　そんな俺を見て、エルトはクスリと笑う。

			「そう言うな。良く似合っているぞ。かっこいい」

			「そりゃあどうも。お世辞でも嬉しいね」

			「本心だぞ？」

			「疑わしいな」

			「本当なのに……」

			　そんなやりとりをしながら、俺たちは馬を走らせた。

		

	
		
			　

			第二十四話　星空の下で

			　

			　行軍中というのは疲れがたまるし、気が滅入る。

			　ましてや、それが強行軍となれば尚更だ。

			　リオスを出たエルトの騎士とアルシオン兵は、夜更けになってようやくちゃんとした休憩を取っていた。

			　二日の行程をほぼ一日で駆け抜けているわけだし、兵の消耗は激しい。

			　小休止は何度か取っていたが、しっかりと睡眠をとれるような休憩は初めてだ。

			　ただ、睡眠といっても、夜明け前には出発し、そこからまた走りっぱなしになるだろう。

			　この場所はロードハイム公爵領にある騎士の駐屯所だ。

			　もともと、こういうときの中継点として作られた駐屯所のため、かなり大きく、俺たちを問題なく受け入れてくれた。

			　提供されるのは暖かな食事と寝床。

			　ただそれだけだが、それがなによりもありがたい。

			　この休憩は最初で最後の休憩だ。

			　当然、多くの騎士、兵士が限られた時間の中で睡眠を取っている。

			　俺も睡眠を取りたかったのだけど。

			「くそっ……」

			　あてがわれた部屋の中で呟き、俺はため息を吐く。

			　これから戦だと思うと、どうしても眠れない。

			　正確には眠りについたものの、浅い眠りですぐに目が覚めてしまったのだ。

			　今、寝ておかないと大変なことになることは理解しているが、体が眠りを求めてくれない。

			　このままじゃ、ベッドの上で眠れずに出発を迎えることになりかねない。

			「はぁ……散歩でもするか」

			　眠れないのならベッドの上にいても仕方ない。

			　そう判断して、俺は剣を腰に差して部屋を出た。

			　光を発する魔法道具によって、駐屯地は歩ける程度の視界を保っていた。

			　建物を抜け、外へと出る。

			　散歩と言っても、ここらへんの土地勘は俺にはない。

			　迷わないような道を行きたいところだけど。

			　そう思いながら、周囲を見渡していると。

			「ん？」

			　近くにある小さな森の奥に光が見えた。

			　誰かいるのか、それとも発光する何かがあるのか。

			　その存在に好奇心をくすぐられた俺は、深く考えずにその森へと向かって歩き出した。

			　森までの道はキチンと整備されており、森を含めて駐屯地なのだということがわかった。

			　ただ、森の中に何があるのか、それは歩いただけじゃわからない。

			　好奇心に後押しされて、俺はさらに森の奥へと進む。

			　大して広い森じゃない。

			　しばらく歩いていれば、当然、光源の下へとたどり着く。

			「なんだよ……」

			　光源の正体は建物の中にあった物と同じく、光を発する魔法道具だった。

			　それが何十個と木に備え付けられており、辺りを煌(こう)々(こう)と照らしている。

			「期待して損したな」

			「それは残念だ。ご期待にそえなかったか？」

			　聞こえてきた声は、ここ最近、聞き慣れた清(せい)冽(れつ)な声だ。

			　そちらに視線を向けると。

			「いっ!?」

			　檜風呂というやつだろうか。

			　長方形で、人が一人入るくらいの大きさの浴槽だ。

			　それが森の真ん中にあった。

			　周囲には着替え用の仕切りやら、体を流す場所もある。

			　簡易ではあるが、どうみても露天風呂だ。

			　そして、問題なのはその檜風呂にエルトが入っているということだ。

			　残念というべきか、幸いというべきか、風呂にはいい香りのする葉が大量に浮いているため、エルトの体は見えない。

			　ただ、湯から出ている肩から上はばっちり見えている。

			　その時点で直視できないので、慌てて背を向ける。

			「どうした？　私の入浴を覗きに来たんじゃないのか？」

			「そんなわけあるかっ！　眠れないから散歩してたんだ！　それで、ここが光ってたから……」

			「ふふ、そんなことだろうと思っていたぞ。お前に私の風呂を覗く度胸はないだろうしな」

			　からかいの混じった声が背後から飛んでくる。

			　それに反論しようにも、あっているから反論できない。

			　実際、ここにエルトがいると知っていたら絶対に来なかった。

			「どうして森の中で風呂に入ってるんだ!?」

			「趣味だ。ここからだと今日は綺麗な星が見えるからな」

			「……悪かった。帰るから」

			「まぁ、待て。少し話をしないか？」

			　そう言ってエルトは俺を引き留める。

			　この状況で話なんてできるわけないだろうが。

			　一体、こいつは何を言っているんだ？

			　思わず振り返ると、そこには笑みを浮かべたエルトがいた。

			「一緒に入れとは言わない。ただ、そこで話し相手になってくれ」

			「お前……恥ずかしくないのか？」

			「うん？　そうだな。湯で隠れてなきゃ恥ずかしいだろうが……お前からは絶対に見えないから問題ない」

			　そういう問題なのか。

			　どうもエルトの基準がわからない。

			「そういえば、クリスはどうした？　あいつならお前の護衛として張り込んでてもおかしくないだろ？」

			「ああ、クリスは疲れて寝ている。準備は騎士たちにしてもらったが、ここにはお前と私しかいないぞ」

			「お前なぁ……使徒としての自覚があるのか？　駐屯所の近くとはいえ、外で一人になるなんてどうかしてるぞ？」

			「心配するな。私の神威で森を覆(おお)ってある。私が神威を操作しない限り、誰もここには入ってこれない」

			「そうか。ん？　つまり、お前はわざわざ俺を招いたのか？」

			　そうだとしたら、ずいぶんな女だ。

			　わざわざ自分の入浴中に男を招くとは。

			　襲われたって文句は言えないだろう。

			　襲わないし、襲えないけど。

			「そうだ。こんな夜更けに何をしているんだろうかと気になってな」

			「別に大したことじゃないさ。眠れなかっただけだ」

			　立って話すのも何なので、近くにあった木の椅子に腰かける。

			　これだと目線の関係上、エルトの顔しか見えない。

			　精神的に非常に助かる。

			「緊張か？」

			「かもな。自分の活躍に国が掛かってると思うと、さすがにな」

			　誇張でも何でもなく、俺が敵の別動隊を撃破しなければ、エルトは援軍に来れない。

			　そしてエルトの援軍がなければアルシオンは負ける。

			　この戦に負ければ、次は王都だ。

			　ほぼ間違いなく落とされるだろう。

			　万が一にも落とされずに済んだとしても、戦力の多くを失ったアルシオンでは、マグドリアとアークレイムの攻勢に耐えられない。

			　結局は俺の働き次第というわけだ。

			　何の冗談だと思いたい。

			　たかが辺境の子爵の息子。

			　それに国の未来を決めさせるなんて。

			　だが、それがレグルス王の要求だ。

			　武威を示せ。

			　そうレグルス王は俺に要求している。

			　その要求が重い。

			「勘弁してほしいよ。よりによって、俺だなんて」

			「お前だからだぞ」

			「え？」

			　エルトは浴槽の縁に両手を乗せ、その上に顎を乗っける。
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			　そして楽しげに再度告げる。

			「お前だから、今の状況はあるんだ。お前が私を助けた少年じゃなきゃ、私はここまで協力的にはならない。お前がヘムズ平原で使徒に一杯食わせたアルシオンの銀十字じゃなきゃ、そもそも王は条件などつけない」

			「つまり、ヘムズ平原で張り切ったがために、俺は無理難題を押し付けられているってわけか？」

			　思わず天を仰ぐ。

			　夜空には綺麗な星々が浮かんでいる。

			　だが、それに心が洗われることはない。

			　正直、やってられない。

			「どうして頑張っちゃったかなぁ」

			「お前がお前だからだろ？　ユウヤ・クロスフォードは辺境でゆっくり、のんびり暮らしたいという夢を持ち、面倒事があるたびに、事なかれ主義を貫く男だ。けれど、大事な者を見捨てられないお人よしでもある。だから、戦ったんだろ？　自分のためじゃなく、誰かのために。なら、後悔しても仕方ないぞ。お前は何度だって同じことを繰り返す」

			「俺のことをよくわかってるな？」

			「私はお前の友人だからな。その結果が今だ。王はこう言ってるんだ。まぐれじゃないと証明してみせろ、とな」

			「無茶を言う人だな」

			「無茶でもないさ。使徒も黒騎士団もいない軍だぞ？　お前はその両方がいる軍に突撃し、敵の進軍を止め、逃げ切ってみせた。お前ならできる。私が保証する」

			　エルトの言葉は耳に心地いい。

			　聞いていて安心してくる。

			　自分でもできると思えてくる。

			　優れた武将ゆえか、それとも生来の気質ゆえか。

			　エルトは周りの人間をやる気にさせるのが上手い。

			「はぁ、じゃあできなかったらどうする？」

			「私がなんとかしてやる。私が私のすべてを賭けて、お前が守りたいモノを守ってやる。だから、心配するな。私がついている」

			　そう言ってエルトは微笑む。

			　こちらを勇気づける笑みだ。

			　まったく、頼り甲斐がある女だ。

			「約束だぞ。俺が失敗したら、エルトが何とかしろよ？」

			「もちろんだ。だから、頑張れ。けど、私がどうにかしたらお前は私の臣下だぞ？　一生、こき使ってやる」

			　意地の悪い表情を浮かべながら、エルトは笑う。

			　あれはいじめっ子の顔だな。

			　実際に臣下にされたら何をされるやら。

			　ちょっと想像しただけでゾッとした。

			　まず間違いなく碌(ろく)なことにはならない。

			「それは……嫌だな」

			「今、本気で嫌がったな!?」

			　エルトがそう言って、風呂の中で暴れながら抗議の声を上げる。

			　今にも俺のほうに襲い掛かってきそうな顔だ。

			　ただ、自分の恰好を考えてほしい。

			「おい、馬鹿！　場所を!?」

			　考えろ。

			　そう思ったとき、さらに連鎖被害が起きた。

			　暴れたせいで、檜風呂が傾いた。

			　思わず、立ち上がって檜風呂を押さえる。

			　俺が支えたおかげで、倒れはしなかった。

			　けど、お湯の量が減った。

			　それに加え、今、エルトが暴れた拍子にお湯を止めていた栓が抜けたのか、徐々にお湯がなくなっていく。

			「わっ!?　わわわ!!」

			　エルトが慌てて、体を隠そうとする。

			　そうされると、思わず視線がエルトの体へと向かう。

			　染み一つない白い肌。

			　大きいが均整美を保った胸。

			　ほっそりとした腰。

			　そして丸みの帯びた滑らかな下腹部。

			　ばっちりと見たあとに、我に返って視線を逸らす。

			　だが、もう遅い。

			　俺の脳内にはバッチリと焼き付いてしまった。

			「み、見たか……？」

			「はぁ……ちょっとな」

			「う～……正直でよろしい」

			　恨めしそうな声をあげながらも、制裁は飛んでこない。

			　原因の大半は自分だとわかっているんだろう。

			　そうだ。

			　俺は悪くない。

			　こんな状況で俺を呼んだエルトが悪いんだ。

			　そう自己正当化していると、もうちょっと見てもいいんじゃないかという気になる。

			　そろり、そろりと視線を向けようとすると、言葉が飛んでくる。

			「二度目はないぞ？」

			「……わかってるよ」

			　棘のある言葉を受けて、視線を明後日の方向に飛ばす。

			　さすがに二度目はないか。

			　たぶん、視線を向けた瞬間に目を潰される。

			「こっちを向くなよ？」

			　エルトが檜風呂から出たのが音でわかる。

			　想像しないように努めるが、勝手に脳が後ろの状況を再現してくる。

			　一糸まとわぬエルトが、後ろに立っていて、今は着替え用の仕切りへ足を進めている。

			　今、振り向けば目と引き換えにエルトの裸体を拝めるぞ、と俺の中の悪魔が囁(ささや)いてくる。

			　……。

			　ないな。いくらなんでも代償がデカ過ぎる。

			　そんなことをしているうちに、エルトが仕切りの中に入る。

			　そこから体を拭く音や、微かな衣擦れの音が聞こえてくる。

			　青少年にはキツイ仕打ちだ。

			「ユウヤ」

			　悶々とするのをどうにかしようと思っていると、仕切りの向こうからエルトが俺を呼んでくる。

			「どうした？　覗こうとか思ってないから、安心して着替えろ」

			「もう着替え終わってる。髪を拭くのを手伝ってくれ」

			「お前……よくそれで一人で風呂に入ろうと思ったな……」

			　せめてお手伝いの騎士くらい控えさせとけよ。

			　女性の騎士がいないわけじゃあるまいし。

			　そう思いつつ、仕切りの向こう側に行くと、服を着て椅子に座っているエルトがいた。

			　いや、まぁ、当たり前だけどね。

			　ちっとも期待してなかったけど。

			「どうした？　そんな残念そうな顔をして」

			「いや……なんでもない。それで髪を拭くのか？」

			　微かに落とした顔をあげると、そこには微かに水が滴るエルトの髪があった。

			　こんだけ長いとたしかに一人じゃ手間かもしれないな。

			「そうだ。頼む」

			　そう言って乾いた布を渡される。

			　どうして戦争前にこんなことをする羽目になったんだっけ？

			　なんだか、これから戦争するって空気じゃなくなってきたぞ。

			　どうするかな。

			　緊張感が保てない。

			　そんなことを思いつつ、エルトの髪を取って、丁寧に拭いていく。

			「……慣れてるな？」

			「妹の髪を拭くことがあるからな」

			「ふぅん、そうか」

			　なんだか面白くなさそうにエルトが呟く。

			　ただ、それは一瞬ですぐにいつもの調子に戻る。

			「どうだ？　私の髪は？　密かに自慢できると思ってる」

			「言ってる時点で密かじゃないだろ……綺麗だと思うよ。手触りもいいし」

			「そうだろ？　そうだろ？　私の髪に触れるなんて羨ましい奴め！」

			「はいはい。羨ましい、羨ましい」

			　言いながら、微かにエルトから視線を逸らす。

			　湯上がりで火照ったうなじがどうしても目に入るからだ。

			　うーむ。これはこれで厳しいミッションだな。

			　なんとか、自分を抑えつつ、エルトの髪を拭き続ける。

			　そうしていると、エルトが俺の右手に触れてきた。

			「どうした？」

			「ずっと……お前に言おうと思ってたんだ」

			「なんだ？　改まって」

			「別に大したことじゃない。ありがとうって言いたかったんだ」

			「ありがとう？　お礼を言われることなんてしたか？」

			　俺はエルトの言葉の意図がつかめずに首をかしげる。

			　三年前のことならすでにお礼を言われている。

			　このお礼は何に対してなんだろうか？

			「お前が変わってなくて嬉しかった。それのお礼だ」

			「はぁ？　ずいぶん、変わったと思うけど？」

			「変わってないさ。お前は昔と変わらず、お人よしのままだ。私に声を掛けてくれたときと変わらず、お前は目の前の人を見捨てない人間だった。それがたまらなく嬉しかった」

			「成り行き上、ああするしかなかったんだ。それに俺は多くの人を見捨ててる」

			「見捨てたくて見捨てたんじゃない。助けようとして助けられなかった。助けたいのに助けられなかった。そうだろ？」

			「何が……違うんだ？」

			「大きく違う。手を差し伸べるのと、手を差し伸べないくらいの差だ。結果はどうあれ、お前は手を差し伸べた。昔と変わらずにな。ありがたいことだ。そういうお前だから、私はお前を友人と呼べる」

			　そう言ってエルトは立ち上がる。

			　もう髪は大分拭き終えている。

			　あとは放っておいても乾くだろう。

			「さぁ、行こう。ここはこのままでいい。朝になったら、騎士たちが片づける」

			「騎士の使い方としてそれはどうなんだ？」

			「ん？　みんな喜んでやってくれるぞ」

			　大陸に名を轟かすロードハイムの騎士が雑用とは。

			　いいのか、それで。

			　まぁ、本人たちがいいならいいんだろうけどさ。

			「さて、さっさと寝よう。今日はよく寝られそうだ」

			　そう言ってエルトは笑う。

			　暢気なものだ。

			　こっちの気も知らないで。

			「余計寝づらくなったぞ……」

			　呟き、俺はエルトの背を追う。

			　今日は徹夜になることを覚悟して。

		

	
		
			　

			第二十五話　そしてプロローグへ

			　

			　エリアール暦４４８年６月初旬。

			　レコン山脈とヘムズ平原の間にある、レグルスとアルシオンの国境。

			　そこでマグドリア対レグルスの戦闘が開始された。

			　マグドリア軍は五千の内、二千を前線に出した。

			　対して、俺やアルシオン兵を含めたエルトの兵は一千五百。

			　数はそこまで差はないが、こちらは二日の行程を一日余りで走りぬいたばかり。

			　馬も兵たちは疲れ、数も劣る。

			　どう考えても不利は否めないのだが。

			「やられるのは敵ばかり、か」

			　圧巻の突撃についていきながら、俺は呟く。

			　周囲を見渡せば、倒れているのは敵兵ばかり。

			　槍は折れ、剣は持ち主の手から零れ落ちているが、その中に味方の物はない。

			　戦場に漂う不快な死の匂いも、すべて敵兵の死体から発せられたもので、こちらの味方は意気揚々と剣や槍を振り回している。

			　戦いは激しい。

			　だが、一方的なものだ。こちらが攻めで、マグドリア軍が一方的にやられている。

			　苛(か)烈(れつ)な攻めにマグドリア兵は必死に抵抗しているが、それは意味をなさない。

			　使徒エルトリーシャ・ロードハイムの神威は、本人の性質とは正反対に、防御よりのモノだ。

			　エルトが光壁(シールド)と呼ぶこの神威は、エルトが生み出した光の粒子が壁となる神威だ。

			　作り出された光壁は硬く、よほどの達人か魔導師、もしくは高位の魔族でもなければ破れない。だが、使徒の能力としては地味といえる。

			　ただ、その効果範囲が尋常ではない。

			　エルトは自分を含めて、数千の騎士たちをこの光壁で覆(おお)える。

			　つまり、エルトはもちろん、エルトが率いる騎士たちにも攻撃が届かないということだ。

			　しかも光壁はこちらの攻撃を通し、敵の攻撃を通さない。

			　全体への展開を止めて、一か所に集中すればさらに硬度を増す。そうなってはエルトと同じ使徒以外には絶対に破れないだろう。

			　超攻撃的な性格のエルトが持つ神威は、絶対防御の神威というわけだ。

			　さらに敵には絶望的なことに、エルト自身も剣の達人だ。

			　俺など足元に及ばない。強化を使っても互角にすら持ち込めない。

			　そんなエルトが先頭を切って突撃するのだ。

			　敵は恐れ、道を開ける。勇敢な者は褒(ほう)美(び)とばかりに斬り捨てられる。

			　エルトに触発されて、騎士たちも奮起する。

			　彼らの攻撃は苛(か)烈(れつ)さを増し、敵兵を打ち倒していく。

			　そもそも攻撃が届かないため、恐怖を感じない。そして防御をする必要がなく、攻撃に集中できる。

			　そんな軍が弱いわけがない。

			　後方にいるマグドリア軍の指揮官は頭を抱えているだろう。

			　すでに先鋒の二千は敗走しつつある。

			　単純な突撃だから、兵の損失はそこまでじゃないだろうが、勝敗はもう決している。

			　後方の三千は、敗残兵を纏(まと)めてから再戦する気のようだ。

			「今のところは順調か」

			　俺を含めたアルシオンの兵士たちは、兵力と体力の温存のために、全体の半ばほどで戦っている。

			　前後をロードハイムの騎士たちに守られているし、エルトの神威もしっかりと機能しているため、今のところ損失はない。

			　ただ、エルトの神威も無限ではない。

			　使徒の神威は体力を消費する。使徒も人である以上、限界というものがあるのだ。

			　周囲から敵兵が退いていく。

			　それと同時に、停止の合図が出る。

			　それを見て、俺は馬を先頭集団に走らせた。

			　槍や剣に血を滴らせた騎士たちを追い抜き、白地に赤い戦女神が描かれたエルトの軍旗と、赤地に金色の獅子が描かれたレグルス王国の軍旗を見つける。

			　その下には疲れた様子も見せず、マグドリア軍を見つめるエルトがいた。

			「エルト」

			　呼びかけると、そこで初めて俺の存在に気付いたのか、エルトが快活な笑みを浮かべる。

			「ユウヤか。怪我はないか？」

			「あると思うか？」

			　エルトの神威の庇護にあって、早々怪我をするわけがない。

			　本人もわかっているのだろう。

			　それでも言ったのは、自分の神威を誇示したいからだろう。

			　もうちょっと安易に言えば、称賛がほしいんだろう。

			「大したものだよ。正直、ここまで圧倒的だと敵が可哀想になる」

			「可哀想か……。私の感想は張り合いがなくて面白くない、だがな」

			「エルトリーシャ様と張り合える者など、大陸でも数えるほどしかいないかと」

			　エルトの横にいたクリスがそう突っ込む。

			　たしかにその通りだ。

			　エルトは間違いなく使徒の中でもトップクラスの力を誇るだろう。

			　張り合えそうなのは、ラディウスにいるという魔族の使徒と、その使徒と互角に渡り合うアークレイムの使徒くらいだろうか。

			「たしかに。歯ごたえのある奴が出てきて、時間がかかっても困るしな。ユウヤ。これからどうする？」

			「これから？　選択肢があるのか？」

			　俺の返しにエルトはもちろん、と頷く。

			　そして剣を持っていない左手の指を二本立てた。

			「まずは私たちと一緒に突撃して、敵本隊を突破する選択」

			「もう一つは？」

			「敵は私の攻撃が怖くて密集体形を敷きつつある。だから、その脇をすり抜けていく選択だ。もちろん、囮として私たちは突撃するがな」

			「最初の選択の利点は確実に敵を突破できることです。二つ目の選択の利点は早いこと。敵を突破せず、脇をすり抜けるだけですから。ただし、少数の追手が放たれる可能性はあります」

			　クリスがエルトの案に補足を入れる。

			　どちらにも利点がある。

			　だが。

			「脇をすり抜けるのと、突破するの。そんなに時間が変わるか？」

			「変わるわけないだろ？　どっちもほぼ全力で馬を走らせるんだから」

			　エルトにとって、マグドリア軍は障害物にはなり得ないらしい。

			　それなら取るべき選択肢は決まってる。

			「一緒に行くさ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ユウヤ！　敵将は目の前だ！　どちらが先に首を取るか勝負だ！」

			「勘弁してくれ……エルト。俺は敵の将軍なんかとやりあう気はない」

			「意気地なしだな」

			「なんとでも」

			　馬を走らせながら、俺は肩を竦(すく)める。

			　面白くなさそうにエルトは俺から顔を背けた。

			　だが。

			「ふん、ならいい。とりあえずついてこい。特等席で私の勝利を見せてやる！」

			「いや、だから、人の話聞いてる？　あ、ちょっと!!」

			　エルトが速度を上げる。

			　同時に、エルトに付き従う騎士たちも速度を上げる。

			　そうなると俺も上げざるを得ない。エルトの力の範囲外に出るのは拙い。なにせ、ここは敵軍の真っ只中なのだから。

			「あ～……ついてきたの失敗だったかなぁ」

			　呟き、ため息を吐く。

			　どうせ、将軍の首を刎(は)ねたときに、傍にいなければ不貞腐(ふてくさ)れるか、怒るかのどちらかだ。

			　敵の将軍よりもエルトの機嫌を損ねるほうがよほど恐ろしい。

			　だから俺は、もうかなり離れたところにいるエルトの背中を見据えて、馬の腹を蹴った。

			　マグドリア軍の陣形は、ほぼ真っ二つにエルトとロードハイムの騎士たちによって切り裂かれている。

			　わざわざ密集して守りを固めても、止める術がないのだからどうしようもない。

			　死体の数を増やしただけだ。

			　とはいえ、後方にいるのはマグドリアの将軍だ。

			　曲がりなりにも将軍の地位にいるのだから、弱いということはないだろう。

			　エルトが負けるとは思えないが、俺のほうに向かってこられても困る。

			　こんなところで強化を使えば、後の移動に支障が出る。

			「まったく……俺にはこの後、予定があるってことを失念してるな……」

			　興が乗ったというべきか。

			　それとも気分が高揚したというべきか。

			　なんであれ、さきほどよりは満足そうな様子でエルトは戦場を駆けている。

			　剣を合わせているわけじゃないから、何とも言えないが、将軍の周りを守るだけあって精鋭のような気がする。

			　ここに来て、エルトを恐れ、避ける者は一気に減ったから、技術はともかく気持ちの面では、さきほどの兵たちとは雲泥の差がある。

			「見えたか……」

			　大きく掲げられているのは、黄色の生地に黒い狼が描かれた軍旗。

			　マグドリアの軍旗だ。

			　その旗の下には馬に乗った男が大剣を構えている。

			　一目でわかる。

			　あれがこの軍の将だと。

			「さすがは将軍だな……」

			　エルトの姿を認めた敵将は、馬を走らせ、エルトへ向かっていく。

			　勇気がなければできない行為だ。

			　蛮勇だが。

			　玉砕覚悟の体当たり。

			　そんな気分だろうが、そんな攻撃が通用するなら、どこの国も使徒をわざわざ公爵の地位を使ってまで自国に引き込んだりしない。

			　普通の人間ではどうにもならないから〝使徒〟なのだ。

			「甘いぞ！」

			「なにっ!?」

			　敵将の突撃はエルトの光壁によって止められる。

			　馬は壁に当たり、前のめりに倒れ、敵将は宙に投げ出された。

			　しかし、敵将が地面に落ちることはなかった。

			　宙に浮いた敵将を、エルトの光壁が受け止めたのだ。

			　受け止めたという言い方は正しくないか。

			　この場合は拘束したというべきか。

			　四方を光壁で囲まれた敵将は、無防備の状態でエルトの突撃を受けた。

			「化け物めぇ!!」

			「そんな台詞は聞き飽きた！」

			　敵将の首が宙に舞う。

			　同時に体も地面へと落下した。

			　だが、エルトの突撃は止まない。

			　今は敵を突破するのが最優先だからだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　敵軍を突破して、しばらくしてからエルトは停止した。

			　マグドリア軍は陣形を縦に引き裂かれ、将を失った。

			　しかし、いまだに数千の兵がおり、立て直す素振りを見せている。

			「さて、ここでしばしのお別れだ。ユウヤ。私は奴らを殲滅してから後を追う」

			「ああ。わかった。決戦の場はクラック砦(とりで)だ。遅れるなよ？」

			　エルトはこれから敵軍を殲滅したあと、騎士たちの集合を待つことになるだろう。

			　その時間次第ではクラック砦(とりで)の戦いに遅れる可能性はある。

			「まずは別動隊を倒し、私が援軍に入る条件を満たしてから言え」

			「平気さ。手は貸してくれなくても、笛は貸してくれるんだろ？」

			　俺がそう言うとエルトはニヤリと笑う。

			　条件を出したレグルス王への意趣返しのつもりなのだろう。

			「その通りだ。私は王との約束通り手は貸さない。兵も貸さない。ただ、餞別代わりに笛を貸してやるだけだ。所詮、笛だからな。こんなのは結果に何の影響も与えない」

			　そう言って、エルトはクリスに目配せする。

			　クリスは頷き、大切そうに保管された木箱を取り出した。

			「ロードハイム家の家宝。幻獣の角笛です。特別な吹き方はありません。ただ息を吹き込めば、音色がしっかりと出ます」

			「それは助かるな。特別な吹き方があったら、クリスについて来てもらわなきゃだからな」

			「冗談にしては笑えませんね。あなたについて行くなんて絶対に嫌です」

			「きついなぁ……」

			　クリスは角笛が入った木箱を俺に手渡し、顔を背ける。

			　そして少ししてから、軽く礼をする。

			「……ユウヤ・クロスフォード。僕もあなたの武運を、及ばずながら祈っています」

			「ありがたい。必ず返す。だから、お前も遅れるなよ？」

			「もちろんです」

			　クリスはしっかりと頷き、俺から離れていく。

			　すでにエルトの軍旗も渡されている。

			　角笛も貸して貰った。

			　アルシオン兵の準備もできている。

			　あとは出発するだけだが。

			　まだ最後の挨拶が終わってない。

			「あまり気負うなよ？」

			「無茶を言うな。気負うに決まってる」

			　馬を寄せてきたエルトがそう言って俺の肩を叩く。

			　それに苦笑して返すと、エルトは柔らかな笑みを浮かべた。

			「大丈夫だ。お前ならやれる。もしも負けたら、私のところにやってくればいい。お前の家族、領地ともに受け入れてやる」

			「やめろ。戦うのが馬鹿らしくなるだろ？」

			「逃げ道があると心にゆとりが生まれないか？」

			「その逃げ道に逃げ込みたくなるだけだ。戦う気力が湧いてこない」

			　脱力した様子を見せると、エルトは笑った。

			　いつも通りの笑みだ。

			　自分の感情をそのまま表現した笑顔。

			　その笑顔を見ていると、不思議と落ち着く。

			「……そろそろ行くよ。お前から十分、援護を貰ったからな。あとは俺なりにやってみる」

			「そうか……。死ぬなよ？」

			「もちろん」

			「……武運を祈る。クラック砦(とりで)で会おう。辛くなったら、私を思い出せ。お前の危機には必ず駆けつける。私の誇りと名誉に誓ってだ」

			　それはエルトの最後の援護だった。

			　その言葉を聞いた途端、重荷が下りた気がした。

			　後ろにエルトがいる。

			　エルトが来てくれる。

			　そう思えば。

			　なにも怖くない。

			「行って来る」

			「ああ、行って来い」

			　そう言って、俺とエルトは馬を離す。

			　エルトはレグルス方面へ。

			　俺はアルシオン方面へ。

			　けれど、すぐに会うことになる。

			　これは別れというよりは、始まりなのだから。

			　道はすぐに交わる。

			「目標！　オルメイア平原！　我らの歩みにアルシオンの命運が掛かってる！　一歩進むごとに民の命が救われると思え！　行くぞ！　俺の背中を追って来い!!」

			　そう号令を発し、俺は先頭を切って走り出した。

		

	
		
			　

			閑話　レグルスの使徒たち

			　

			　レグルス・マグドリア国境。

			　アルシオンとレグルスの国境でエルトたちが戦闘に入った頃。

			　ここ、レグルス・マグドリアの国境でも戦いが起ころうとしていた。

			　火蓋を切るのはレグルスが誇る三使徒が一人。

			　レイナ・オースティン。

			「さぁて、野郎ども！　戦争だ！」

			　馬に乗った少女がそう告げる。

			　小柄な少女だ。まだ顔には幼さが残っている。

			　金髪を肩あたりまで伸ばしており、後ろで短い一本結びを作っていた。

			　それが少女の快活さを強調している。

			　服装は軽装で、短いズボンにタンクトップ。

			　どう見ても使徒にふさわしい恰好には見えない。

			　だが、それが彼女の戦闘服なのだ。

			　動きやすさ。

			　それがレイナにとってのすべてだった。

			　レイナは八重歯を見せながら、快活な笑みを見せる。

			　今から楽しみにしていた遊びをする、そんな表情だ。

			　しかし、レイナの後ろには使徒直轄の騎士が一万。

			　そしてレイナとともに国境を守るレグルス王国軍が四万。

			　計五万が戦闘準備をしていた。

			　対するマグドリア軍も強固な城に六万の兵が籠もっている。

			　ただし、この砦(とりで)に至るまでにマグドリア軍は連戦連敗をしていた。

			　その原因はアルシオン方面に援軍を差し向けるために、いくつかの部隊が偽装撤退をしたというのと。

			　単純に使徒レイナ・オースティン率いる軍がマグドリア軍より強かったからだ。

			　平地での野戦では勝ち目はないと踏んだマグドリア軍は、この城に国境守備軍を集結させ、籠(ろう)城(じよう)の構えを見せた。

			　それに対して、王都から持久戦の指示を受けていたレイナは渋々ながら今日まで睨(にら)み合いを続けていた。

			　ただし、彼女の我慢は長くは続かなかった。

			　王へ手紙を一通送っただけで、レイナは全軍に攻撃命令を出した。

			「良かったのでしょうか……。陛下からの命令を無視してしまって……」

			　レイナの側近の男が呟く。

			　それを聞いたレイナが目をつり上げる。

			「いいんだよっ！　しっかり手紙にあたしが責任取るって書いたんだし！」

			「しかし、わざわざ攻めずとも、ここで睨(にら)み合ってるだけでマグドリアに圧力を掛けられます。アルシオン方面のマグドリア軍にはロードハイム公爵が対応するようですし、待機でも十分、援護になるかと」

			　そこまで言って、側近の男は自分の失言に気付く。

			　見る見るうちにレイナの顔が険しいものに変わっていく。

			「あたしがエルトリーシャの援護？　ふざけんなっ！」

			「っ!?　申し訳ありません！」

			「ふん！　あんな女の援護なんて御免だ。あいつがアルシオン方面のマグドリア軍を叩くなら、こっちは国境のマグドリア軍を叩くだけだ！　戦功で後れを取ってたまるか!!」

			　レイナは叫び、その叫びに応えるように城への攻撃が始まった。

			　それを見て、レイナは気分良さそうに笑う。

			「いいぞっいいぞっ！　攻めろ攻めろ！」

			「はぁ……困ったものだ」

			「たしかにな」

			　レイナに一喝された側近は、別の側近とそう小声で喋る。

			　彼らはレイナの力を疑ってはいない。

			　むしろ誰よりも信頼していた。

			　ゆえに、恐れているのはレイナが調子に乗り過ぎないか、という点だった。

			　レイナならば、この城くらい突破するのは造作もない。

			　だが、相手はいまだに使徒が出てきてはいない。

			　この十年以上、レグルスは大きくマグドリアの領土を削ったことはない。

			　エルトリーシャ・ロードハイム、そしてレイナ・オースティン。

			　この二人の使徒が揃って攻めても、だ。

			　それだけマグドリアの使徒は戦上手なのだ。

			　勝ち戦に調子に乗れば、そこを突かれかねない。

			　それが側近の懸念だった。

			　そのパターンでやられたのは一度や二度ではない。

			　軍が崩れるような大敗はないが、結果的に侵攻して退かされている以上、してやられていると言えた。

			　今回も姿を見せないマグドリアの使徒に対して、側近たちは警戒を強めていた。

			　それはレイナも同じで、今回は慎重だったが、ライバル視するエルトリーシャが、ヘムズ平原で活躍したアルシオンの銀十字を保護したと聞き、風向きが変わった。

			　レイナの中で、エルトリーシャがアルシオン方面の戦場に介入する気だと悟ったのだ。

			　それに負けてなるかと、レイナは王に手紙を出し、こうして戦端を開いている。

			　それが側近には不安で仕方がなかった。

			「ロードハイム公爵が絡むと冷静じゃなくなるからなぁ」

			「困ったものだ。お二人のライバル関係にも」

			　今に始まったことではないにしろ、レイナを支える側近としては頭の痛い悩みだった。

			　それはエルトリーシャ陣営にも言えることだったが、使徒同士のライバル関係というのは、当人たちの影響力が強い分、普通の人間のライバル関係とは比にはならないのだ。

			　それはこうして戦が起こっていることからうかがえる。

			「おい、そこ。うるせぇぞ！　喋ってる暇があんなら、城攻めでも手伝って来い！」

			「レイナ様。お言葉ですが、これだけの城、これだけの兵がいるのです。一日で陥落させるのは不可能です」

			「で？　何が言いたいんだよ？」

			「総攻めはもう少し後に致しましょう。敵が疲れ始めてからでも遅くはないでしょう」

			「その間にエルトリーシャがアルシオン方面のマグドリア軍を片づけたらどうする？　あいつなら絶対、馬鹿にしに来るぞ！」

			　想像しただけで怒りがこみ上げてきたのか、レイナは口から火を吹かんばかりの勢いで威嚇を始める。

			　それにたじろぎつつ、側近は言葉を重ねる。

			「その点については問題ないでしょう。アルシオン侵攻軍を率いるのはもう一人の使徒と聞きます。いくらロードハイム公爵といえど、簡単に片づけられるはずがありません。それに今から介入するにしても、軍での移動速度を考えれば、五日から六日は間違いなく掛かります」

			「たしかにな。じゃあ、もうちょっとのんびり行くか」

			　そう言ってレイナは前線に展開していた部隊をいくつか下げる。

			　そのままいくつかの部隊に指示を出したあと、興味が失せたかのように馬を翻(ひるがえ)して、自分の陣地へと引き上げていく。

			「指揮は任せた。あと四日は適当に攻めろ。本番は五日目からだ」

			「御意」

			　側近は内心でガッツポーズしながら、そう言って頭を下げた。

			　これで敵の使徒にしてやられるという展開は回避できたと思いながら。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　同じ頃。

			　アークレイム・レグルス国境でも動きがあった。

			　アークレイム軍がアルシオン方面に軍を展開した隙をついて、レグルス軍が動いたのだ。

			　こちらはずっと戦闘状態だったわけではない。

			　国境を形成している川を挟んで対陣しているだけであり、ここ数カ月は小競り合いもない状況だった。

			　アークレイムの国境守備軍は油断していたといってもいい。

			　ただし、彼らを擁(よう)護(ご)するならば。

			　いくら警戒していても無意味だったということだろう。

			　レグルス軍は国境守備軍の〝後ろ〟から現れた。

			　それは少数の部隊だったが、予想外の場所からの攻撃に国境守備軍は大いに混乱した。

			　そして、それは突然やってきた。

			「敵は少数だ！　落ち着いて対処しろ！」

			　アークレイムの指揮官たちを部下に声をかけ、指示を出しながら部隊を落ち着かせに掛かっていた。

			　彼らの行動に落ち度はない。

			　ただ、あまりにもマニュアル通りだったということだろう。

			　それが敵の接近を許した。

			　レグルス王国の三使徒が一人。

			　ディアナ・スピアーズ。

			　彼女の騎士団が唐突に現れたのだ。

			　川を越えてきた気配も、兵を伏せていた気配もなく。

			　ただ唐突に、だ。

			「馬鹿な……!?」

			　騎士団を目にしたアークレイム軍の指揮官は、自分の目を疑った。

			　そして現実だと気付くと、笑った。

			　気付かないなどあり得ない、と。

			　しかし、それは現実であり、彼は一瞬の後、騎士団の波に飲み込まれた。

			「終わりですね」

			「はい。さすがですね。使徒ディアナ」

			　川を挟んだ向かい側にある本陣にディアナはいた。

			　黒いローブに身を包んだ少女だ。

			　年齢は十代後半。

			　三つ編みにした茶色の髪とそばかすが特徴的な少女だ。

			　指揮官らしく、椅子に座り、戦況を見守っている。

			　その隣にいる副官は、ふわふわの巻き毛を持つ金髪美女だ。

			　知らない人が見れば、ディアナよりもよほど副官のほうが使徒に見えるだろう。

			　それだけ使徒というのは特別という認識があるのだ。

			　容姿端麗にして、神威という超常の能力を持ち、戦上手。

			　それが使徒の認識だ。

			　ただ、誰もが容姿端麗かというとそうではない。

			　それをディアナは証明していた。

			　実際、ディアナの容姿は美しいとは言い難く、特徴もないため、地味の印象を他者に与える。

			　だが、それと戦の強さは別物だった。

			　現にディアナの立てた作戦によって、アークレイムの国境守備軍は崩壊しつつあった。

			「次はどうされますか？」

			　副官はおっとりした口調でディアナに問いかける。

			　周囲には副官以外の側近もいるが、誰も会話には入らない。

			　いや、入れないのだ。

			　謎多き使徒と呼ばれることの多いディアナは、同じ軍内ですら謎の多い人物だった。

			　指揮を執るとき以外は滅多に兵士の前に姿を現さず、会話をできるのは古い付き合いである百騎長と副官だけなのである。

			　そんなディアナに対して、側近たちは意見を言うことすらできない。

			　それでもいいと彼らは思っていた。

			　自分たちの使徒にとって、自分たちの意見など聞く必要などないとわかっていたからだ。

			「このまま少し侵攻します。できればアルシオンに侵攻した軍が戻ってくる程度には進みたいですね」

			「アルシオンへの援護ですか？」

			「そうです。このままアルシオンの領土を取られるのは癪ですし、エルトリーシャがアルシオン方面の戦場に介入するらしいですし、少しばかりは援護しないとですしね」

			「ディアナ様らしいですね。オースティン公爵ならそんなこと考えませんよ？」

			「レイナはエルトリーシャを意識していますからね。私も意識していないと言えば嘘になりますが、味方を意識していては、敵とは戦えませんから。本陣を移動します。敵の使徒が出てきた場合は即撤退です。すべての前線指揮官に徹底を」

			　ディアナの指示を受け、側近たちが次々に伝令を出していく。

			　それを見ながら、ディアナはここでの戦いが大局に影響を与えないだろうと予想していた。

			　結局はアルシオン王国の中央部で行われるマグドリアとアルシオンの戦いが鍵であり、それ次第でレグルスもアークレイムも動きが変わる。

			　アルシオンが負ければ、ディアナはアルシオン王国の援護に回ることになる。

			　マグドリアが負ければ、アークレイムの侵攻軍はディアナを止めに来る。

			　それまではどちらも相対することはない。

			「できればアルシオンの勝利で終わってほしいところですね」

			「それはどうしてですか？　アルシオンが決戦で負けたあとに手を差し伸べるのがレグルスにとって、もっとも都合がいいでしょう。軍事力は大したことはありませんが、アルシオンは豊かな国ですから」

			「ええ、そうかもしれませんね。けど、助けられる命なら助けるべきだと思います。恩を売るようなやり方は好きじゃありません」

			「お優しいですね」

			「そうでしょうか？　エルトリーシャやレイナのように戦が好きというほうがおかしいと思いますよ。さて、移動しましょう。いつも通り、兵たちの鼓舞はお任せします」

			「仰せのままに」

			　そう言って副官が離れていく。

			　ディアナはそれに合わせて立ち上がる。

			　視線は崩壊した国境守備軍を見据えていた。

			「エルトリーシャやレイナのように戦いは好きじゃありませんが」

			　敵に容赦はしませんよ。

			　そう呟き、ディアナは敵の国境へ侵入する準備を始めた。

		

	
		
			　

			第二十六話　騎行

			　

			　エルトと別れて三日。

			　ほぼ不眠不休の騎行を続けていた俺とアルシオンの兵士たちは、通りがかりの町で休息を取った。

			　町の名前はエール。

			　酒の有名な中規模の町だ。

			　この地を治める老伯爵は、兵を率いて出陣したという。

			「突然の来訪にもかかわらず、受け入れていただき感謝します。夫人」

			「いいえ。ヘムズ平原の英雄とその兵士たちを受け入れるのは当然のこと。これも国のためよ」

			　俺たちを受け入れてくれたのは、留守を預かる伯爵の夫人だった。

			　そろそろ白髪が目立ち始めた老婦人だが、気立てがよく、配慮のある人だ。

			　兵たちも宿屋や兵が使う宿舎に入って疲れを癒している。

			　兵士たちが出陣中だったため、空きがあったのが幸いだった。

			　僅かな時間だが、彼らを休ませることができる。

			「しかし、夫人。どうして俺、いえ失礼、私がクロスフォード子爵の息子だと？」

			　どうにもレグルスにいたせいで、敬語が苦手になってしまった。

			　公爵であるエルトに敬語を使わなかったせいだろう。

			　ついつい、地の口調が出てしまう。

			　そんな俺を老婦人は笑いながら見つめる。

			「簡単なこと。あなたがクロスフォード家のマントを付けていたからよ」

			「……名を騙る盗賊と思わなかったので？」

			「武装した兵士を数百も率いる盗賊？　そんな盗賊団なら私の耳にも届くわ。それに、私は若き日のリカルド・クロスフォードも知っているわ。あなたと同じマントを羽織っていた。その見事な銀十字は一度見たら忘れない。盗賊程度に模(も)倣(ほう)できる物ではないわ」

			　あの混迷とした戦場の中で、身に着け続けたマントが、俺の身分を保証してくれたか。

			　リカルドは捨ててもいいと言ったが、捨てずにいてよかった。

			　ここでの休憩と補給は正直ありがたい。

			　ここまでで大分時間は稼いだが、その分、兵士たちの消耗も大きい。

			　一晩休めばそれなりに回復するだろうし、残りの道のりもそこまでじゃない。

			　万全とはいかないまでも、それなりの体調で戦いに臨めるだろう。

			　あと必要なのは。

			「夫人。マグドリア軍とアルシオン軍の情報をいただけませんか？　昼夜を問わず駆けてきたため、情報があまりありません」

			「そうね……。私も詳しくはないけれど、マグドリア軍はアルシオン軍の動きを見て、軍を二つに分けたそうよ。一つは従来の道でクラック砦(とりで)を目指し、もう一つはオルメイア平原に向かっているわ」

			「アルシオンの別動隊もオルメイア平原ですね？」

			　俺の質問に夫人は首を縦に振った。

			　一応、両軍とも予想通りに動いているな。

			　このまま行けば、あと二日か三日ほどでマグドリアとアルシオンは激突する。

			　ここからオルメイア平原は急いで二日。多少、余裕を見ても二日半。

			　油断はできないが、間に合うことは間に合ったと言えるだろう。

			　ただし、問題はアルシオン軍が一日でマグドリアの別動隊を追い詰められるか。

			　そして俺と兵士たちが必殺の働きができるかどうか。

			「夫人。この領地には兵士は？」

			「もうほとんど残っていないわ。残念だけれど、あなたに兵を貸す余裕はないの」

			　本当に申し訳なさそうに夫人は謝る。

			　当たり前か。

			　何を聞いているんだ、俺は。

			　どの貴族もギリギリまで兵を動員するように言われているはず。

			　もうアルシオンの西部と北部には余剰戦力はない。

			　今ある戦力でやりくりするしかないのだ。

			「いえ、今の言葉は忘れてください。お引き留めして申し訳ありませんでした」

			「いいえ。力になれずごめんなさい。せめて我が屋敷で休んでちょうだい」

			　心遣いに感謝して頭を下げる。

			　眠気はピークに達している。

			　今は休むべきときか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　眠気がピークのときの睡眠は、短い時間でも長い時間を寝た気分になる。

			　圧縮睡眠とでもいうべきか。

			　二、三時間の睡眠だったが、俺は驚くほどすっきり目を開けられた。

			「まだ日は昇っていないか……」

			　エールの町に着いたのは、昨日の日暮れ頃。

			　それから夫人と交渉し、兵士たちに寝場所を与え、物資の補給を受けたりと意外に忙しかったため、俺が寝たのは日付が変わってからだった。

			　もう少し寝るべきか迷っていると、屋敷に騒がしい足音が響く。

			　何事かと思わず、横にある剣に手が伸びる。

			「若君。レオナルドです。起きていらっしゃいますか？」

			「レオナルドか……。入っていいぞ」

			　部屋の扉をノックしたのは、副官のレオナルドだった。

			　何か報告だろう。

			　そう思っていたのだけど、レオナルドの焦った表情を見て、ただ事ではないことを察する。

			「何があった？」

			「さきほど商人が町に入ってきたのですが、その商人は、数日前にヘムズ平原に向かうマグドリア軍を見たと言っています！　ざっと見て一万ほどで、今頃はヘムズ平原に到着している頃だと！」

			「なに!?」

			　商人の情報は不確かだ。

			　ただ、根も葉もないことも言わないだろう。

			　マグドリアが流言を流しているにしても、今、ヘムズ平原に一万が姿を現して困るのはアルシオンじゃない。

			　今の段階で、ヘムズ平原にいる以上、決戦には間に合わない。

			　平原から砦(とりで)までは、軍で移動すれば五日、いや六日はかかる。

			　もしも砦(とりで)を突破したあとに合流する予定の兵だとしても、アルシオンには気にする余裕なんてない。

			　後方に一万が現れたところで、目の前の敵を防ぎ切らねば次はないのだから。

			　動揺させたいならもう少し違う情報を流すだろう。

			　問題なのは、現在、俺たちの後を追っているだろうエルトだ。

			「一万の兵となれば、レグルスに攻め込む可能性も……」

			「十分あり得るな……」

			　エルトはロードハイム公爵として、レグルスの国境を守る役目がある。

			　一万の軍が現れたとなれば、引き返す可能性だってある。

			　いや、普通は引き返す。

			　他国の前にまずは自国のことが優先だ。

			　たとえ守りの騎士たちを残しているとはいえ、エルトは後方を脅かされているのだ。

			　国境を突破されれば、エルトの領民たちが犠牲になる。

			　それに目を瞑(つぶ)れるエルトじゃないはずだ。

			「わざわざ兵力を隠して、この場で切ってくるとは。徹底的にレグルスを介入させないつもりだな……」

			「どうなさいますか？」

			「どうもしない。ここから引き返すわけにもいかないし、俺たちは作戦通り行動する。まずは別動隊同士の戦に勝たねば、エルトが介入する条件すら整えられないんだからな」

			「ですが、使徒様がもしも引き返していたら」

			　そのレオナルドの言葉に俺は答えない。

			　答えられない。

			　エルトの援軍は頼みの綱だ。

			　それがなければ、勝ちは遠のく。

			　普通に考えれば、別動隊を破って後方に回り込めればアルシオンは絶対の有利を保てる。

			　敵軍は三万五千を分けた。本隊二万と別動隊が一万五千だろう。

			　アルシオンの別動隊がマグドリアの別動隊を突破したとして、もしも損害が五千あったとしても一万五千。

			　砦(とりで)には三万。

			　砦(とりで)も損害を受けているだろうが、数日で数万の兵を失うわけがない。

			　砦(とりで)から二万ほど打って出る力は残されているはず。

			　単純計算で、三万五千対二万。しかも挟み撃ちにするわけだ。

			　普通なら覆(くつがえ)せない。

			　普通なら劣勢はマグドリア軍だ。

			　けれど、向こうには使徒がいる。

			　その使徒が率いる以上、その状態になっても勝算があると見たほうがいいだろう。

			「敵の使徒はアルシオン単体には負けないと考えている。たとえどれだけ兵力を集めようが、自分の優位は揺るがないと思っているだろう」

			「おそらくその通りでしょう。ですから、レグルスの使徒様が鍵を握るのでは？」

			「そうだ。エルトが来ると負けるかもしれない、と思うから妨害するんだ。逆にいえば、エルトが来ればこちらの勝ちは見えてくる。そこらへんをエルトがどう判断するかで、この戦は決まる」

			「来てくれるでしょうか……」

			　不安そうな声をレオナルドは漏らす。

			　その不安はアルシオンの人間としては当然だ。

			　マグドリアに侵攻されており、アルシオンは追い詰められている。

			　ようやく手に入れた援軍も、もしかしたら撤退するかもしれない。

			　不安になって当然だ。

			　不安にならないほうがおかしい。

			「だから俺はおかしいんだろうな……」

			　不思議と不安はない。

			　エルトなら何とかするだろうという、根拠のない信頼が俺の中にはある。

			　あのエルトが敵の策にまんまと乗せられるわけがない。

			　補佐するクリスもついている。

			　こちらの想像を上回って、決戦の地に駆けつけてくれるはずだ。

			　ただ、それは俺だから思えることであって、エルトと親しいわけではないレオナルドたちには無理だろう。

			「このことを知るのは？」

			「私だけです」

			「他言無用だ。士気が落ちる。エルトの行動はたしかに戦を左右することだが、俺たちの行動も戦を左右する。まずは目の前のことに集中しろ」

			「そうですね。わかりました。誰にも喋りません」

			「気休めかもしれないが、レグルスには他の使徒もいる。エルトが戻らなくても自国の国境を突破されれば守りに入るだろう。来る確率は高いから安心しろ。あと、兵士たちに出発の準備をさせておけ」

			　そう言って俺はレオナルドを下がらせる。

			　見ればそろそろ日が昇ろうとしていた。

			　何が起きるかわからない以上、長く留まるのは危険だろう。

			　すぐに支度をして、俺は夫人に出発の挨拶をするために部屋を出た。

		

	
		
			　

			閑話　別動隊の戦い

			　

			　ヘムズ平原の戦いからほぼ一カ月。

			　惨敗を喫したアルシオン軍と快勝したマグドリア軍がまた軍を向かい合わせた。

			　数はアルシオン軍が二万に対して、マグドリア軍は一万五千。

			　場所はオルメイア平原。

			　双方とも本隊から分かれた別動隊だ。

			　アルシオン軍の狙いはマグドリア本隊の後方を突くことにあり、マグドリア軍の目的はアルシオン別動隊の足止め。

			　攻撃のアルシオンに防御のマグドリアの展開になることは誰もが予想していた。

			　そして、その予想通り戦は始まった。

			　しかし、少し予想とは違うこともあった。

			　アルシオン軍の攻勢だ。

			　その勢いは激流のごとく。

			　マグドリア軍はアルシオンの初撃で大きく態勢を崩していた。

			「クロスフォード子爵の言う通り、最初から激しい攻めに出て正解だったな」

			　アルシオン本陣。

			　そこには総大将である第三王子エリオットがいた。

			　その横にはエリオットの補佐役であるリカルド・クロスフォードがいる。

		

	
		
			[image: p088.jpg]
		

	
		
			　椅子に座るエリオットは、まるで教師を見るかのように、隣で立つリカルドを見上げる。

			「殿下。我々にはこれしか活路はないのです。普通にやっても勝てるでしょう。こちらのほうが五千も上回っていますし、マグドリアにはこれといった将もいない。ですが、それでは本隊がやられてしまう。なにせ、相手は使徒ですから。ですから、その使徒の予想を上回るために、我々は積極的に攻める必要があるのです」

			「主導権を取りにいく、ということだな？」

			「その通りです。ですが、攻めに出て失敗すれば、こちらが劣勢に立たされます。この状況で攻めは諸刃の剣ということです」

			　その言葉の後にリカルドは、ですが、と付け加える。

			　何を言われるのかわかっているのか、エリオットは得意げな表情を見せる。

			「それでも攻めを選択した殿下の判断は、まさしく英断と言えましょう。勇気がなければできない選択です」

			「まぁ、子爵に何度も状況は説明されたからな。フィリスも子爵の考えを支持していたし、他の奴らの出す案は皆、消極的だった。俺じゃなくても子爵の案を支持しただろうさ」

			　言葉だけは謙(けん)遜(そん)しているが、その顔には満面の笑みが浮かんでいる。

			　ここまで事あるごとにリカルドはエリオットの判断を褒(ほ)めていた。

			　そして、それはエリオットには自信になった。

			　これまでの人生で、エリオットは責任を逃れ、辛いことを避けてきた。

			　上の二人の兄に王子としての責務を任せ、自分は好きなことだけをやってきたのだ。

			　それゆえに判断を下すことに慣れていなかった。

			　リカルドはそんなエリオットのために、自信を植え付けた。

			　それがエリオットの積極的な判断に繋がったといえる。

			　ご機嫌なエリオットは、本陣で精力的に動く伝令たちを見る。

			「子爵が編成した伝令部隊は大活躍だな」

			「アルシオンはここ最近、大戦から遠ざかっていました。ゆえに軍を改革していません。各国は伝令に力を入れ、様々な方法を開発しており、命令の伝達速度ではアルシオンを大きく上回ります。ですから、他国を参考にしました」

			「良いモノは見習うということか」

			「人は模(も)倣(ほう)することに長けた生き物ですから。見習ったという点では、魔導師部隊もそうです」

			　リカルドは本陣から見て左側へ視線を向ける。

			　エリオットも得意げな表情を浮かべて、満足そうに頷く。

			「魔導師の集中運用か。まぁ言われてみれば、その通りなんだが、言われるまで気付かなかった。たしかに火力は集中したほうが強い」

			「魔導師の運用については、アークレイムが先進国です。彼らは魔導師を同じ場所に集め、使う魔法を統一し、集中して同じ場所を狙う。弓と同じように横に並べて、突撃してくる敵の迎撃に使うのは、アルシオンくらいです」

			　さきほどから敵へ打撃を与えているフィリス率いる魔導師部隊を見ながら、リカルドは説明する。

			　それは部隊を編成するときにも説明されたことだが、改めてエリオットはその効果を実感する。

			「分業化というべきか」

			「その通りです。その役割に専念させれば、それだけ質の高い行動ができます。魔法は詠唱があり、集中力が必要です。向かってくる敵に近ければ、恐怖で集中力は途切れてしまいます。敵の近くに置くより、遠くからしっかりと詠唱させるべきでしょう」

			「だが、魔法は射程が短いのだろ？　どうやって射程を延ばした？」

			　エリオットは今更ながらの疑問を口にする。

			　そんなエリオットの疑問に、リカルドは戦場には似つかわしくない穏やかな笑みで答える。

			「簡単です。詠唱を長くしたのです。魔法には詠唱は長いですが、射程も長い魔法がありますから」

			「なに？　では、なぜ今まで誰も使わなかった？」

			「敵が近かったからです。敵の接近に合わせて、短い詠唱で使える魔法を使っていたんです。弓の速度に合わせる必要もありましたから」

			「つくづく、我々は軍事方面で遅れているわけだな。軍改革が必要か？」

			「そうかもしれませんが、そのためにはこの一戦に勝たねばなりません」

			　油断しないよう、エリオットに注意を促しつつ、リカルドは全体の戦況へ目を向ける。

			　左翼に配置した魔導師部隊が、効率よく敵部隊を攻撃しているため、敵は思ったような反撃に出られていない。

			　そのため、アルシオン軍はマグドリア軍を大分押し込むことに成功している。

			　あとは敵が崩れる瞬間を狙って、左右から用意してる二つの部隊を送り込むだけ。

			　しかし、その部隊にリカルドは不安を抱いていた。

			　用意してあるのは、精鋭の騎兵部隊であり、狙いは敵将だ。しかし、彼らは突破力に欠けるのだ。

			　敵本陣にたどり着けば、敵将を討てるだけの実力を持っているだろうが、いささか突破力に欠ける。

			「せめてあと一部隊いれば……」

			　今はいない息子を思い浮かべて、リカルドはため息を吐く。

			　リカルドはユウヤの生存を信じていたが、この戦に駆けつけられる状況にあるかは半信半疑だった。

			　実際、いまだに姿を現さない。

			　今からでも姿を現してくれれば、部隊を与えて率いらせるのに、とリカルドは淡い期待を抱く。

			　しかし、すぐにそれを頭から振り払う。

			　戦場で不確定要素に頼るのは愚(おろ)かな行為だ。

			　与えられた戦力でどう勝つかを考える。

			　それが軍略家の仕事である。

			　自身の職分を再度認識したリカルドは、微かに真剣さを表に出して、指示を飛ばし始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アルシオン軍左翼。

			　その半ばにフィリス率いる魔導師部隊がいた。

			　指揮を執るのはもちろんフィリスだが、その横には補佐役のセラがいた。

			「姫様。十時の方向。騎兵団接近。距離は四百メトロ」

			　セラがいつも通りの口調で、攻撃方向と距離を指示する。

			　一メトロが一メートルなため、距離は四百メートルということになる。

			「わかったわ。攻撃目標、十時方向から接近する騎兵団！　距離は四百メトロ！」

			「この感じだと炎弩(アーバレスト)がいいと思う」

			　フィリスの魔導師部隊が使う魔法は三つ。

			　長距離の焔砲(キヤノン)。

			　中距離の炎弩(アーバレスト)。

			　近距離の火弾(ブレツト)。

			　それらを距離に合わせて使用していく。

			　その指示を全体に出すのはフィリスだが、実際のところ、その判断を下しているのはセラであった。

			　セラは攻撃に加わらない代わりに、広範囲の探知魔法と自身の戦術眼を組み合わせて、敵の攻撃を予測しては、それを潰しているのである。

			「使用魔法は炎弩！」

			　フィリスの号令で、一斉に魔導師が同じ魔法を詠唱し始める。

			　数は三百ほどだが、全員が選り抜きの精鋭である。

			　各貴族が抱える魔導師たちであり、その実力は他国に引けを取らない。

			　その中でもことさら早い詠唱で魔法を発動させる魔導師が二人いた。

			　二人はいち早く完成した魔法を、まるで競うように放つ。

			【炎弩】

			　声が揃い、二人の手から空高く炎の巨矢が打ち上げられる。

			　それに遅れて、続々と魔導師たちの魔法が完成していく。

			　その目標となるのは、左翼の側面に回り込もうと移動を始めていた五百騎の騎兵団だった。

			　まだ攻撃を仕掛ける前であり、これから攻撃するぞ、と意気込んでいた騎兵団に炎の巨矢が襲い掛かる。

			　まずは二つ。

			　騎兵団の半ばに突き刺さった巨矢は、その炎で周りの兵も焼いていく。

			　馬が嘶(いなな)き、兵士が絶叫する。

			　そこに注意が行ったため、空から来る巨矢の雨に、彼らは対処できず、ただ雨が止むのを祈ることしかできなかった。

			「おーほっほっほっ！　見まして？　私の炎弩の威力を！」

			「勝手に自分の手柄にするんじゃないわよ！　私と同時に撃ったでしょ！」

			「……アリシアとフェルトは勝手」

			　競い合うように魔法を詠唱していたのは、ブライトフェルン侯爵の孫娘であるアリシアと、オーウェル侯爵の娘であるフェルトだった。

			　腕の立つ魔導師が必要だったため、真っ先にこの魔導師部隊に選ばれた二人だったが、どうにも周りよりも頭一つ抜けているせいで、攻撃のタイミングが合わなかった。

			　それだけならまだいいが、競い合うようにしてどんどん発射のタイミングを早めるため、セラは二人を白眼視していた。

			「せ、セラ！　違うわよ！　この成金女が！」

			「あらあら。セラに嫌われて可哀想ね！　アリシア！」

			「あんたも一緒に名前を挙げられてたでしょ！」

			「セラは不器用なだけですわ。ちょっと、未来の姉である私との距離感に戸惑っているんですの！」

			　戦場でありながら、かしましい。

			　もう少し集中できないものかと、指揮官であるフィリスはため息を吐いた。

			　このアリシアとフェルトの言い合いは今に始まったことではない。

			　昔からだということは、フィリスも承知している。

			　だが、最近は輪をかけて酷い。

			　それは。

			「ユウヤを勝手にあんたの婿にするんじゃないわよ！」

			「いいえ！　絶対に私はユウヤ様のハートを射止めてみせますわ！　私、あんなに殿方にときめいたのは初めてですの！」

			　ヘムズ平原でユウヤに救われて以来、フェルトがユウヤに熱を上げているからだった。

			　それが気に食わないアリシアがその言動に噛みつき、結果、二人は絶えず言い争いをしていた。

			　ただし、フェルトの言動が気に食わない人物はもう一人いた。

			「ユウヤは婿に出さない」

			「はぁ……」

			　自分の横で面白くなさそうに唇を尖らすセラを見て、フィリスはとんでもない役を引き受けてしまったと、内心後悔していた。

			　戦場で指揮を執るのも、兵士の士気をあげるために動き回るのは苦ではないが、こんな場所で女同士の言い争いに巻き込まれるとは。

			「さぞや、素敵な方なのね。あなたのお兄様は」

			「素敵？　ユウヤが？　それは違う。ユウヤはちっとも素敵じゃない」

			　セラの意外な言葉にフィリスは目を丸くする。

			　セラのことだから、ベタ褒(ぼ)めすると思っていたのだ。

			「意外ね。あなたなら褒(ほ)めると思ったわ」

			「素敵ではない。けど、頼りになる。そんな人。姫様も会えばわかる」

			「そう？　じゃあ、その日を楽しみにしているわ」

			　実際、フィリスはユウヤと会うのを楽しみにしていた。

			　三年前、アリシアから名前を聞いたときから。

			　しかし、同時に生存を信じてもいなかった。

			　ヘムズ平原の激闘とその後のマグドリアの追撃を知れば知るほど、生きているとは思えなかったからだ。

			「さぁ、この話はまた今度にしましょう。セラ。次の目標を教えて」

			「そうしたいけれど、敵に動きがない。当分、こちらじゃ動かないつもりだと思う」

			　調子に乗り過ぎたと、セラは反省する。

			　左翼の魔導師部隊が危険だと察知されたのだ。

			　これで敵は右翼から仕掛け始める。

			　あまり良いことではない。

			「私のせい……」

			「仕方ないわ。あなたも初陣なのでしょう？　失敗は誰でもある。取り返しましょう」

			　そうフィリスに励まされ、セラは頷いて敵を観察し始める。

			　時刻はそろそろ正午。

			　朝に開始された戦いは、アルシオン優勢で進んでいた。

			　だが、決着がつくのはもう少しあとのことであった。

		

	
		
			　

			第二十七話　鳴り響く角笛

			　

			　オルメイア平原に俺たちがたどり着いたのは、正午をやや過ぎた頃だった。

			　といっても、すぐには戦場には行かなかった。

			　まずは情報収集が必要だったからだ。

			　約二時間の情報収集で、戦況や両軍の陣形もわかってきた。

			　昨日のうちに布陣していた両軍は、朝になって戦の火蓋を切った。

			　開戦当初はマグドリアを圧倒していたアルシオン軍だが、マグドリアが反撃することを諦め、完全に防御態勢を取ってからは均(きん)衡(こう)を崩せなくなっていた。

			　現在、マグドリアは密集体形でアルシオンの攻撃を受け止めており、対するアルシオンは中央に攻撃を集中させ、中央突破を仕掛けている。

			　俺たちが現在いるのは、マグドリア軍よりもさらに後方。

			　大きな森の中だった。

			　戦場は見えるものの、マグドリア軍の動きしか見えないため、詳細な全体の戦況は、偵察に出ている兵が戻るまでわからない。

			「若君。偵察が戻りました」

			「報告を」

			「はっ。アルシオン軍はいまだに中央への攻撃を続けているとのことです。また、アルシオン本陣には第三王子エリオット殿下の旗のほか、青地に銀十字の旗もあったそうです」

			　青地に銀十字の旗。

			　それは俺が着ているマントと同じ絵柄だ。

			　それを使う家は一つだけ。

			「やはりエリオット殿下の傍には父上がいるな。そうなると、アルシオンの攻勢も納得がいく」

			「若君のお父上ですか。さぞや腕が立つのでしょうな」

			　レオナルドが頼もしそうに頷く。

			　しかし、それは間違いだ。

			「腕は立たないぞ。剣も使えるけど、せいぜい護身くらいにしか役に立たない。馬にも乗れるけど、調子に乗るとすぐ落ちる」

			「……若君のお父上ですよね？」

			「俺は母親似なんだ。その代わり、父上は頭が切れる。戦略家としてはアルシオンでも三本指に入るだろうな」

			　一番と言わないのは、ウェリウス大将軍や国境の騎士団長のことを知らないからだ。

			　それでも、彼らと比べても遜(そん)色(しよく)ないレベルの戦略家であることは間違いない。

			「そのようなお方がなぜ、今まで名を挙げることもなかったのですか？」

			「ブライトフェルン侯爵の補佐に徹してたからさ。父上の母、俺にとっての祖母はブライトフェルン侯爵の妹だからな」

			「つまり、戦上手と言われるブライトフェルン侯爵の武功は、クロスフォード子爵の物というわけですか？」

			「極端だな……。侯爵は紛れもなく戦上手さ。ただ、武功を挙げる助けとして、父上が何度も策を考えていたことも事実だ。だから、父上を王子の補佐につけたんだろうさ」

			　辺境貴族を王子の補佐につけるなど、かなり無理をしたに違いない。

			　反対は凄まじいものだったはずだ。

			　それを黙らせてまで、リカルドを王子の補佐につけたのは、リカルドがいなければ勝てないと判断したからだろう。

			　ただし。

			「その父上でも厳しい戦局だけどな」

			「厳しい？　圧倒的優勢では？」

			「優勢になり過ぎだ。たぶん、こうなる前は、マグドリア軍も多くの反撃を試みた。けれど、父上はそれを事前に察知して潰した。それでマグドリアは防御戦術に切り替えたんだ」

			「それは良いことではありませんか。敵を追い詰めている証拠です」

			　レオナルドは若くして騎士隊長にまで上り詰めた武人だ。

			　槍の扱いに関しては、目を見張る物がある。

			　ただ、戦局を見る目はあまりない。良くも悪くも現場指揮官という感じだ。

			「レオナルド。もしも、一対一の戦いで楽に相手を倒したい場合、どうする？」

			「若君。今は軍同士の話をしていたはずでは？」

			「いいから」

			「そうですね……。相手の隙を突きます。攻撃してくる瞬間や、立ち回りの隙ですね」

			　それが答えだ。

			　楽に倒したい場合は、敵にも動いてもらう必要がある。

			　隙を晒してもらうのが、一番手っ取り早いからだ。

			　だが、マグドリアは守りを固めて、動くことがない。

			「じゃあ、亀のように防御を固めた相手にはどうする？　どうにかして決着をつけないと拙い場合だ」

			「それは……力攻めですね。守りを破らないことには勝利はないので」

			「そうだ。力攻めだ。だけど、力が五分の場合は、それじゃあ中々決着がつかないうえに、双方の消耗も大きくなる。今はそういう状況だ。この場合の消耗は、体力だけじゃない。兵が死に、兵力が損(そん)耗(もう)する。武器が摩耗する。速戦を目指すアルシオンにとっては、望ましくない状況だ」

			　武器が壊れれば、補給しなければならず、体力が尽きれば下がる必要がある。

			　誰かが死ねば、その穴を埋めるために誰かが駆り出される。

			　アルシオンは最初に決められなかった時点で不利になった。

			　別動隊同士の戦いは所詮、戦術レベル。

			　戦略レベルでの目標は、敵本隊の後方を突くこと。

			　それが達成できなければ、何の意味もない。

			「ですが、アルシオンは二万で、マグドリアは一万五千。戦力は互角とは言えません」

			「たしかに互角じゃない。特にマグドリアは最初に受けた攻勢で大分戦力を削られているだろうし、現状の数はもっと少ないだろうな」

			「なら！」

			「だけど、何時間も同じように攻め続けられるわけじゃない。アルシオンは何度も部隊を交代しながら攻めているようだけど、マグドリアもそれは同じだ。それに中央のスペースも限られている。展開できる人数は両軍ともに変わらないんだ」

			　同数でのぶつかり合いは結局のところ、押し合いになって、決着がつきづらい。

			　そこらへんを見越して、マグドリアは密集体形を取っているんだろう。

			　中央が突破できないとなれば、側方から攻めるしかないが。

			「では、側方から攻撃すればよいのでは？　機動力のある騎兵なら側方を突けます」

			「それはマグドリアもわかってる。だから、横への備えは十分している。騎兵は入ったが最後、本陣にたどり着く前に潰されるだろうさ」

			　マグドリアの側方は一見、隙があるように見えるが、本陣に向かっていくとどんどん防御の厚みが増している。

			　あれはわざとそういう配置にしているんだろう。

			　膠(こう)着(ちやく)状態を打破するために、アルシオンが騎兵による突撃に頼ることを見抜いているんだ。

			「使徒の入れ知恵か、それとも別動隊の指揮官の対応力なのか……」

			　十中八九、使徒の入れ知恵だろうな。

			　そうじゃなきゃ、前半でやられたことが演技ということになる。

			　だが、マグドリア軍の後方を見る限り、下がってくる兵士は皆、かなり負傷しているし、数も多い。

			　演技にしては被害がでか過ぎる。

			　おそらく、追い詰められたときの方策を授けられてたんだろう。

			「自分がいない戦場でも姿を見せるなんて、厄介な奴だ」

			「誰のことです？」

			「名前も知らない奴のことさ」

			　レオナルドに答えつつ、俺はマグドリア軍を注視する。

			　マグドリア軍の動きから、アルシオンの動きを探るのだ。

			　リカルドならば、騎兵部隊の突撃を複数回に分けるはず。

			　断続的な攻撃で敵の防御を破るのが、今は一番的確だ。

			　だが、そうなると全方位に警戒が生じてしまう。

			　チャンスは最初の攻撃。

			　敵がアルシオンの騎兵隊を罠に嵌めたと確信するときだ。

			　そこを後方から襲撃する。

			　それが唯一、勝利の道だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　マグドリア軍の両端で土煙が上がる。

			　それは騎馬が動いた証だ。

			「若君！」

			「動くな、騒ぐな。まだ早い」

			　まだ騎兵団は突撃していない。

			　今、出て行っても、単なる三方からの同時攻撃だ。

			　それじゃ意味がない。

			　非情なようだけど、左右から出てきた二つの騎兵団が、敵の罠に嵌ってからじゃないと動けない。

			「ですが!?」

			「指示があるまで待機。彼らに敵の注意が集中するまで待て」

			「囮にすると!?　彼らが死にます！」

			「時期を見誤れば、死ぬは兵士だけじゃなくなる。何の罪もない民がマグドリアに支配され、理不尽に晒される。そのために、失敗はできない。わかったなら黙ってろ。俺が号令をかけるまで口を開くな」

			　歯を食いしばり、ブルースピネルの無骨な柄を握りしめる。

			　エルトのような神威ならば、時期を見定める必要なんてない。

			　先頭に立って、突撃すればいい。

			　だが、俺の神威は強化。

			　武器や自分を強化できるが、それだけだ。

			　反動ゆえに上手く使えず、威力を十分に発揮しない。

			　情けない。

			　死にゆく仲間を見ていることしかできないのに。

			　なにが使徒だ。

			　胸に浮かぶ聖(せい)痕(こん)が偽物なのではないかと疑いたくなる。

			「……仕方ないか」

			　俺は使徒としての役割にも向き合わず、戦いを放棄してきた。

			　エルトは幼い頃から戦場にいた。

			　使徒とはそういうものだから。

			　その力に目覚めたときから、使徒は闘争を宿命付けられる。

			　それを放棄し、目を逸らし、逃げてきた俺にエルトのような強力な神威が備わるはずがない。

			　神威が神からの授かりモノだとするなら、神から受けた役目を俺は放棄している。

			　半端な使徒だ。

			「それでも……」

			　呟き、周囲を見渡す。

			　周りには俺について来てくれた人たちがいる。

			　彼らの期待を裏切れない。

			　彼らの信頼を裏切れない。

			　せめて。

			　彼らの命だけは守りたい。

			　アルシオンの騎兵団が徐々にやられ始める。

			　そろそろか。

			　もう彼らは救えない。

			　俺には救えない。

			　けれど、俺の後ろにいる人たちだけは。

			　守らなきゃいけない。

			　どれだけ不安でも。

			　どれだけ怖くても。

			　将とは自信を見せなきゃいけない。

			　将とは虚勢を張らなきゃいけない。

			　エルトのように。

			「そろそろ出る。馬に乗れ」

			「はっ」

			　二百五十人が準備を始める。

			　彼らは疲れている。

			　馬も疲弊している。

			　俺自身も大分参っている。

			　自分で立てた作戦とはいえ、万を超える軍に対してたかが二百五十で突撃するのだ。

			　この中の何人が生き残れるか。

			　ヘムズ平原での地獄を生き残ったのに、彼らはまた死地に来た。

			　俺が連れてきた。

			　その責任は果たさなきゃいけない。

			　自分の馬に跨(またが)る。

			　ヘムズ平原からずっと一緒に逃げてきた馬だ。

			　相棒といってもいい。

			「今回も頼むぞ」

			　馬は答えの代わりに小さな嘶(いなな)きをあげる。

			　それに笑みを浮かべつつ、俺は馬に乗った兵士たちに視線を移す。

			　一目でわかる。

			　覚悟を決めている者たちの目だ。

			　ヘムズ平原の最後。

			　ともに突撃した者たちの目だ。

			「……ついて来てくれてありがとう。敵軍は万を超える。それに対して、こちらは二百五十。馬鹿らしいほどの数の差だ。一人が十人斬っても足りない。それでも行かなきゃいけない」

			　俺は鞘(さや)からブルースピネルを抜き放ち、目標であるマグドリア軍へと馬を向ける。

			　兵士たちに背を向ける形になった俺は、そのまま話を続ける。

			「だが、怖がる必要はない。使徒エルトリーシャ・ロードハイムの笛もある。敵はすぐさま烏合の衆となるだろう。そして……道は俺が切り拓く。ヘムズ平原のときと同じだ。背中の銀十字だけ追って来い！」

			　そう言うと、俺は剣を高く掲げる。

			　すでにマグドリア軍の視線は側方に集中している。

			　後方には誰も注意を払っていない。

			「突撃!!」

			　そのまま剣を振り下ろし、俺は先頭を切って走り出した。
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			　後ろは確認しない。

			　将の役目は前を見ることだ。

			　後ろを振り返ることじゃない。

			　俺は懐に入れておいた幻獣の角笛を取り出す。

			　小さな角笛だ。特別な形でもない。

			　本当にこんな角笛で戦場に響く音が出るのか怪しいけれど。

			「やるしかないか」

			　呟き、角笛を口につけ、大きく息を吹き込んだ。

			　すると、まるで楽器のような澄んだ音が大きく鳴り響く。

			　同時に、マグドリア兵が騒ぎ出す。

			　それは徐々に大きくなり、やがて軍全体へと広がっていく。

			　恐慌状態のマグドリア軍から聞こえてくるのは、どれも聞き覚えのある言葉だった。

			「ば、薔(ば)薇(ら)姫の角笛だ!?」

			「レグルスの使徒が来たのか!?」

			「エルトリーシャ・ロードハイムが来るんだ……!!」

			　よほど恐ろしいのだろう。

			　接近してくる俺たちにいつまでも気付かない。

			　矢による迎撃もなく、俺たちは容易に接近できた。

			　そして。

			「ん？　て、敵しゅ!?」

			　俺は後方にいた敵兵をすれ違い様に斬り捨てた。

			　後方には負傷兵が多くいる。

			　ここの突破はさほど難しくない。

			「目標は敵将！　雑魚に構うな!!」

			　俺たちの突撃で、さらにマグドリア軍は混乱状態に陥った。

		

	
		
			　

			第二十八話　自軍強化

			　

			「進め！　とにかく進め！」

			　敵兵の海の中を俺たちは進んでいく。

			　恐慌状態のマグドリア兵には、俺たちがエルトの軍に見えている。

			　笛の音と掲げる軍旗がそうさせたのだ。

			　だが、それも長続きはしない。

			　進めるときに進まなければ、敵の反撃に遭う。

			「落ち着け！　皆、落ち着け！　あれはレグルスの使徒を装うアルシオンの部隊だ！」

			　声を出す馬上の指揮官。

			　だが、恐慌状態の兵士たちには通じない。

			　焦り、不安、恐怖。

			　負の感情は伝達しやすい。

			　そしてそこから中々抜け出せない。

			　だが、絶対に抜け出せないわけじゃない。

			　流れは必ず変わる。

			　俺たちの足が止まり、向こうに落ち着く余裕が生まれれば、兵士は冷静になってしまう。

			　だから。

			「くっ！」

			　俺は声を出し、落ち着くように命じている指揮官に剣を振るう。

			　指揮官は持っていた槍で俺の剣を払う。

			　中々できる。

			　けれど、こんなところで時間をかけるわけにはいかない。

			「武器強化(アームズ・ブースト)……十倍(デケム)」

			　五十倍まで耐えられるブルースピネルにとっては、十倍くらいなら大した負担にもならない。

			　刀身を包む青い光が輝きを増す。

			　見た目の変化はそのくらいだが、剣としての威力は別物だ。

			　再度、俺は指揮官に剣を振るう。

			　さきほどと同じように指揮官は槍で弾こうとする。

			　しかし。

			「なっ!?」

			　ブルースピネルは槍の刃を切り裂き、指揮官の左腕を斬り飛ばす。

			　そのまま俺は指揮官を素通りする。

			　片腕を斬り飛ばされた以上、抵抗はできないだろう。

			　退くなら退くでいいし、なおも戦線にとどまるなら後方の兵士たちにやられる。

			「レオナルド！」

			「はっ！　ここに！」

			　俺の左後方から声があがる。

			　槍を持ったレオナルドが、馬を走らせ、俺の近くによってくる。

			「軍旗を替える準備を始めろ！」

			「もうですか!?」

			「本陣近くの奴らはもう気付いてる！　正体を明かしたほうが効果的だ！」

			　現在の位置はマグドリア軍の半ばほど。

			　本陣まではまだ距離がある。

			　今は快進撃といえるほど順調だが、ここからはそうもいかない。

			　これ以上、エルトの幻影は持たない。

			　だが、持たないなら持たないでいい。

			　マグドリアにとって、エルトも恐ろしいだろうが。

			「俺自身も恐ろしいはずだからな」

			　目の前に立ちふさがった兵士の胸を突き差し、そのまま横に裂いて、次の兵士を切り伏せる。

			　切れ味が落ちないブルースピネルと、武器強化が成せる技だ。

			　普通の剣じゃこうはいかない。

			「さすがは使徒様からいただいた魔剣ですな」

			　レオナルドが感心したように呟く。

			　武器強化の力も魔剣の力だと思っているようだ。

			　それならそれで好都合だ。

			　不自然だと疑われるよりよほどいい。

			「準備が整いました。いつでも替えられます」

			「よし！　合図があったら替えろ！」

			　軍旗を変えるタイミングは、兵の質が変わった瞬間だ。

			　使徒を騙る偽者になら立ち向かえても、ヘムズ平原の悪夢を引き起こした銀十字には立ち向かえないはずだ。

			　恐怖というのは、そう簡単には消えない。

			「死ねぇ!!」

			　部隊と部隊の間を抜けると、兵の動きが変わる。

			　整然と槍を構えて、俺を迎え撃ってきた。

			　槍の穂先を切り裂き、部隊の中に割り込んだときに、俺は左手を掲げた。

			「旗を掲げろ!!」

			「ははっ!!」

			　後ろで大きな声がして、旗を持っている兵士が、付け替えた軍旗を掲げる。

			　さきほどまでロードハイムの旗だったが、今は青地に銀十字の旗。

			　率いるのは、同じ模様のマントを着た男。

			　それだけ揃えば、あの戦場にいた者は察しがつくだろう。

			　今まで意気揚々と向かってきていた歩兵の腰が引ける。

			　そのまま抵抗すらできず、固まったまま俺に斬られていく。

			　誰かが呟いた。

			「銀十字……」

			　それがキッカケだった。

			　ゆっくりと、だが確実に俺の正体が浸透していく。

			　そして、恐怖に耐えきれなくなった兵士が叫び声をあげた。

			「アルシオンの銀十字だ!!」

			「ヘムズ平原の悪魔だ!!」

			　どっと兵士たちが後ずさり、俺の道を開ける。

			　阻止しなければとわかっていても、足が出ないのだろう。

			「アルシオンの兵士たちよ！　ヘムズ平原を生き残った勇者たちよ!!　ヘムズ平原の屈辱を！　犠牲を！　今ここでぶつけろ！」

			「おおお!!」

			「使徒のいないマグドリアなんて怖くないぜ！」

			「俺たちを止めたきゃ狂戦士を連れて来い!!」

			　後ろから雄たけびが響き、マグドリア兵への攻撃が苛(か)烈(れつ)になる。

			　逃げて楽しかった者などいない。

			　追い詰められて、嬉しかった者などいない。

			　あの屈辱は誰も忘れられない。

			　あの恐怖を誰も忘れられない。

			　狩り出される獣の気分を味わい、逃げることしかできなかった。

			　今、マグドリアにそれらをぶつけなければ、一生心からそれらは拭えない。

			「続け！　アルシオンの兵士たち！　このユウヤ・クロスフォードが諸君らの道を作ろう!!」

			　決死の覚悟での突撃という点でいえば、今もあのときも変わらない。

			　だが、ここには黒騎士団もいなければ、狂戦士が出てくる心配もない。

			　俺たちを阻むのは無数の雑兵。

			　数の暴力だけが俺たちの敵だ。

			「進め！　立ち止まるな！　俺について来い!!」

			　立ち止まれば、飲み込まれる。

			　今は恐怖に飲まれている敵兵も、やがてヘムズ平原での怒りを思い出す。

			　そうなれば不利なのは俺たちだ。

			　そうなる前に決着をつける。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　突撃を開始して、一時間。

			　本陣ももう目前まで迫った。

			　だが、その前に兵士たちが限界に近付いていた。

			「ぐっ！」

			　横から突き出された槍が腕に掠(かす)り、レオナルドが呻きながら、その兵士を突き殺す。

			　しかし、その後から続々と兵士が現れる。

			　本陣近くの兵士は精兵ばかりだ。

			　どいつもこいつもそれなりに武器を使う。

			　一対一なら何の問題もないが、それが四方からやってくるとなれば話は違う。

			　一万の敵兵の中では、俺たちは海に取り残されたボートよりも矮小な存在だった。

			　横から攻撃を仕掛けていたアルシオンの騎兵団の姿はもうない。

			　そのせいでこちらに攻撃が集中している。

			　囲まれた以上、突破しなければいけないのに、俺自身の体力も限界に達しつつあった。

			「くそっ！　しつこい！」

			　まとわりつく虫を払うように剣を振るえば、敵兵の命が一つ散る。

			　だが、また新たな敵兵が現れる。

			　もう後ろのほうの味方はやられ始めている。

			　彼らを守らなきゃいけないのに。

			　近くに見える本陣を落とさなきゃいけないのに。

			　本陣は遠く、味方を守る余裕がない。

			　武器強化も、体への強化にも余裕はある。

			　だが手が足りない。

			　すべてを守るには、俺の二本の手では、一本の剣では足りない。

			「殺せ！　アルシオンの銀十字を殺せ！」

			「拾った命を捨てに来た愚(おろ)か者どもめ！」

			「ヘムズ平原で死んだ者たちと同じところに送ってやれ！」

			　あちこちから飛んでくる罵(ば)詈(り)雑(ぞう)言(ごん)に心がやられそうになる。

			　自分を奮い立たせ、剣を振るい、声を上げる。

			　だが、味方を鼓舞する声が届かない。

			　一万人が俺たちの死を願い、声を発しているからだ。

			　これじゃ、ヘムズ平原のときと変わらない。

			　あのときも死なせ、今も死なせている。

			　世界のどこかで散る命に興味はないけれど、せめて、関わった者たちの命は守りたいと思っているのに。

			　自分の手の中にある命だけは取りこぼさないようにと思っているのに。

			　俺の手は小さく、命が次々と零れ落ちていく。

			「若君！　あなたと戦えて光栄でした!!」

			　一人の兵士が腹を刺されながら、敵兵を数人道づれにして、落馬する。

			　崩れ落ちるその顔は満足そうに笑っていた。

			　その笑顔が憎たらしかった。

			　その笑顔を見るべき人たちがいるはずなのに。

			　なぜ、俺なんかに見せるのか。

			「死ぬな！　生きろ！　戦え！　生きるために戦え!!」

			　声を張り上げる。

			　一体、何人に届いているのか。

			　気持ちすら届かない。

			　敵兵に遮られる。

			　膨らむのは無力感と、そんな自分への怒り。

			「ちくしょう……!!」

			　背伸びをした結果がこれか。

			　エルトと約束したのに。

			　クラック砦(とりで)で会おう、と。

			　それなのに、こんな何てこともない奴らに足止めをされている。

			　黒騎士団の団長でも、狂戦士でも、使徒でもない。

			　エルトならば歯牙にもかけない奴らに俺は捕まっている。

			　使徒エルトリーシャ・ロードハイムが友と呼んでくれた俺が！

			　数の暴力にやられている！

			　そんなことが許されていいはずがない。

			　いつでも堂々としているエルトの友人として、胸を張れる友人でなければいけない。

			　少なくとも、こんなところでやられる奴をエルトが友と呼んだなんて、事実を作るわけにはいかない。

			「調子に乗るな！」

			　向かってきた敵兵を切り伏せ、返す刀で逆方向の敵の顔を切り裂く。

			　無様な悲鳴を上げる敵兵を無視して俺は本陣を見つめる。

			　距離はそこまでじゃない。

			　勢いに乗れれば、必ずたどり着き、敵将を討てる。

			　勢いが必要だ。

			　キッカケが必要だ。

			　今、必要なのは策じゃない。単純な力攻めを打ち破るための力だ。

			　エルトの神威のように。

			　絶対的な何かが必要だ。

			　狂戦士のような勢いが必要だ。

			　あの爆発力が必要だ。

			　今は。

			「強い軍が必要だ……！」

			　弱いなら、足りないなら。

			　強化すればいい。

			　そういう神威なのだから。

			　マグドリアの使徒ができて、エルトができて。

			　俺にできないわけがない。

			　戦から目を背け、神威の向上を怠ったからできていないのなら、今、目覚めればいい。

			　今、試せばいい。

			　使徒は総じて優秀な将軍であり、単騎で数千の兵を倒せる猛者(もさ)だ。

			　神威にはそれだけの力がある。

			　俺も反動を考慮せず、自分に強化を重ねがけすれば、それに似たことができるだろう。

			　だが、それだけなら使徒はそこまで恐れられない。

			　万の軍を用意すればいいだけのことだからだ。

			　使徒が恐れられるのは。

			　神威の力が使徒の味方にまで効果を及ぼすからだ。

			　使徒に率いられた軍は、どれだけ弱小の軍でも一騎当千の猛者(もさ)揃いになる。

			「アルシオンの兵士たちよ……。俺の戦友たちよ！　背中の銀十字を見ろ！　これがお前たちに力をくれる！　思い出せ！　ヘムズ平原での突撃を！　あのときのお前たちはもっと強かった!!」

			　あのときだって万の軍に突撃した。

			　ボロボロの兵士ばかりだった。

			　それでも狂戦士のように戦えたのは、おそらく俺が無意識に彼らを強化したからだ。

			　なら、今もできるはず。

			　俺の味方に、俺の銀十字を追う者たちに。

			「自軍強化(アーミーブースト)……!!」

			　俺の軍に強化の力を。

			　そのまま俺は走り出す。

			　馬に強化を掛け、無理やり突破を図る。

			　目指すのは本陣。

			　そこに陣取る敵将だ。

			「若君に続け!!」

			「行くぞぉ!!」

			　後ろから声が上がる。

			　その声は覇(は)気(き)に満ち溢れ、さきほどまでの劣勢を感じさせない。

			　すぐに俺の横にレオナルドが並ぶ。

			　その槍さばきは見事であり、その威力は敵の体に風穴を開けるほどだ。

			「若君!!　お下がりを！　今なら私でも先頭が務まります！」

			「ぬかせ！　だが、そう思うなら抜いてみろ！」

			「それでは！　はっ!!」

			　レオナルドが俺の隣に並び、槍を振るっていく。

			　やがて、続々と俺の横に兵士たちが並んでいく。

			　包囲陣を敷いていたマグドリア兵はどんどん命なき骸へと変えられていく。

			　僅かな間に、俺たちの周囲に夥しい数の死体が積みあがり、大地が血で真っ赤に染まる。

			　兵士たちの個々の武勇で包囲を食い破ったのだ。

			「行くぞ！　狙うは敵将、ただ一人!!」

			　本陣の兵までたどり着いたとき、俺は声を張り上げた。

			　すでに俺の檄(げき)を妨げるマグドリア兵の声はない。

			　代わりに響くのは、アルシオン兵の気迫の声と、マグドリア兵の悲痛な叫びだ。

			　さきほどまでの優勢が一気にひっくり返ったことが信じられないのか、本陣の兵は茫(ぼう)然(ぜん)としている。

			　その表情には見覚えがある。

			　初めて狂戦士を見たときの俺たちの表情だ。

			　似て非なる者だが、見る者には同じようにしか映らないだろう。

			「くっ！　アルシオンの銀十字!!　ヘムズ平原で死んだ弟の仇!!」

			　馬に乗った兵士が斧を持って迫ってくる。

			　あれだけ巨大な斧だと、槍のように斬るというわけにはいかないだろう。

			　だから。

			「武器強化……三十倍(トリーギンター)」

			　一気にブルースピネルの強化を倍加させ、その斧へ目がけて剣を振る。

			　こいつに時間をかけて、敵将に逃げられるわけにはいかない。

			「馬鹿め！　剣で斧に勝てるか!!」

			「邪魔だ！」

			　斧と剣がぶつかり合う。

			　いや、正確には斧に剣が入り込む。

			　そのまま剣は止まらず、分厚い斧を切り裂き、馬上の兵士の胴も両断する。

			　

			　まるで野菜か何かを斬ったかのような感触だ。

			　切れ味だけでなく、余波が生まれ、前方にいた敵兵たちは吹き飛んでいる。

			　さすがに魔剣にしてもおかしい威力だ。

			「今は誰も気にしないか」

			　味方は本陣の敵兵を仕留めるのに忙しい。

			　もう本陣にいた兵士たちは半数近くやられている。

			　この分じゃ、もう持たないだろう。

			　そう判断して、さらに奥に馬を進める。

			「……お前が敵将か？」

			「いかにも」

			　敵将は壮年の男だった。

			　灰色の鎧(よろい)に身を固め、上等なマントを羽織っている。

			　その周りには決死の表情の兵士たちがいる。

			　だが、敵将はその兵士たちを下げ、剣を持って馬を前に進める。

			「アルシオンの銀十字……ヘムズ平原の悪魔……本当に悪魔のような小僧だ」

			「褒(ほ)め言葉と受け取っておこう。言い残すことはあるか？」

			「ふん！　覚えておけ。勝つのはマグドリアだ！　我らの使徒が貴様も貴様の兵士たちも殺す！　あの世で先に待っているぞ!!」

			　そう言って敵将は馬を真っすぐ走らせてくる。

			　それに応じて、俺も真っすぐ馬を走らせる。

			　馬と馬がぶつかり合う瞬間、俺の馬は横に跳躍する。

			　それは馬というよりはカモシカに近い動きだった。

			　信じられないモノを見るような目で、敵将は俺の動きを追ってくる。

			　空中で俺は腕を引く。

			　何をする気か察したのか、敵将は顔を歪ませて呟いた。

			「化け物め……！」

			「初めて言われたよ」

			　着地と同時に首を貫く。

			　三十倍に強化されたブルースピネルの突きは、敵将の首を刎(は)ね飛ばし、後ろにあった天幕を崩壊させる。

			　一瞬、静寂が走る。

			　敵将の近くにいた兵士たちは、恐怖で顔を引きつらせ、武器を落とす者もいる。

			　一押しすれば、マグドリア兵全体がそうなるだろう。

			「敵将！　ユウヤ・クロスフォードが討ち取った!!　まもなくレグルスの使徒、エルトリーシャ・ロードハイムもやってくる！　臆した者は逃げるがいい！　臆さぬ者は掛かってこい！　だが、その身でヘムズ平原で死した数千の魂(たましい)を受け止める気で来い！　我らは容赦はしない!!」

			　剣を掲げ、周囲の兵士たちに伝える。

			　将軍が討ち死にしたという報は全軍に走るだろう。

			　立て直すにしろ、逃げるにしろ。

			　俺たちを含めたアルシオン兵から離れる必要がある。

			　この戦、俺たちの勝ちだ。

			　そう思ったとき、アルシオン軍から大きな歓声が聞こえてくる。

			　向こうにも伝わったか。

			「俺たちも……勝ち鬨だ!!」

			　剣を大きく掲げ、上空へ吠える。

			　それにつられて、アルシオンの兵士たちも吠え始めた。

			　それがマグドリア兵には獣の遠吠えにでも見えたのだろう。

			　恐怖でさらに顔を引きつらせ、彼らは武器を捨てて逃げ出した。

			　これでエルトとの約束は果たした。

			　エルトが援軍として来てくれる。

			　そう思うと大きな安心感が心の中に広がった。

		

	
		
			　

			第二十九話　勝利の後

			　

			　逃げるマグドリア兵は大量だ。

			　今、ぶつかって来られたら俺たちはその波に襲われて太刀打ちできないだろう。

			　けれど、誰も向かってこない。

			　川の中にある岩のように。

			　マグドリア兵は俺たちを避けていく。

			　そして俺たちの視界が開ける。

			　見えるのは無数の死体と血に染まった大地。

			　そして勝利に沸くアルシオン軍だ。

			　ゆっくりと周囲を見渡す。

			　ともに突撃した兵士たちに無事な者はいない。

			　今は大きな声をあげているが、それは勝利がそうさせているだけだ。

			「レオナルド」

			「はっ」

			「何人残った？」

			「……およそ百五十といったところかと」

			　詳しい数はわからないか。

			　それでも百人は死んだ。

			　いや、一万以上の軍に飛び込んで、百五十人も生き残ったというべきか。

			　驚異的だ。

			　それでも悔やまれる。

			　追い詰められるまで、エルトたちのように全体に神威を使うことができなかった。

			　最初からあれができていれば、もっと楽に勝てた。死なずに済んだ者たちがいた。

			「若君。悔やまれますな。彼らは喜んであなたについて行ったのです。もちろん、私もです。ヘムズ平原で救っていただいたこの命、あなたのために使うと、皆が決めたのです」

			「……俺が救った命を俺が散らした……」

			　できたのにやらなかったわけじゃない。

			　本当に追い詰められるまで、できる気がしなかった。だから試さなかった。

			　気持ちの問題と言われたらそこまでだけど。

			　神威に関してはこの感覚が大事だ。

			　馬への強化も武器強化も、できると思った瞬間があった。

			　思えば、どっちも結構やばい状況で使えるようになった。

			　馬への強化は、馬が転倒しかけ、俺も巻き添えを食らいそうになったとき。

			　武器強化は、森でリカルドたちとはぐれ、一人で猛獣と戦う羽目になったとき。

			「使徒は必ず一度死にかけている、か……」

			　神威の発現が死からの生還なら、神威の成長は死の淵に立たされることなのかもしれない。

			　もっと違う言い方をすれば、死に抵抗することが唯一の成長の方法かもしれない。

			　そう思えば、戦場に立たない俺の神威と戦場に立ち続けたエルトの神威で、差が出るのも納得できる。

			　もっとも、それだけだとヘムズ平原で俺の神威が成長しなかった理由がわからないけれど。

			「いや、簡単か……」

			　ヘムズ平原と今の違いは明白だ。

			　どちらも死にかけたが、あのときは逃げるという選択肢がずっと頭の中にあった。

			　本当の意味で追い詰められてはいない。

			　今回は本当に退路がなかった。

			　四方は敵兵だらけで、敵将を倒さなければエルトの援軍もない。

			　逃げるという選択肢は最初からなかった。

			「嫌な能力だ……」

			　呟き、俺は馬をアルシオン軍のほうへと進ませる。

			　訓練のときに強化を使っても、成長した感覚は一度だってなかった。

			　だから、成長させるには命の危機に追い詰められ、その逆境を跳ね返す必要がある。

			　だから神威の成長を望むなら、進んで死地に進む必要がある。

			　自分の限界を超えるような戦いをし続ける必要がある。

			「血で血を洗うような戦いをし続けろとでも言うのか……？」

			　空を見上げると、もう日は傾いている。

			　その空の向こうには何もない。

			　天上にいるという神の姿も、神が住まう楽園も見当たらない。

			　だが、使徒を生み出すのは神だと言われている。

			　だから使徒は神の代理人、神の御子と呼ばれることがある。

			　狂信的な崇拝を受けるのも珍しくない。

			　その実態が能力を成長させるために、命がけの状況を突破し続けなければいけないとは。

			　なにが神の御子だ。

			　神が授けたにしては優しくない。

			　死にかけて、逆境を乗り越えるたびに強くなるなんて、どこの戦闘民族だよ。

			「くそっ……」

			　血の匂いが鼻につく。

			　そんなに手傷は負ってないが、掠(かす)り傷は無数にあるうえに、返り血で真っ赤だ。

			　けれど、死んではいない。

			　仲間も百五十人も生きている。

			　それも神威の力があったからだ。

			　神威の力があったから、守れたモノもある。

			　使いこなせなかったのは、俺の未熟であって、神威がどうこうではない。

			　もっと前に戦場に出る覚悟を決めていれば、俺の神威も成長していただろう。

			　結局は俺の問題だ。

			「はぁ……」

			　ため息を吐き、歓喜に沸くアルシオン軍の本陣を目指す。

			　後ろからはレオナルドたちがついて来ている。

			　俺の存在に気付いた兵士たちが道を開けていく。

			　瞬く間に本陣への道が開かれた。

			　その先にいるのは二人。

			　一人は金髪碧(へき)眼(がん)の青年。

			　第二王子に似ているが、幾分軽そうな容姿をしている。

			　彼が第三王子のエリオットだろう。

			　その斜め後ろに控えるのは、穏やかな笑みを浮かべた中年の男。

			　頼りない風貌だが、その知識と知恵で幾多もの戦場で活躍してきた男。

			　俺の父、リカルド・クロスフォードだ。

			　馬から降りて、エリオットの前に進み出る。

			　後方のレオナルドたちは馬から降りて、その場で膝をついている。

			「殿下に拝(はい)謁(えつ)いたします。ユウヤ・クロスフォード以下、二百五十名。援軍に参上しました。大事な戦に遅れたこと、お許しください」

			「何を言う……。よく生きていてくれた。正直、生き残りは数人だろうと思っていた。こんなにも生きていてくれて……それにあの突撃。見事だった。アルシオンは皆に救われた。王家を代表して感謝する」

			　そう言ってエリオットは俺たちに向かって頭を下げた。

			　兵士たちがどよめく。

			　第三王子とはいえ、王族が頭を下げることなど滅多にないからだ。

			　それだけで感謝の意は伝わる。

			　この人は兄とは違うようだな。

			　感謝を伝えられるだけ、エリオットのほうが立派だ。

			「窮(きゆう)地(ち)のところをレグルスの使徒、エルトリーシャ・ロードハイム殿に救っていただきました。彼女の領地にあと百五十人ほど生き残りがいます。怪我が重いため、置いてきましたが、彼らが帰還した際にもお言葉をかけていただけないでしょうか」

			「もちろんだ。言葉などとは言わず、しっかりと褒(ほう)美(び)を取らす。ロードハイム公への感謝も忘れん。よく来てくれた。正直、今日中の決着は無理かと思っていたのだ」

			「そのことでお話が。軍議を開いていただけないでしょうか？　クラック砦(とりで)での決戦に関わることです」

			「……わかった。だが、その前に休んでくれ。皆もだ。今日はよく戦ってくれた！　まずは傷の手当をせよ！」

			　そう言ってエリオットは医官たちを後方から呼び寄せる。

			　それで謁(えつ)見(けん)ムードは消え去り、兵士たちはその場で座り込み始めた。

			　緊張の糸が切れたんだろう。

			　後ろを見れば、レオナルドたちも深く呼吸しながら、疲れた顔をしている。

			　強行軍でここまで来て、無茶な突撃をしたあげく、短時間とはいえ強化を使い、かなり暴れたんだ。体への負担と体力の消耗は相当だろう。

			　彼らから目を離すと、リカルドが歩み寄ってきた。

			　立ち上がり、どんな顔をしていいかわからず、曖(あい)昧(まい)に笑う。

			「……よく帰ったね」

			「遅くなってすみません」

			「そうだね。ちょっと遅いから心配したよ」

			「……申し訳ありません」

			　俺の謝罪にリカルドは笑みを深めた。

			　そして、視線を横へと移す。

			「謝罪は僕じゃない人にしたほうがいい。僕は正直、君がレグルスにいるだろうことは予測していたからね」

			　リカルドの視線を追って横を見ると、そこには息を切らしたセラがいた。

			「……セラ」

			「……ユウヤ」

			　フラフラとセラはおぼつかない足取りで歩み寄ってくる。

			　まさか戦場に来てるなんて。

			　いくら人手が足りないからといって。

			「父上……」

			「本人が望んだんだ。僕も一応止めた」

			　言い訳だ。

			　なにせこっちを見ていない。

			　本当に一応、止めただけだろう。

			　まったく。

			「……帰ってくるのが遅い」

			「……すまない。本当に」

			　弁明のしようもない。

			　帰ると言いながら、兵士たちと戻らなかった。

			　どれほど心配をかけたか。

			「……お土産は？」

			「あー……そういえばそんな約束もしたな」

			「……嘘つき」

			　セラが頬を膨らませる。

			　しまったなぁ。

			　なにか用意しとけばよかった。

			　せっかく異国にいたというのに、なにも持ってきてない。

			　本くらい持ってこれただろうに。

			　そんな後悔をしていると、セラが俺の頬に両手を当ててきた。

			　見れば、目に涙が浮かんでいる。

			　今にも溢れそうだ。

			「でも……生きてたから許してあげる」

			「ありがとう……」

			「……お帰りなさい。ユウヤ」

			「ただいま。セラ」

			　血がつくと言おうとしたが、その前にセラが抱きついてくる。

			　しばらくするとすすり泣く声が聞こえてきた。

			　ゆっくりと髪に手をやり、撫でる。

			　その感触は一月前と変わらない。

			　なんだか、とても帰ってきたという感じがする。

			　しばらくセラの髪を撫でていると、泣き声が聞こえなくなった。

			　見れば、規則正しい寝息を立てている。

			「ずっと僕に付き合わせていたからね。疲れたんだと思うよ」

			「父上……」

			「父親として強制はしてないよ。セラが望んだことだよ。まずはマグドリアを退けないと、君を探せないからね」

			「はぁ……結局、俺のせいですか」

			　言いながら、俺はセラを抱える。

			　驚くほど軽い。

			　こんな軽い体で戦場に来るなんて。

			「困った妹だ」

			「まったくだね」

			「父上も困った父親です。母上に知れたら怒られますよ？」

			「うーん、まぁメリッサならわかってくれるよ。夫婦だからね」

			　はいはい、そうですか。

			　呆れのため息を吐き、俺は視線でどこに連れて行けばいいか訊ねる。

			　俺の視線の意味を察したリカルドは、こっちだよ、と言って歩き出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　セラを天幕で寝かしたあと、俺は返り血を流し、着替えを済ました。

			　そしてリカルドについて行って、エリオットの天幕へ来ていた。

			　エリオットの天幕には幾人かの将と、補佐役と思われる貴族、そして三人の女性が用意されていた椅子に座っていた。

			　二人には見覚えがある。

			　アリシアとオーウェル侯爵家のフェルト・オーウェルだ。

			　しかし、最後の一人には見覚えがない。

			　髪色はアクアマリン。

			　軽くウェーブのかかった髪だ。

			　知的な美(び)貌(ぼう)というべきだろうか。

			　大人っぽい美人だ。

			　その目は深い青色で、落ち着いた雰囲気を見る者に与える。

			　誰だかわからないが、立ち位置を見れば察しはつく。

			　第三王子とはいえ、エリオットは王族。

			　その女性はエリオットの横に座っている。

			　そして今の王族で、若い王女は一人しかいない。

			「お初にお目にかかります。フィリス殿下」

			「ええ。初めまして。ユウヤ・クロスフォード。でも、初めましてというのもおかしいわね。私はあなたの名前を三年前から知っているのだから」

			　三年前。

			　俺にとって特別な日に関わった女性は三人。

			　エルト、アリシア。

			　そしてお菓子がほしいといった王女だ。

			　そういえば、アリシアが名前を伝えたと言っていたな。

			　まだ覚えていたのか。

			「覚えていていただけたとは、光栄です」

			「美味しいビスケットだったわ。ありがとう。あのときは気の利く少年だと思ったのだけれど、武将としての才能もあるとは驚いたわ」

			　笑みを浮かべてフィリスは告げる。

			　ずいぶん親しげに接してくるものだ。

			　王女だしもうちょっと気位が高いかと思ったけど、アリシアやフェルトよりよほど近しい感じがする。

			「恐縮です」

			「さて、フィリス。そろそろ本題に入っていいか？」

			「すみません、エリオットお兄様。彼とはまた後で話すことにします。いいかしら？」

			「つまらない話しかできませんが、それでよろしければ」

			　フィリスは満足そうに頷く。

			　約束を取り付けるのが上手い人だ。

			　アリシアもそうだが、こういう人は読めない。

			　腹黒というのは言い過ぎかもしれないが、正直者ではないことは確かだ。

			「では本題に入ろう。ユウヤ・クロスフォード。ロードハイム公はなんと言っていた？　我らに救援を出す用意はあるのか？」

			　エリオットは聞きたくて仕方がないと言った様子で、早口で聞いてくる。

			　気持ちはわかる。

			　エルトの援軍があれば、かなり安心できる。

			　今日勝ったとはいえ、敵の使徒は健在だ。

			　エリオットは安心がほしいんだろう。

			「その件ですが、レグルス王に条件付きで許可をいただいたと仰っていました」

			「なに!?　条件とは!?」

			「アルシオンを率いるエリオット王子が王族としての器を示し、私がアルシオンの武威を示すこと。そして敵別動隊を一日で倒すことでございます」

			「……オレが王族の器を見せる？　待て待て。聞いていないぞ！」

			　エリオットが慌てて俺を見たあと、リカルドに視線を移す。

			　だが、リカルドは穏やかな笑みを浮かべながら、落ち着くようにエリオットを諭す。

			「ご安心を。殿下は器を示しました。速戦を決意され、敵軍を一日で敗走させました。私が思いますに、レグルス王はアルシオンが助けるに足る国か見極めたかったのでしょう。今は乱世。強い同盟国が何よりほしいとレグルスは願っています。ですから、軍事に強い王子と、新たな武威を示す人材があるならば助ける。そして、我らはどちらも達成しております」

			　その通りだ。

			　そもそも別動隊を一日で倒すなんて、博打もいいところだ。

			　しかし、それしか勝機はなかった。

			　それを正確に見抜けるかどうか、まずレグルス王はそれを見た。

			　そして、敵将を突破する武勇。

			　前線で戦う指揮官としての素質。

			　それを俺に示せといった。敵将も討ったし、敵も敗走した。

			　問題はない。

			　ただし。

			「はい。父上の言う通り、我らは条件を突破しました。しかし、マグドリアはヘムズ平原に一万を集め、レグルスの国境を脅かしました。確認はしておりませんが、我らの後を追っていたロードハイム公はそちらの対処に向かわれたかと」

			「なに!?　ヘムズ平原からクラック砦(とりで)は軍で移動するとなれば五日はかかる！　間に合わないぞ!?」

			「ですから、ロードハイム公の援軍は定かではありません。来ることは来るかと思いますが……間に合うかどうか」

			　そう俺が告げると、皆が押し黙る。

			　エリオットたちにしてみれば、ぬか喜びといったところだ。

			　だが、もともとは援軍なしで戦う予定だったのだ。

			　来ないはずの援軍が、来るかもしれないに変わっただけありがたい話だろう。

			「では、急ぎ出発しましょう。ロードハイム公の軍がどう動くにせよ、クラック砦(とりで)には援軍が必要です。待つわけにはいきません。ここからなら一日もあれば、敵本隊の後ろを突けるでしょう」

			「ああ……そうだな。そうしよう。では、全員、移動に掛かれ。負傷兵は置いていくゆえ、無理はさせるな」

			　そうエリオットが指示を出すと、集まっていた将や貴族が立ち上がって礼をした。

		

	
		
			　

			第三十話　アリシアとフェルト

			　

			　移動準備は慌ただしい。

			　指揮官たちはクラック砦(とりで)まで連れて行く兵を選び、選ばれた兵は移動の準備を始める。

			　傷を負い、すぐには動けない兵士たちは悔しそうな顔に微かな安堵の色を浮かべつつ、準備をしている兵を見ている。

			　そんな光景を見ていると、横から頬を突かれた。

			「……なんだよ？」

			「なんだよじゃないわよ。私への挨拶は？」

			　俺の頬を突いた犯人、アリシアは目を細めて挨拶を求めてくる。

			　たしかに、挨拶してないな。

			　セラの相手をした後は着替えをして、すぐに軍議だった。

			　暇がなかったのだ。

			「そう言えば忘れてた。久しぶりだな。アリシア」

			「忘れてた……？　あんたね!!」

			「悪い、悪い。バタバタしてたからさ。生きてて良かったよ」

			　撤退に成功しただろうな、とは思っていたけれど、アリシアは完全に安全な場所にいたわけじゃない。

			　万が一があったかもしれないと考えていた。

			　だから、こうしていつもと変わらない様子を見ると安心できる。

			　まぁ、絶対にいるとは思っていたけど。

			「このっ！　それは私の台詞よ！　馬鹿！　どれだけ行方不明だったと思ってるの!?　一カ月よ！　一カ月！　皆、あんたが死んだと思ってたわ！」

			「でも、アリシアは俺が生きてると思ってたんだろ？」

			　死んだと思っていたなら、この反応はあり得ない。

			　生きているか、死んでいるか。

			　半々くらいに思っていたんだろう。

			　そうでなきゃ、こんな風に言い合えるわけがない。

			「っ……信じてたわよ……！　当たり前じゃない！　死んでなんていたら承知しないわよ！　でも、でも……」

			「悪かった。心配をかけたな。こうして無事だから安心しろ」

			「……心配なんてしてなかったわよ！　諦めが悪いあんたのことだから、どっかで人様に迷惑をかけて生きてるって思ってたわ！」

			「正確な分析だな。さすがは腐れ縁なだけはある」

			　俺がそう言うと、アリシアは俺をキッと睨(にら)み、背を向けた。

			　怒っているように見えるが、こういうときのアリシアはそんなに怒ってない。

			　ただ、感情表現に困っているだけだ。

			「そういえば、俺の兵士たちはしっかり領内に戻れたか？」

			「……何人か怪我したけど、全員戻ったわ。けど、この戦に参戦してるわよ。そのうち、来るんじゃないかしら？」

			「そうか。無事だったか。ありがとう、アリシア」

			「な、なんで礼を言われなきゃいけないのよ!?」

			　振り向き、アリシアがこちらに顔を向ける。

			　パタパタと手を振って慌ててるあたり、本当に予想外な言葉だったらしい。

			　けど、俺には当たり前な言葉だ。

			「だって、お前が面倒を見てくれたんだろ？　侯爵は敗残兵の収拾で忙しかったはずだし、お前が気を使ってくれなきゃ、指揮官のいない部隊なんて碌(ろく)な扱いを受けないはずだ」

			　いくら侯爵の縁者の部隊とはいえ、その縁者はいなかった。

			　撤退時のトラブルは、下手をすれば戦よりも酷い場合がある。

			　敗戦のショックが抜けないまま、疲弊し、痛む体を引きずり、領地に戻るのだ。

			　後ろから敵が来るのでは、と怯え、そこから来る不安から少ない兵糧の取り合いが始まる。

			　同士討ちで全滅した軍だって存在するくらいだ。

			　かなりキツイ状況だったのは聞くまでもない。

			　そんな中で、クロスフォードの兵が無事だったのは誰かが気を使ってくれたからだ。

			　彼らをまとめてくれたからだ。

			　侯爵にそこまで余裕があるわけがない。

			　なら、アリシア以外あり得ない。

			「侯爵の兵も大勢死んだはずだ。初めての戦が負け戦で、やばい撤退の気分はよくわかる。そんな中でもお前は俺の兵に配慮してくれた。礼以外に何も言えないさ」

			「っ……！」

			　アリシアが黙り込んで、俯く。

			　肩を震わせている様子は、普通じゃない。

			　心配になって覗き込むと、アリシアの目には涙が溜まっていた。

			「え？　あ、おい……」

			「やめてよ……。そんな言い方しないでよ……。ユウヤのほうが何倍も辛かったはずでしょ……？」

			「いや、まぁ、辛かったけどさ……そっちも辛かったことは事実だろ？」

			「だからやめてよ！　私は……ユウヤが必死で戦ってるときに逃げてたの！　辛かっただろ、とか、お礼を言われるような女じゃない！」

			　頭を振って、アリシアは顔を上げた。

			　その目は微かに充血しており、涙はもう溢れんばかりに目に溜まっている。
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			「アリシア……」

			「私は……逃げたの……」

			　アリシアはプライドが高い。

			　敵を目の前にして、撤退は相当大きなダメージだったはず。

			　そして、自分が逃げているときに俺は戦っていた。

			　それが心に影を落としている。

			　悔やんでも悔やみきれない。

			　そんな思いが表情から、涙から伝わってくる。

			「でも……ここにいる。もう一度、戦ってるだろ？　ほぼ確信してた。絶対にいるって。アリシアはそういう奴だから。負けっぱなしじゃ終わらない。だからここにいる。そうだろ？」

			「それは……」

			「俺もここにいる。俺も負けっぱなしじゃいられないから。あの日、俺とアリシアの行動は違ったかもしれない。でも、ここにいる。あの日、あのとき、俺も、アリシアも、多くの命を守るために行動した。その結果が今だ。あのときの行動なんて些(さ)細(さい)な問題だ。俺たちはそれぞれできることをやった」

			　アリシアにはブライトフェルン侯爵の跡取りという立場があった。

			　多くの兵に指示を出し、侯爵を補佐しなければいけなかった。

			　本人は逃げたと思っているようだけど、役割を果たしただけだ。

			　逆の立場なら、俺も迅速な撤退のために指示を出し続けたはずだ。

			「それとも手を抜いたか？　できることをやらなかったか？」

			「っ！　馬鹿にしないで！　やれることは全部やったわよ！　私とお爺様が頑張ったから、今もアルシオンは戦力を保っていられるんだから！」

			「なら、いいじゃないか。お前は後方指揮官で、俺は前線指揮官だった。そこで最善を尽くしたから今がある。だから、今日の勝利は俺たちの手柄だろ？　気にするなよ。お前が後ろにいたから、俺は安心して戦えた」

			「っ……！」

			　せき止められていた涙が一気に溢れだした。

			　頬を涙が伝い、アリシアは手で何度も拭うが、涙は一向に収まらない。

			「……ユウヤが私を泣かしたってリカルドおじ様にいいつけてやる……」

			「おいおい……」

			　呆れながら、俺は苦笑する。

			　アリシアが泣いているのを見るのは、これが二度目だ。

			　一度目はアリシアの父親が亡くなったとき。

			　アークレイムとの小競り合いだった。

			　ほとんど死者は出なかったが、アリシアの父は敵の矢に射貫かれて死んだ。

			　そしてアリシアは葬儀中は気丈に振る舞い、親族だけになったらようやく涙を流した。

			　それはもう号泣だった。

			　あれほど対処に困ったのは前世を含めても、そうはない。

			　そして今もどうしようかと思っていると、アリシアが俺の腕を掴んで、引っ張った。

			「おわぁ！」

			　アリシアに引っ張られ、一歩踏み出す。

			　するとアリシアは俺の胸に顔を押し付けた。

			　そして、俺の体に隠れるようにして、体を小さくした。

			「知らない人に泣き顔見られるなんて嫌……」

			「ならこんなところで泣くなよ……」

			「泣かしたくせに……」

			　軽口には応じるが、一向に泣き止む気配はない。

			　周囲にはあまり人はいないが、このままじゃ本当に誰かに見られてしまう。

			　アリシアの心情もそうだが、俺としても変な噂は困る。

			　今の状況は、泣いてるアリシアを胸の中に引き込んでいるように見えなくもない。

			「せめて天幕に行こう。本当に情けない顔を見られるぞ？」

			「……止まらないんだから仕方ないじゃない……馬鹿」

			「どうして俺が罵倒されなきゃならんのだ……」

			「罵倒で済んでるんだから……いいほうよ。ユウヤじゃなかったら、魔法で焼却してるんだから」

			　怖い言葉を発しているんだけど、小さくなって泣いている姿を見ていると、ちっとも怖くない。

			　涙が止まらず、俺の胸に額を押し付ける姿は、年相応の少女のものだ。

			「はぁ……できるだけ早く泣き止めよ。それまでは胸を貸しておいてやるから」

			「……酷い胸。硬いし、汗臭いし、薄いし」

			「はいはい。悪かったな」

			「……ユウヤ」

			「どうした？」

			「……おかえり。生きててよかった」

			「ようやくかよ。ただいま、アリシアも生きててよかった」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ようやくアリシアが泣き止み、移動しようとしたとき。

			　彼女は唐突にやってきた。

			「お帰りなさいませ！　ユウヤ様！」

			　目が回りそうな縦ロール。

			　戦場なのに豪奢なドレス。

			　相変わらずブレない人だと思いつつ、俺はやけに好意的というか、馴れ馴れしい態度に一歩退く。

			「えっと……ただいま帰りました。フェルト・オーウェルさん……」

			　記憶が正しければ、まともに喋ったことはない。

			　喋っていたのはいつだってアリシアだったはず。

			「そんな！　さん付けなんて、他人行儀ですわ！　どうぞ、遠慮なさらずフェルトと呼んでくださいませ」

			「……」

			　なんだろう。

			　この感じ。

			　美人が顔を赤らめて、名前で呼んでほしいと言っているのに、なんだか喜べない。

			　なんでかわからないけど、目の前のフェルトが肉食獣とか狩人とか、こう、狩る側に見えて仕方がない。

			「おい、アリシア！　なんだ、この人!?」

			「あんたがヘムズ平原で助けるからこうなっちゃったのよ！」

			　小声でアリシアに問いただすと、そう答えが返ってきた。

			　ああ、たしかに。

			　ヘムズ平原で助けたな。

			　今の今まで忘れてたけど。

			「ヘムズ平原ではお世話になりましたわ。それで、よろしければ、そのお礼を私の天幕で」

			「離れなさい！」

			　俺の腕に胸を押し付けて、隙あらば連れていこうとするフェルトに、アリシアが手刀を放つ。

			　フェルトは俺から離れ、アリシアと睨(にら)みあう。

			　ふくよかな胸が離れたことは少々、残念だけど、その誘惑に負けたら、完全にあっちのペースに飲まれる気がする。

			　気を付けよう。

			　この人は危険だ。

			「お礼は必要ありません」

			「そんな！　いけませんわ！　オーウェル家の娘として、命を救っていただいた礼をしないなど！」

			「ふん！　オーウェル家の娘？　成金らしくお金でも渡すのかしら？」

			「アリシア。少し黙っていていただけるかしら？　私、ユウヤ様と喋っているの」

			　バチバチと二人の視線がぶつかり合う。

			　正直、面倒くさい。

			　大体、今は移動準備のはず。

			　この二人にだって準備はあるだろうに。

			　聞いた話じゃ、王女率いる魔導師部隊に所属しているとか。

			　今回の主力の一つだと言うし、こんなところで油を売っている暇はないだろう。

			「フェルトさん」

			「はい！」

			「本当にお礼は結構です。正直、あのときはアリシアを助けるために狂戦士を討っただけですので」

			「なっ!?」

			　俺の言葉にフェルトは愕然として、一歩、二歩と後ずさる。

			　そんなフェルトを見て、アリシアが勝ち誇ったように胸を張る。

			「あ～ら、残念ね、フェルト。あなたは私のついでだったらしいわよ？　まぁ、私のおまけだったとしても気を落とさないで。私とあなたじゃユウヤとの信頼関係は雲泥の差だもの」

			「まぁ、ついでって言えば、アリシアもついでだけどな。俺の目的は侯爵への伝令だったし。あの場が落ち着かないとおちおち報告もできないから」

			　そう言って、場を収めようとしたのだけど、アリシアは小さく小刻みに肩を震わせ始めた。

			「おーほっほっほっ！　ざまぁありませんわね！　アリシア！　信頼関係があるのについでだなんて、可哀想で涙が出てきてしまいますわ！」

			「このっ！　訂正しなさい！　私を助けに来たと言いなさい!!」

			「いや、嘘を言えるかよ。あのときは、侯爵への援軍のつもりだったから、誰を助けに来たといえば、侯爵だ」

			「いいから訂正しなさい!!」

			　今にも魔法を放ちそうなアリシアを見て、俺は本能的に逃走することを選んだ。

			　もう構っていられるか。

			　この二人と関わると昔から碌(ろく)な目に遭わない。

			　こういう場合は、逃げるが勝ちだな。

			「じゃあ、俺は失礼！」

			「あ、こら！　待ちなさい！」

			「ああ！　お待ちになって！」

			　二人が伸ばした手からすり抜け、俺は脱兎のごとく逃げ出した。

		

	
		
			　

			閑話　レクトル・スペンサー

			　

			　クラック砦(とりで)の攻防戦が始まったのは、オルメイア平原での戦いが始まったのとほぼ同時だった。

			　攻撃するのはマグドリア軍二万。

			　砦(とりで)を守るのはアルシオン軍三万。

			　数の差は一万。

			　クラック砦(とりで)も堅牢で、高い壁と多くの投石器で武装されていた。

			　その威容は易々と抜けぬことをマグドリア軍の兵士たちに知らしめていたが、マグドリア軍を率いる使徒、レクトル・スペンサーは鼻で笑っていた。

			「ふん。みすぼらしい砦(とりで)だ。僕の相手があれで務まると思ってるのか？」

			　特徴的なのは青白い肌に鋭く尖った顎。

			　髪はプラチナブロンドで、瞳の色は青。

			　体つきは細く、背は標準。

			　顔立ちは整ってはいるが神経質そうであり、実際、その通りであった。

		

	
		
			[image: p165.jpg]
		

	
		
			「アルシオンを侮(あなど)ってはいけません。レクトル様」

			　そんなレクトルの横に控えるのは、深い色の金髪にアイスブルーの瞳を持つ青年。

			　繊細な美(び)貌(ぼう)を持ち、一つ一つの動作が様になる。

			　身に着けるのは黒き鎧(よろい)。

			　マグドリアが誇る黒騎士団の団長であるラインハルトだ。

			「さすがはアルシオンに出し抜かれたことのある男の言葉は違うな？」

			　レクトルはラインハルトの忠告に一瞬、顔をしかめ、すぐに嘲笑うような笑みを浮かべて言葉を返す。

			　ヘムズ平原でみすみすユウヤを逃がしたことを言っているのだ。

			　そんなレクトルの皮肉にラインハルトは気にせず、言葉を放つ。

			「その通りでございます。出し抜かれた男ゆえ、アルシオンの底力はよく知っています。第二の銀十字が現れるとも限りません。ゆめゆめ、油断なさらぬよう」

			「ちっ！　わかっている！　お前などに言われなくてもな！　僕は使徒だぞ？　神に選ばれた存在だ！」

			「存じております。それゆえ、我らはあなた様に命を預けているのですから」

			「なら、余計な忠告をするな！　大体、お前は僕への忠誠心が足らないんだ！　前線の兵士を見ろ！　僕の言葉に歓喜し、僕が死んで来いと言えば死んで来る！　あれが忠誠だ！」

			　レクトルの言葉にラインハルトは微かに眉を動かす。

			　しかし、レクトルは気付かない。

			　レクトルにとって、自分の言葉は絶対であり、誰かがそれを否定することなどあり得ないと考えているからだ。

			「僕の言葉は神の言葉。僕の行動は神の行動だ。次からは口を慎め！　まったく、陛下もなんでお前なんかを寄越すんだ！」

			　ラインハルトは静かに礼をして、数歩下がる。

			　正々堂々を好み、騎士としての道を外すことなく生きてきたラインハルトにとって、レクトルは許容しがたい存在だった。

			　自分を疑わず、自分以外の他者はすべて見下している。

			　使徒という至尊の地位にいることをよく理解し、その地位が侵されることを何より嫌う。

			　それゆえに、兵士を駒のように扱い、死なせることに何ら罪悪感を抱かない。

			　使徒でなければ。

			　ラインハルトはそう何度も思っていた。

			　だが、レクトルはまぎれもなく使徒であり、使徒が至尊の位にいるのも事実だった。

			　それは血筋などという曖(あい)昧(まい)なモノで証明されているわけではなく、聖(せい)痕(こん)と神威。

			　そして戦の強さで証明されている。

			　レクトルは貴族ではない。

			　出自すらはっきりしない少年だ。

			　レクトルは突如、マグドリアの王宮に現れ、使徒の証である聖(せい)痕(こん)を示したのだ。

			　そしてマグドリアは使徒として受け入れた。

			　それが誤りだったのかどうか。

			　それはラインハルトにはわからない。

			　ただ、レクトルが立てた作戦により、アルシオンは追い詰められているというのは事実であった。

			「アルシオンも馬鹿なことをしたものだよ。使徒もいないのに、僕と戦うなんて。大人しく降参すればいいのに。まったく、僕は使徒の中でも最も優秀だと言うのに」

			　どうして戦ってもいないのに、どの使徒よりも優秀だと言い切れるのか。

			　もはやその自信にラインハルトは感心した。

			　けれども、その自信に足る実力をレクトルは持ち合わせていた。

			「全軍攻撃開始。まずは普通に攻城戦だ。敵を休ませるな。遠距離から絶え間なく矢を放て」

			　的確な攻撃指示を受けて、マグドリア軍が動き始める。

			　攻城戦では騎兵の出番はほとんどないため、ラインハルトは戦場全体を俯瞰する。

			　バリスタや投石器などの遠距離攻城兵器による攻撃から始まって、歩兵たちが弓を構えて、無数の矢を砦(とりで)に浴びせる。

			　しかし、敵からも当然、反撃がある。

			　敵の投石器から放たれる石は、歩兵を蹴散らし、マグドリアの攻城兵器を破壊する。

			　兵の数も差があるため、矢の雨が降る量はマグドリアのほうが多かった。

			　それがしばらく続く。

			　地道だが、確実な手だった。

			　攻撃側ゆえの主導権を上手く使っている。

			　しかし。

			　その程度で終わるならば使徒とは恐れられない。

			　ラインハルトは多くの使徒を知っている。

			　今まで出会った使徒は、敬意を払うに足る者ばかりだった。

			　しかし、レクトルはそんな使徒たちとは一線を画する。

			　優秀かどうかさておき。

			　最も手段を選ばず、残酷であることだけは確かだろうと、ラインハルトは確信していた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜。

			　マグドリア軍は初日の攻撃を切り上げて、陣地へと引き上げていった。

			　クラック砦(とりで)の堅牢さに手を焼いたといった様子だったが、マイセン・ブライトフェルンは違和感を覚えていた。

			「使徒がこの程度で終わるか……？」

			　その呟きは誰にも拾われない。

			　初日を無事に終えたアルシオン軍には、充実した雰囲気が広がっていたからだ。

			　指揮官である貴族たちはさきほど軍議を終え、自分の部屋へと下がっている。

			　マイセンだけが砦(とりで)の最上部にいて、敵軍を観察していた。

			　ゆえに、最初に異変に気付いたのもマイセンだった。

			　辺りは暗闇が支配している。

			　砦(とりで)の中は松明で照らされているが、敵の陣地は遠く、マイセンの目では詳細な様子は見て取れなかった。

			　けれど、マイセンは気付いた。

			　何かが砦(とりで)に向かって走ってくるのを。

			　それはマイセンが見た動く物の中で、最も速かった。

			　かなりの距離があるマグドリア軍の陣地とクラック砦(とりで)をいとも容易く踏破し、

			「ぐわぁ!!」

			　砦(とりで)の守備に当たっていた兵士の頭を刎(は)ね飛ばした。

			　それは一瞬にして、始まりだった。

			　彼らは続々と砦(とりで)へと乗り込んできた。

			　早々に砦(とりで)の守備兵を片づけると、松明を倒し、明かりを奪い始めた。

			　そこでようやくマイセンは声を発することができた。

			「敵襲！　敵襲だ！」

			　その間にも砦(とりで)の守備兵たちは駆逐され、松明は倒されていく。

			　瞬く間に砦(とりで)の前線部分は明かりを失った。

			　そこは暗闇が支配する場所だった。

			　だが、〝彼ら〟には問題のない場所だった。

			　彼らはとても人間に似ているが、人間とは目の構造、鼻の構造が違う。

			　だからこそ、彼らはこう呼ばれる。

			「獣人……！　馬鹿な！　魔族が人に協力するとは!?」

			　マイセンはその事実に戦慄した。

			　魔族とは人間とは少々、違う外見をした亜人種の総称である。

			　羽が生えている者や尻尾がある者など、動物的特徴を持った人間といえるだろう。

			　だが、魔族は人間と敵対関係にある。

			　かつて大陸の各地にいた魔族を、東の島に追いやったのは人だからだ。

			　始まりは些(さ)細(さい)なことだったのかもしれない。

			　何かが切っ掛けとなり、人間たちの間で魔族を毛嫌いする風潮が生まれた。

			　そして、今から四百年から三百年前に、当時、大陸に栄えていた人間の国々が連合し、部族ごとに暮らしていた魔族を攻撃したのだ。

			　多くの種族が人間によって殺され、種として終わらされた。

			　単体として強力な魔族といえど、人間たちの連合軍が相手では多勢に無勢。数の暴力によって、夥しい量の魔族の血が流された。

			　力のある魔族たちは、そうではない魔族を保護しながら逃亡を続け、やがては海を渡り、東にある島へと逃れた。

			　そこで建国されたのが魔族だけの国、ラディウスである。

			　だが、島へ逃れることすらできなかった魔族は、森や山の奥でひっそりと息を殺し、人間たちの弾圧を逃れるしかなかった。

			　長い寿命を持つ魔族は、いまだにそのことを忘れてはおらず、当時から生きている魔族もまだいる。

			　その恨みが原因で、大陸に残った魔族と人間との間ではいまだに小さな諍いや、酷いときには小規模の戦いが起きているのだ。

			　彼らは同族意識の強い種族だ。

			　だからこそ、仲間がやられたことは忘れず、親がやられたことも忘れない。

			　ゆえに、人と魔族は手を取り合わない。

			　それが常識だった。

			　しかし、常識は覆(くつがえ)された。

			　さらにマイセンは驚愕の事実に気付く。

			　獣人たちはかなり連携の取れた動きをしていた。

			　それは魔族の中でもとりわけ、仲間意識の強い獣人にとっては当たり前のことだったが、マイセンが驚いたのはそこではなかった。

			　薄っすらと見える闇の部分で、獣人たちは躍動している。

			　その動きはいくら獣人といえど、あり得ないもので。

			　マイセンには使徒の狂化に掛かっているようにしか思えなかった。

			　だが、彼らは連携している。

			　ヘムズ平原のとき、狂戦士は連携などできなかった。

			　目の前の敵をただ倒すだけの存在だった。

			「獣人は狂化の際にもそれなりに考えて動けるというのかっ!?」

			　それは絶望的な推測であり、しかし、現状を説明できる推測だった。

			　獣人が敵側にいるだけでも絶望的なのに。

			　その獣人が狂化にかけられ、なお連携が取れるほどの知性を保っているなど、もはや冗談だと笑いたくなるような出来事だった。

			　しかし、絶望ばかりもしていられない。

			　砦(とりで)に侵入してきた獣人の数は多くても数百体。

			　三万の兵を動員すればどうとでもなる。

			「態勢を立て直せ！　敵は少数だ！　囲んで討ち取れ！」

			　マイセンは上から声を張り上げ、指示を飛ばす。

			　そろそろ眠りについていた兵士や、貴族たちも起き始めた。

			　ここからだと気合を入れて、マイセンは下へと場所を移した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ふん、必死だな」

			　マグドリア軍の陣地で、レクトルは椅子に座りながらクラック砦(とりで)を眺めていた。

			　獣人による夜襲。

			　それがレクトルの最初の一手だった。

			　人間の狂戦士は理性を無くすため、夜襲のように撤退の判断が必要な作戦にはあまり使えない。

			　しかし、獣人たちはその強靭な精神ゆえか、それとも人間とは体の作り自体が違うせいか、狂化を施してもそれなりに理性を保てていた。

			　それを利用して、彼らに夜襲を仕掛けさせたのだ。

			　他者を狂化させることしかできないレクトルにとって、獣人の存在は戦術の幅を大きく広めてくれた。

			　ただし、レクトルがそれに感謝することはないが。

			「使徒よ。我が狼牙族の悲願。叶えてくれるという約束を違えるなよ？」

			　青い髪に、青い耳と青い尻尾。

			　そして琥珀色の瞳。

			　精悍な顔立ちの男がレクトルにそう釘をさす。

			　男の名前はグレン。

			　狼牙族の族長の息子にして、狼牙族の戦士たちを束ねる戦士長である。

			　そんなグレンの言葉にレクトルは鼻を鳴らす。

			「ちょっと活躍したからといっていい気なものだ。アルシオンを落とせたら、約束通りラディウスに行くといい。大陸は人の物だ。お前たちがいると穢れる」

			「よかろう。約束を守ると言うなら異論はない。ただし、約束を違えれば、貴様の首を四六時中狙うゆえ、忘れるな」

			　そう脅しをかけて、グレンはレクトルから離れていく。

			　レクトルは首を振って、ため息を吐く。

			「これだから野蛮な獣は……」

			「聞こえているぞ？」

			「そうか。それは残念だったな。耳の良さを恨め。それと、あと少ししたら貴様の群れを呼び戻せ。夜襲は断続的に行う」

			「了解した」

			　距離が離れたところにいたグレンに大きめの声で指示を出し、レクトルは面白くなさそうにグレンから視線を外し、クラック砦(とりで)を見る。

			　砦(とりで)からは絶え間なく悲鳴が聞こえており、それだけで中の様子が想像できた。

			　レクトルは酷薄な笑みを浮かべて、足を組み、腕の上に顔を乗せる。

			　すべては計画通りだった。

			　これでアルシオンは夜を眠れず、被害を出しながら朝を迎える。

			「別動隊が突破されようが、どうだっていいさ。僕にかかれば二日で砦(とりで)の戦力を無力化できる。まんまと姿を現した残りのアルシオン軍もめちゃくちゃにしてやる」

			　笑みを深め、レクトルはクラック砦(とりで)から聞こえてくる悲鳴に耳を傾ける。

			　人の絶望した声はレクトルの耳にはとても心地よかった。

			　それを聞いただけでも、胸の中にあったモノがスッとなくなったような気がした。

			　だが。

			「まだだ……。まだ僕が味わった屈辱の半分にも満たない……！　ヘムズ平原での屈辱は、無惨な死で償ってもらうぞ！　アルシオン！」

			　ヘムズ平原での最後の一幕。

			　黒騎士団に阻止されたとはいえ、完全にレクトルは一本取られていた。

			　黒騎士団がいなければ、手傷を負っていたかもしれない。

			　そう思えば思うほど、屈辱が湧き出てくる。

			　神の代理人、神の子を自負するレクトルにとって、認めているのは使徒だけであり、それ以外は王だろうが、英雄だろうが、すべて下等な存在なのだ。

			　その下等な存在に一本取られただけでなく、恐怖を味わわされた。

			　レクトルにはそれが屈辱だった。

			「ユウヤ・クロスフォード……。お前のせいだぞ。お前が悪いんだ。お前の頑張りがアルシオンを苦しめる……。いるなら出て来い……。この手で泣いて詫びるまで拷問し、最も苦しい死に方で殺してやる……!!」

			　怒りを瞳に宿しながら、レクトルはグッと拳を握る。

			　そのとき、狼の遠吠えが響き渡る。

			　グレンの遠吠えだ。

			　狼牙族の意思疎通の方法であり、今は撤退の合図であった。

			「ふぅ……まずは砦(とりで)を攻略するか」

			　気持ちを整理し、レクトルはそう呟いた。

			　その顔には子供のように無邪気で、残酷な笑みが浮かんでいた。

		

	
		
			　

			第三十一話　前夜

			　

			　クラック砦(とりで)まであと少し。

			　最後の休憩中に、俺はクロスフォードの兵士たちに顔を見せに回っていた。

			　オルメイア平原での戦いの後、バタついていて、碌(ろく)に顔を見せることもできなかったからだ。

			　それが終わると、今度はブライトフェルン家の兵士たちだ。

			　彼らの中にも知り合いは大勢いる。

			　そんな感じで、休憩中だというのに、まったく休憩できないまま、俺は軍内を歩き回っていた。

			　そのせいだろうか。

			　意外な人物に呼び止められた。

			「ユウヤ」

			　高く澄んだ声だ。

			　振り向けば、そこにはアルシオン王国の第一王女、フィリス・アルシオンがいた。

			「これはフィリス殿下。このような場所でどうされましたか？」

			　俺が今いるのは兵士たちの天幕が張られている陣地だ。

			　フィリスがいるべきはもっと奥のはずだ。

			　今は戦時中。

			　兵士たちも気がたっている。

			　万が一のことを考えれば、王女がこんな場所に来るのは危険だ。

			「あなたを遠目で見かけたものだから。話をしようかと思って」

			　そういうフィリスの後ろでは、数人の近衛兵が周囲に視線を走らせていた。

			　それを見て、周りの兵士たちが何事かと驚いている。

			　当たり前か。ただでさえ、フィリスは目を惹く容姿をしている。

			　加えて、ずっとエリオットの傍にいたせいで、兵士たちも王女であることを認識している。

			　普通なら絶対にお目に掛かれない王女が来たとなれば、兵士たちが興奮するのも仕方ない。

			　それに対して、近衛兵たちがさらに警戒を強めている。

			　どちらにもいい印象を与えないな、これは。

			　そう判断し、俺は移動を促す。

			「なるほど。では、ご用件は移動しながらお伺いしましょう」

			　そう言って、小さく礼をする。

			　そのままフィリスを促し、俺は陣地の奥。エリオットやフィリスがいるべきところへ足を向ける。

			「私があそこにいると問題かしら？」

			「……殿下の身の安全もありますし、そもそも兵士たちが浮き足立ちます」

			「姿を見せれば士気が上がるかと思ったのだけど、違うのかしら？」

			　フィリスは意外そうに聞いてくる。

			　なるほど。それなりに考えて行動しているらしい。

			　ただ、少し感覚にズレがあるが。

			「王族が決戦前に姿を見せるというのは、あまりいいことではありません。王族が動き回らなければいけないような戦況なのだと、兵士に思わせてしまいます。それに安易に姿を見せては、いざというときの効果が薄れてしまいます。切り札は最後まで取っておくものですよ」

			　俺がそう説明すると、フィリスは感心したように何度も頷く。

			　まぁ、父上からの受け売りだけど。

			「ユウヤは私より年下なのにしっかりしているのね。さすがはアルシオンの銀十字というべきかしら？」

			「そのようなことはありません。まだまだ未熟者です」

			「謙(けん)遜(そん)ね。あなたは誰もできないことをやってのけた。そして今、大陸中の目はあなたに向いていると言っても過言じゃないわ」

			　フィリスは歩きながら告げる。

			　その顔には微かに笑みを浮かべている。

			　なんだが、楽しんでいるようだ。

			「ヘムズ平原の英雄、アルシオンの銀十字。あなたがオルメイア平原に現れたことで、この戦争はわからなくなった。あなたは負けても勝っても、史に名を残すでしょうね。負けた場合は、国のために舞い戻った英雄として。勝った場合は、二度も使徒を出し抜いた英雄として」

			「どちらにしても英雄ですか……そういうのは得意ではありません」

			「あら？　そうなの？　男の子は皆、英雄に憧れるものじゃないのかしら？」

			　フィリスの言葉に俺は思わず苦笑する。

			　たしかに十代の男は皆、英雄願望を持っているだろう。

			　ただ、俺は前世での経験があるせいか、そういうことに消極的だ。

			　まぁ、結局、流れに逆らえずこんな場所まで来てしまっているけれど。

			「英雄には興味ありません。何かを成したいとも思いません。俺はただ、平穏な暮らしがしたいだけです」

			「ふふ、アリシアの言ってた通り、あなたは変わっているのね。立身出世に興味がないなんて」

			「おかしいですかね？」

			「おかしいわ。私はいろいろな貴族と会ったことがあるけれど、皆、大なり小なり欲を抱えているわ。そして、その欲のために私を利用しようと考えている。私の中の貴族というのはそういう存在なの」

			　ずいぶんとひねくれた意見だ。

			　あながち間違ってないところが、この時代の悲しいところだけど。

			　王女に近づく貴族なんて、王女の夫を狙っているか、王女の友人となって美味い汁を一緒に吸いたいかのどちらかだろう。

			　あのアリシアですら、そういう意図をもって、フィリスと友人となっている。

			「だけど、あなたからはそれを感じない。本当に興味がないのね。驚きだわ」

			「それは……光栄ですと言うべきでしょうか？」

			「貴族の子としては恥じ入るべきね。家を大きくするのも貴族の子の務めだもの。けど、好感は持てるわ。あなたといい、セラといい、よほどクロスフォード子爵は子育てが上手なのね」

			「そうですね……。母がいい加減なので、父はそれなりに面倒を見てくれました」

			　微かに遠いを目をして、呟く。

			　俺の母であるメリッサは、幼い俺を放置して旅に出るような母親だ。

			　放任主義という言葉を体現したような女性といえる。

			「お母さまは凄腕の剣士だとか？」

			「ええ、一度も勝ったことはありません。俺が手合わせした相手の中では二番目に強いでしょうね」

			「二番目？　では一番は？」

			「エルトリーシャ・ロードハイム公爵です」

			「ああ、なるほど。それはたしかに強いわね。レグルスが誇る三使徒の一角。野戦では最強と言われる使徒が援軍に来てくれると思うと心強いわ」

			「そうですね。あとは時間との戦いでしょう」

			　エルトは来るだろう。

			　俺は約束を果たしたのだから。

			　だが、間に合うかどうかはわからない。

			　ヘムズ平原からここまではかなりの距離がある。

			　いくらエルトとロードハイムの騎士たちでも苦労するだろう。

			「私は使徒というのはウェリウス大将軍しか会ったことがないのだけど、ロードハイム公爵はどのようなお方なの？　やはり使徒だから似ているところもあるのかしら？」

			「俺はロードハイム公爵しか知りませんから、何とも言えませんが、自身に満ち溢れている人です。覇(は)気(き)といえばいいんでしょうか、それが体から迸っているというか」

			「あら？　そうなの？　ウェリウス大将軍はただのお爺様なのに……」

			「戦場に立てばまた違った側面を見せると思いますよ。使徒は……戦場で輝くものですから」

			　言いながら、手で左胸を押さえる。

			　神威を使えば、そこには使徒の証である聖(せい)痕(こん)が浮かび上がる。

			　使徒は戦場で輝く。

			　それは俺にも言えることだ。

			　たとえ、どれだけ俺が戦場を忌避しようと。

			　俺の宿命は戦場とともにあるということだ。

			「そうだとするなら、早く乱世が終わってほしいものだわ」

			「どういう意味ですか？」

			「そのままの意味よ。私はただのお爺様であるウェリウス大将軍が好きだもの」

			　そう言ってフィリスは笑う。

			　子供のような無邪気な笑みだ。

			　本当にそう思っているのだろう。

			　一国の王女が、使徒の人としての部分が好きだと言っている。

			　おかしな話だ。

			　変わっている王女様だと思っていたが、予想以上だ。

			　使徒は戦場での働きを期待され、地位と名誉を与えられる。

			　その使徒の大元を否定してしまうとは。

			　ただ。

			「乱世が終わってほしいというのは同感です。俺は戦いが好きではないので」

			「それは意外だわ。口で言っているだけではなくて？」

			「本当です。俺が戦闘狂に見えますか？」

			「いいえ、まったく見えないわ。ただ、あなたの行動を聞く限り、無謀な突撃癖があるように思えるの。私は間違っているかしら？」

			　からかうような口調でそう言われて、俺は口を閉ざす。

			　ヘムズ平原、オルメイア平原。

			　二つの戦いで無謀な突撃をしたのは事実だ。

			　それだけ聞けば、突撃好きの戦馬鹿を想像してもおかしくはない。

			　笑みを浮かべるフィリスから視線を逸らしながら、俺は小さく呟く。

			「……次からは自重します」

			「ふふ、そうね。私もあなたが突撃ばかりじゃ不安だわ。また話をしたいもの。できれば危険じゃない勝ち方をしてほしいものだわ」

			「善処します」

			「ええ、精いっぱい善処なさい。これは王女からの命令よ」

			　そう言ってフィリスは踵を返す。

			　気付けば、フィリスの天幕の傍まで来ていた。

			　俺は深く礼をして、フィリスを見送った。

			　心の中で、その命令を達成するのは不可能だと思いながら。

		

	
		
			　

			第三十二話　家族

			　

			　エリアール暦４４８年６月17日。

			　早朝。

			　クラック砦(とりで)を攻めるマグドリア軍の後方に、俺を含めたアルシオン軍一万五千が姿を現した。

			　負傷兵や疲弊した兵たちはオルメイア平原に置いてきたため、数の上ではマグドリア軍に劣っているが、クラック砦(とりで)の戦力を合わせれば大きく上回る。

			　そう誰もが思っていた。

			「……父上……あれは」

			「……まさか、獣人がマグドリアに味方してるなんてね……」

			　エリオットの傍に控えていた俺とリカルドは、クラック砦(とりで)を攻める獣人を見て、自分たちが危機的状況に追いやられたことを察した。

			　獣人は縦横無尽に砦(とりで)を駆けまわり、兵士たちを薙(な)ぎ倒している。

			「し、子爵……クラック砦(とりで)は……？」

			「落ちてはいません。ですが、こちらに呼応して出陣するだけの戦力は残っていないでしょう……」

			　遠くからでもわかるくらい、クラック砦(とりで)の前線に立つ兵士は少ない。

			　どうみても三万の兵力が保たれてるとは思えない。

			　おそらく一万はやられて、残りの大半も傷を負っているだろう。

			　無事な兵士など一人だっていないはずだ。

			「で、では……ではどうする!?　我らは一万五千。敵は二万！　加えて、あんな化け物たちまでいる!!」

			「ご安心を。敵とてクラック砦(とりで)をタダで落としたわけではありません。獣人に狂化を施し、人間の兵士たちも昼夜を問わず攻め続けたのでしょう」

			「ならば、勝機はあるのか!?」

			　藁にも縋る。

			　そんな表情でエリオットはリカルドに問う。

			　リカルドはチラリと俺を見て、そしてエリオットに向かって諭すように言う。

			「勝機は見出すものです。殿下。慌て、焦り、恐怖や不安に負けてしまえば、手の中にある勝機も零れ落ちてしまいます。落ち着くことが肝要です」

			「だが！」

			「エリオット兄様。取り乱すなんてみっともないですよ？」

			　さて、どうやって落ち着かせるべきかと考えていたのだけど、思わぬところから援軍がきた。

			　フィリスだ。

			　クラック砦(とりで)の惨状を見て、すぐにこっちに向かったのだろう。

			　そうでなければ、こんなに早く来れるわけがない。

			　お淑やかな人なのに、肝が据わってる。

			　普通はクラック砦(とりで)の様子を見れば、茫(ぼう)然(ぜん)自(じ)失(しつ)か慌てるかのどちらかだ。

			　最も王としての気質を持っていると言うのも、あながち誇張した表現じゃないな。

			「フィリス……」

			「勝機がなければ逃げますか？　劣勢になれば逃げますか？　ギルアム兄様のように」

			「それは……」

			「逃げるならどちらに？　王都ですか？　それとも他国に？」

			「……」

			「逃げられるなら誰もが逃げたいと思うでしょう。けれど、守りたいものを守ろうとするならば、逃げずに立ち向かうしかない。だからここに一万五千の兵士たちがいます」

			　フィリスは言葉を発しながら、強い視線をエリオットに向ける。

			　エリオットがフィリスから視線を逸らし、下を向いている。

			　真っすぐと妹の目を見る勇気が出ないのだ。

			「彼らを見捨てて、自分だけ逃げることが王族の責務だと言うなら……王など誰でもいいではありませんか。誰でもできます」

			「口が過ぎるぞ！」

			「結構です。これまでの人生、私は言いたいことを言ってきました。今も言わせていただきます。私は上の二人のお兄様と、エリオット兄様は違うと思っています。どれだけ難題を嫌っても、エリオット兄様は引き受ければ逃げたりはしないと、私は信じています」

			　ですから、と続けて、フィリスはエリオットの手に自分の手を重ねる。

			　エリオットの肩が小さく震えた。

			「失望させないでください。私たちに逃げ場などないのです。ここで敗れれば王都が落ちます。他国に落ち延び、他国がアルシオンに攻め込む大義名分となりますか？　それで何が守れます？　何もかも捨てて、命だけを確保してその後の人生が楽しいですか？　兵を見捨てて、民を見捨てて、それで胸を張ってエリオット・アルシオンと名乗れますか？」

			「ああもう！　わかった！　覚悟を決めてやる！　だからやめろ！　妹の説教なんて聞きたくもない！」

			　フィリスの手を退けて、エリオットがフィリスを真っすぐ見た。

			　それを見て、フィリスはにこやかに笑う。

			　そして俺とリカルドを見る。

			「もう大丈夫そうですね。では、お二方。兄を頼みます」

			「承知しました」

			「お任せください」

			　二人でそれぞれ答え、優雅に立ち去るフィリスを見送る。

			　それからしばらく、無言が続いた。

			　クラック砦(とりで)への攻撃は一時停止している。

			　マグドリアがこちらに向かって陣形を変えているからだ。

			　陣形を変える前に攻め込みたいところだけど。

			　それでは敵の使徒の思う壺だ。

			　無策で攻撃すれば、こちらがやられる。

			　数で劣り、狂戦士を作り出せる使徒がおり、加えて獣人までいる。

			　獣人を狂化させられたらお手上げだ。

			　魔族はもともと高い戦闘力を誇る。

			　それが狂化したら、どれほどのものになるか。

			「リカルド・クロスフォード子爵……」

			「はっ」

			「オレは戦うぞ……。思えば、オレの遊んで楽して生きる人生が台無しになったのも、あの使徒のせいだ。必ず、アルシオンから追い出してやる……！」

			「ご英断です。殿下。では、動きましょう」

			「策があるのか？」

			　リカルドの言葉にエリオットが反応する。

			　俺も思わずリカルドを見た。

			　この状況で対策があるんだろうか。

			「敵の使徒はさすが使徒というべき手腕を見せています。この短期間でクラック砦(とりで)をほぼ無力化するとは、驚きです」

			「敵を褒(ほ)めてどうする!?」

			「ですが、そのために敵の使徒は一つ悪手を打ちました」

			「悪手？　父上、悪手とはなんです？」

			　敵の使徒が悪手を打ったようには見えない。

			　どう考えても優勢な状況を作り出している。

			「ユウヤ。使徒はなぜ強いのかな？」

			「使徒が強い理由ですか？　神威があるからでは？」

			　リカルドの質問に俺はそう答える。

			　それが一番の理由だからだ。

			　しかし、リカルドは首を横に振る。

			「正解であって正解ではないね。神威はたしかに使徒にとって強力な力だ。けれど、極論からいえば、使徒は神威がなくても強い。剣を振るう使徒は、その剣の技量だけで百の敵を倒せるし、弓を引く使徒は、百発百中の腕を持つ。策を考える使徒は、神威を使わずとも勝利して見せる。結局のところ使徒にとって、神威は切り札であっても、なくてはならないものではないんだ。彼らにはそれ以外にも優れた点がいくつもある」

			「子爵。話を聞いていると絶望的な気分になるんだが？」

			　エリオットの言葉に俺は同意して頷く。

			　これでは倒せないと言われているようなものだ。

			　しかし、リカルドは首を横に振る。

			「最後まで聞いてください。では、目の前の使徒はどうかと言いますと、たしかに非常に優秀な策士と言えましょう。加えて、神威も強力です。しかし……神威に頼り過ぎている」

			「使徒が神威を使うのは当たり前だろ？」

			「いいえ。殿下。神威も無敵ではないのです。強力ゆえに使用時間が限られていたり、反動があったり、そうでなくとも体力を消耗することは確かです。ですから、使徒は神威を使う瞬間を見計らうのです」

			「なるほど。マグドリアの使徒は確か、使用時間に限りがあると言っていたな？」

			　エリオットが俺に視線を向けて訊ねてくる。

			　それに頷きつつ、補足する。

			「おそらく、狂化が切れるのは一時間前後。最大で一万人に狂化をかけるのが限度でしょう」

			「十分過ぎるな……。それで？　子爵。神威を使うことが悪手というのか？」

			「使うことではなく、頼り過ぎているのが悪手なのです。制限時間、人数、そして狂化の際に人間は理性を失うようです。獣人は推測ですが、それなりに理性を残せるようですね。撤退があまりにもスムーズでしたから」

			「最悪な情報がまた一つ増えたな。それだけ強力なんだ。頼りもするだろうさ」

			「はい。そしてそれが悪手だと申し上げました。マグドリアの使徒は切り札の情報を我々に与え過ぎました」

			　そう言ってリカルドは穏やかな笑みを浮かべる。

			　たしかに敵の使徒は神威を念頭に置いた作戦を立てて、神威で戦局を覆(くつがえ)してきた。

			　ゆえにこちらにはそれなりの情報がある。

			　ただ。

			「知っていても、対策が立てられなければ意味はないだろ？　当初の予定じゃ、敵の狂戦士は攻城戦に不利だと見られていた。それなのに、クラック砦(とりで)は二日で陥落寸前だぞ？」

			「獣人の攻撃で反撃ができず、そのまま狂戦士に乗り込まれたのでしょう。砦(とりで)の中に入られれば、逃げ場のないアルシオンが不利ですから。ですが、そこからでもわかることがあります」

			「なんだ？」

			「狂戦士の最も有効な活用手段は、攻撃だということです」

			「……それだけか？」

			「大事なことです。人間を狂化した場合、単純な命令しか受け付けなくなるのでしょう。獣人はある程度、命令は受け付けるようですが、そこまで複雑な命令は聞けないはずです。ここから見出される戦術は、攻めです」

			　リカルドは言ったあと、自分が持っている杖を俺に向ける。

			　意図がわからず、俺は困惑するが、リカルドは穏やかな笑みを浮かべたままだ。

			「ユウヤ。防御というのはどういう行動だい？」

			「行動ですか……？　それは、対応では？」

			「その通り。そして軍という大規模な集団で対応をする場合、指示を的確に遂行することが求められる。たとえば」

			　リカルドはいきなり杖で俺を突いてくる。

			　咄(とつ)嗟(さ)に距離を取り、俺はリカルドの杖を避けた。

			「距離を取るという単純な行動でも、軍で行動するとなると、何歩下がればいいのか？　いつ下がるのか？　いろんな指示が必要になる。だから、狂戦士に防御は不可能なんだ」

			「それは理解できますが……それは向こうも承知では？　剣で剣を受けるように、敵に狂戦士をぶつければ、それも防御行動になります」

			　なにも馬鹿正直に攻撃を受け止める必要はない。

			　防御の仕方なんて無数にある。

			　自分の軍にあった方法を取るのも、いい指揮官の資質だ。

			　だが、リカルドはその俺の言葉に指を立てる。

			「そう。向こうの防御方法は限られている。前進し、敵を叩く。これが狂戦士を利用した防御だ。そして狂戦士の数も限られている。ここまで来れば、僕が何を考えているかわかるね？」

			　まさかと思うが。

			　厄介な狂戦士をおびき寄せる気か。

			　しかし、おびき寄せるには囮が必要だ。この場合は餌と言ったっていい。

			　狂戦士に襲われれば、ただでは済まないのだから。

			「ちょっと待ってください！　一体、誰を囮にする気ですか!?　まさか殿下を!?」

			「ま、待ってくれ！　戦う覚悟はしたが、囮なんてオレには無理だぞ!?　逃げ出さない自信がない！」

			　なんとも情けないことをエリオットが告げる。

			　まぁ、その気持ちはわかる。

			　戦う手段がないのに、狂戦士の前に出されたら誰だってそうなる。

			「いいえ。殿下が倒れれば、軍が崩壊してしまいますから。殿下は本陣でドンと構えていてください」

			「ほっ……ん？　では、誰が囮になる？　まさかフィリスとでも言う気ではないよな？」

			「まさか。お言葉ですが、エリオット殿下にしろ、フィリス殿下にしろ、軍を率いて突撃したところで、敵の使徒は狂戦士を差し向けたりしないでしょう。自分の神威です。弱点も承知でしょうから」

			　そうだろう。

			　作戦の基盤に組み込んでいる以上、メリットとデメリットは承知しているはず。

			　一万にしか狂化を掛けられない以上、あんまりすぐには使わないだろう。

			　ヘムズ平原とは違うのだ。あのときは奇襲だった。

			　しかし、今は違う。こっちだってリカルドの言う通り、情報を得て、備えている。

			「では、誰を囮に？」

			「ユウヤ。囮というのは、敵が思わず飛びついてしまうものじゃなければいけない」

			「承知してます。ですが、こっちにはそこまで名のある武将はいませんよ？」

			「いるさ。向こうの使徒が恐れて、思わず狂戦士を差し向けるだろう武将が。オルメイア平原での戦況も向こうの使徒は把(は)握(あく)しているだろうから、尚更乗ってくる」

			「なるほど。たしかに最高の存在がこっちにはいるな。一度手酷くやられた相手だ。過敏に反応するはずだ」

			　エリオットとリカルドが笑みを浮かべる。

			　どちらも穏やかな笑みだ。

			　しかし、それが怖い。

			「……俺ですか？」

			「その通り。けれど、ユウヤを囮に使ってしまうと、こちらは決め手にかけてしまう。だから、ユウヤの存在をチラつかせるんだ」

			「俺の存在をチラつかせる？　どうやってですか？」

			「幸運なことにこちらの陣営にはクロスフォードが三人いるからね。僕とセラで敵の狂戦士を引きつける。そしたら、君が使徒へ突撃するんだ」

			　そう言ってリカルドは本陣に無数に立っている貴族の旗から、青地に銀十字の旗を指さす。

			　俺のマントとクロスフォード家の軍旗はほぼ一緒だ。マントとしての機能がついているかついていないかの違いだ。

			　それも即席でどうにでもなる。

			　身長が似ているものが纏(まと)っていれば、遠目からにはわからないだろう。

			　ただ、それだけでは囮としては甘いから。

			　セラとリカルドが軍の指揮を執る。

			　そういう作戦だろう。

			「……言っている意味がわかっていますか？」

			「もちろん。どうせ、この戦に負ければ君の親族ということで、僕らは無惨な最期を迎えるだろうさ。なら、決死の覚悟で戦うさ。クロスフォード家で使徒を討つ。中々、爽(そう)快(かい)だと思わないかい？」

			　そう言ってリカルドはいつもと変わらない穏やかな笑みを浮かべて、俺へ視線を向けた。

			　いや、俺のさらに後ろだ。

			「私たちにはユウヤを殺されかけた恨みがある。それを晴らすチャンス」

			　後ろを見ると、いつの間にかセラがいた。

			　セラはいつになくやる気満々でガッツポーズを決めている。
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			　それを見ると、さすがに危険だからやめろとは言えない。

			　あれは止めても無駄な目だ。

			「僕らがやられる前に君が使徒を倒せば、僕らも安全だ。ほら、問題ない」

			「前回は惜しいところまで行ったんだから、今回は大丈夫」

			「やるのは俺なのに、なぜ二人が自信満々なんだ……」

			「「信じているから」」

			　声が重なる。

			　助けを求めるようにエリオットを見ると、エリオットが肩を竦(すく)める。

			「お互い家族には勝てんな」

			「はぁ……代案があるわけではありませんし……仕方ありませんね。殿下。私に戦の趨勢を決める役割を託していただけますか？」

			「愚(ぐ)問(もん)だぞ。リカルド・クロスフォードが作戦を立て、セラ・クロスフォードが補佐し、ユウヤ・クロスフォードが決める。今、考え得る限り、最高の布陣だ。異論などあるはずがない」

			　そう言ってエリオットは息を吸う。

			　そしてその目に覚悟が映る。

			「失敗は気にするな。失敗したらともに死んでやる。だから、己の才覚のすべてを賭けて敵を討て！　これは王命と心得ろ！」

			「……御意。ユウヤ・クロスフォード。非才の身ではありますが、全力を尽くします」

			「御意。リカルド・クロスフォード。微力ながら、殿下の信頼に応えましょう」

			「御意。セラ・クロスフォード。家名に賭けて、殿下とアルシオン王国に勝利をお約束いたします。勝報をゆるりとお待ちください」

			　こうしてアルシオン軍の作戦は決まった。

			　セラだけ、やけに自信満々なのが気になるけれど。

			　やれることは全力でやるとしよう。

		

	
		
			　

			第三十三話　兄と妹

			　

			「ユウヤ」

			　本陣を離れようとしたとき、俺はエリオットに呼び止められた。

			　名前を呼ばれたのは初めてだったから、思わずリカルドと視線を合わせてしまう。

			　しかし、呼び止められた以上、無視するわけにもいかない。

			「如何いたしましたか？」

			「少し話がある」

			　そう言って、エリオットはリカルドとセラに目配せする。

			　リカルドとセラはそれを察して、一礼してから本陣を後にする。

			　二人を見送ったあと、エリオットは深く息を吐く。

			「情けない話になるんだが……」

			「お話しください。できることはやるべきです」

			　これが最後になるかもしれない。

			　心残りは残さないほうがいい。

			　エリオットは少し黙ったあと、俺を真っすぐ見つめてきた。

			「頼みがある」

			「なんなりと」

			「……フィリスを……戦場から遠ざけたい」

			　それは意外でも何でもない提案だった。

			　今回、リカルドとセラはそれぞれ六千ずつを指揮する。

			　そして、二千の精鋭を俺が率いる。

			　本陣には僅か一千の兵しか残らない。

			　しかも、リカルドとセラは敵の狂戦士を釣り出す。

			　突破されれば、そのまま本陣を突かれるだろう。

			　親族を逃がしたいと思って当然だ。

			「……どれだけ軽蔑されても構わない。お前の妹を戦場に引っ張り出しながら、自分の妹を逃がそうとしているのだからな」

			「兄として……お気持ちはわかります。私もセラには戦ってほしくはありません。できるだけ安全なところにいてほしい」

			　それは本心だった。

			　できることなら、今すぐにでも撤退させたい。

			　けれど、それは本人が望まない。

			　俺を待つことを嫌い、戦場にまで出てきたのだ。

			　それを追い返すのは、セラの意思を踏みにじることになる。

			「それでも……セラは戦うと言うでしょう。そしてセラはこの戦場には必要です。断る理由がない。とても……悔しいことに」

			「……強いな。フィリスとてこの戦場には必要だろう。だが、王家の権威、威光を発揮するだけなら、俺一人でもどうにかなる。勝手だが、あいつには戦場を離れてもらう」

			「その策を考えろと？」

			「頼めるか？　同じく妹を持つお前にしか頼めない」

			　戦場から離すだけなら難しくはない。

			　けれど、ただ離れろといってもフィリスは納得しない。

			　納得が必要だ。

			　そのために役割が必要だ。

			「御意。上手くやってみましょう」

			「すまないな。代わりにオレの命をやるから。好きに使ってくれ」

			　いまだに怖いのだろう。

			　軽い笑みをエリオットは浮かべるが、微妙に引きつっている。

			　それでも。

			「……ヘムズ平原でギルアム殿下は真っ先に撤退を口にしていました。兵のことを顧みず、殿をせよという始末でした」

			「あいつらしいな……。あいつは世界で一番好きなモノが自分だからな」

			「そうかもしれませんね。ですが、大なり小なり、人は自分のことが大切です。だから、後ろで逃げずに誰かがいるのはありがたいことです。後ろに守るモノがあれば、人は退かず、前に踏み出せますから」

			「ただいるだけだぞ？　子爵のように作戦を立てられず、お前のような武勇もない。今まで大したこともしてきてない。それでもいいか？」

			「過去より今です。あなたは立派な人だ。少なくとも、ヘムズ平原でギルアム殿下を見ている私から見れば、兄弟であるのが信じられないほどに」

			　不遜な言い方かもしれない。

			　けれど、正直な感想だ。

			　ギルアムを見ているせいか、妹を逃がそうとしているエリオットが卑怯とも映らない。

			　むしろ輝いて見える。

			　王家も捨てたもんじゃないと思える。

			「ベタ褒(ぼ)めだな。ギルアムとの比較じゃなきゃ、もうちょっと喜べるんだが」

			「残念ながら、比較対象があの方しかおりませんから。ですが、あなたはクロスフォードの信頼を獲得した。身内贔屓ではありますが、中々、優秀な家だと思います。少しは誇っていいかと」

			「ああ。その点については疑いようがない。武勇も知恵もなく、加えて度胸もない王子ですまないが、支えてくれ」

			「支え甲斐があるというものです。フィリス殿下の件はお任せください」

			「……オレは末の息子だから、お前みたいに頼りになる弟がほしかった。いっそ、この戦が終わったら、本当に弟になってみるか？」

			　それは予想外な言葉だった。

			　エリオットの弟になる方法など、一つしかない。

			　フィリスの夫になることだ。

			　冗談きつい。

			　向こうは王女で、こっちは子爵の息子だ。

			　釣り合わないにもほどがある。

			　思わず苦笑を浮かべるが、エリオットは至って真面目だった。

			「真剣に考えておけ。アルシオン王家は昔から文に偏っている家だ。ここらで強い血を入れるのも悪くない。クロスフォード子爵家は家格こそ低いが、血筋の優秀さは証明済みだしな」

			「御冗談を。ですが、ありがたい申し出です。お気持ちだけ受け取っておきましょう」

			「本気なんだがな。よく考えておけよ？　オレも身内贔屓になるが、できた妹だぞ？」

			　笑みを浮かべて頷き、俺はその場を去る。

			　戦闘前にこれ以上、妙な話は避けたかった。

			　結婚やら婚約の話なんて、フラグになりかねない。

			　俺はまだ死ぬ気はないんだ。

			　ついでに身を固める気もない。

			　十五で人生決まるとか、幸せなのか不幸なのかわかったもんじゃないからな。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「角笛を届けてほしい……？」

			　本陣を出た俺は真っすぐフィリスの下に向かい、援軍の来る予定のエルトに角笛を届けてほしいと伝えた。

			「はっ。本来は自分で返すべきですが、役目がありますゆえ、殿下にお願いしたいのです」

			「ロードハイム公の角笛は特殊な音色を奏でる特別な物だと聞くわ。たしかに返すべきでしょうけど、この状況で私が？」

			「今回、殿下は本陣で待機する手筈です。それならば、ロードハイム公の案内も兼ねて、この角笛を返していただけないでしょうか？」

			「そう」

			　そっけない返事をして、フィリスは俺に近づいてくる。

			　そしてクスリと笑う。

			「エリオット兄様の差し金ね？」

			「まさか。個人的なお願いでございます」

			「あら？　いつからあなたと私は個人的なお願いをする関係になったのかしら？」

			　しまった。

			　上手くかわしたつもりだったのに。

			　この人は妙に鋭いな。

			「無理をしなくていいわ。エリオット兄様のことだから、私を遠ざけたいとでも言ったのでしょう？」

			「……」

			「安心して。ごねたりしないわ。大人しく、ロードハイム公の案内と角笛の返還はするから」

			「助かります」

			　正直、これから戦だというのに、ごねられたりしたら、ちょっと平静でいられる自信はない。

			　それを見透かしたのか、フィリスはまた小さくクスリと笑った。

			「本当に助かったって顔しているわ。もう少し、気を使ったらどうかしら？　私は兄に追い出される可哀想な妹なのよ？」

			「……心中お察しいたします」

			「あなたには無理よ。あなたは兄で、私は妹だもの。兄は妹の気持ちが理解できない生き物なのだから」

			　全否定かよ。

			　じゃあ、どう答えたらいいんだ。

			　答えに窮(きゆう)していると、フィリスはクスクスと口に手を当てて上品に笑う。

			　その笑い方は、下手したら気取っていると取られかねないはずなのに、フィリスがするととても様になっていて、優雅だ。

			　これが上流階級というやつか。

			「アルシオンの銀十字も女性の扱いは苦手かしら？」

			「はぁ……得意なように見えますか？」

			　からかわれているのだ。

			　思わずため息を吐いて、素で答えてしまう。

			　その反応がおかしいのか、フィリスはさらに笑う。

			「残念ながら、お世辞にも得意そうには見えないわ。でも、あなたは私と会話しても落ち着いているのね。大抵の男性は、私と話をするときは落ち着かない様子で視線を彷徨(さまよ)わせるのだけど。自信がなくなってしまうわ」

			「からかわないでください。これでも緊張しています」

			「本当かしら？　疑わしいわ。私に魅力がないのではなくて？」

			　楽しそうに笑いながら、フィリスがさらに俺に近づき、腕を組む。

			　そうすると意外なほどにボリュームのある胸が強調される。

			　ゆったりとした服を着ているから気付かなかったけど。

			　デカい。

			　鼻をくすぐるのは甘い女性の香り。

			　まったく。勘弁してくれ。

			　一歩、後ずさるとフィリスは笑みを深めた。

			「よかったわ。魅力がないわけじゃないようね」

			「殿下……」

			「ごめんなさいね。でも、魅力がないと思われていたら、効果がないでしょう？」

			　そう言うと、フィリスは俺に膝をつくように命じた。

			　言われたままに膝をつくと、フィリスは微かに間を開けたあと、俺の頬を両手で挟む。

			　そして俺の額に口づけをしてきた。

			　思わず飛びのきそうになるが、フィリスの手がそれを許さない。

			　そのままフィリスは自分の額を俺の額にくっつける。

			「おまじないよ。必ず生きなさい。そして……」

			　エリオット兄様を守って。

			　その声は今までの余裕に満ちた声とは違った。

			　微かに震え、内心の不安が滲んでいる。

			　フィリスはフィリスで無理をしていたのだ。

			　だから俺は頭を垂れて返事をした。

			「御意」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アルシオン軍とマグドリア軍。

			　双方の態勢が整った。

			　マグドリア軍は陣形の変更を終え、アルシオン軍は部隊の配置を終了した。

			　俺と体つきの似た兵士が二名選ばれ、すでにリカルドとセラの下にいる。

			　二人の軍に狂戦士が向かえば、俺が奇襲部隊を率いて突撃する。

			　予定ではまずリカルドが正面から攻め、そのあとにセラが左から攻め込む。

			　俺は右側からの奇襲となるだろう。

			　砦(とりで)を攻めていたマグドリア軍は後方。

			　砦(とりで)に近いほうで待機している。

			　おそらく体力的に限界なのだろう。

			　そこには獣人も混ざっているはず。

			　温存する気なのだろう。

			　マグドリア軍はこの後、王都も落とす予定のはず。

			　クラック砦(とりで)をほぼ無力化することができたのは獣人のおかげだから、そのときのために取ってあるといったところか。

			　正直、獣人が戦力を保ってさえいれば、王都は陥落する。

			　近衛隊がどれだけ強力でも、夜襲されればひとたまりもないだろう。王を人質に取られれば、そこまでだ。

			　だから、この戦いは負けられない。

			　向こうも数に限りのある駒は、極力使いたくはないはず。敵が温存しているうちにどれだけ進めるかだな。

			　だが、本陣に近づけばさすがに獣人たちも出してくるだろう。

			　狂化がなくても獣人の戦闘能力は恐ろしい。

			　一般の兵士では太刀打ちできないだろう。

			　俺がどれだけ突破できるか。

			　そこに今回は掛かっている。

			　時間との勝負でもある。

			　手練れに道をふさがれ、苦戦すれば、マグドリアの使徒は回復し、本陣近くの兵に狂化を使うだろう。

			　そうなれば突破は一段と難しくなる。

			　その前に決着をつける必要がある。

			「ま、簡単にはいかないだろうけど……」

			　マグドリア本陣には黒い軍旗がある。

			　見覚えのある軍旗だ。

			　ヘムズ平原の最後に見た覚えがある。

			　マグドリアが誇る黒騎士団の軍旗だ。

			　今回も使徒の周りには奴らがいる。

			　上手く奴らも釣り出されてくれれば助かるが、使徒の護衛が出るとも思えない。

			　ヘムズ平原では結局、奴らに突破を阻止された。

			　今回は前回のようにやられるわけにはいかない。

			「ラインハルトとも決着をつけなきゃか」

			　俺の相手は間違いなく黒騎士団の団長であるラインハルトだ。

			　前回は消耗していたし、武器の質も今に比べれば劣っていた。

			　前のようにはいかない。

			　そう思うが、前回の対戦のとき、ラインハルトにはまだ余裕があった。

			　剣の実力では奴のほうが上だ。

			　強化をしてても勝てるか怪しい。

			　ブルースピネルがあるから、前回よりはマシに戦えるだろうが、簡単に突破できるとも思えない。

			　だが、時間はかけてはいられない。

			　先手必勝。見つけたら先制攻撃で殺す。

			　それで駄目なら、人数をかけてでも討つ。

			　あいつが一番の障害だ。

			　正々堂々とは言っていられない。

			「レオナルド、エドガー。背中は任せたぞ？」

			　後ろに控える二人に声をかける。

			　精鋭部隊ゆえ、可能な限り武勇に優れる者を集めた。

			　クロスフォード家からはエドガーが加わっている。

			「もちろんです。若」

			「お任せを。若君」

			　二人は気合十分といった様子で準備をしている。

			　士気は問題ない。

			　あとは運任せか。

			　ふと、強い風が流れた。

			　それはヘムズ平原の方向から流れる風だった。

			　おそらくエルトはこちらに向かっているだろう。

			　進路上にはフィリスが向かっている。

			　ここまでの案内も問題ない。

			「間に合うかどうか……」

			　いや、考えても仕方ない。

			　もしも間に合わなかったとしても、エルトならマグドリア軍の進路を阻止し、アルシオンを守ってくれるだろう。

			　せめて、そのときのために。

			「敵を排除しておくとするか」

			　そう言ったとき、リカルドが軍を進ませた。

		

	
		
			　

			閑話　ラインハルト

			　

			　リカルド率いる六千が前進したのを見て、レクトルは一瞬迷った。

			　陽動の可能性を疑ったのだ。

			　けれど、ヘムズ平原での苦い経験からレクトルは結局、狂戦士と化した五千をぶつけることで対処した。

			　重装備の歩兵と大型の盾で武装したリカルドの軍は、なんとか狂戦士を受け止め、膠(こう)着(ちやく)状態に入った。

			　被害は明らかにリカルドの軍のほうが多いが、それでも一気に突破されるような事態にはなっていない。

			　そんなとき、レクトルはアルシオンの本陣に動きがあることを察した。

			　リカルドの軍を大きく迂回して、マグドリア軍の右方を突こうという動きだ。

			　小さく舌打ちをして、レクトルはすぐに敵の軍旗を確認させた。

			「右方に展開した部隊には、青地に銀十字の軍旗が確認されました！　また、中央にアルシオンの銀十字がいます！」

			「ちっ！　下がれ！」

			　苛立ちを伝令にぶつけながら、レクトルは冷静な部分で分析していた。

			　今回も陽動なのか、そうでないのかを。

			　ここでの判断ミスは命取りになることをレクトルは理解していた。

			　レクトルはアルシオンの銀十字、ユウヤ・クロスフォードの突破力はよく知っている。

			　並みの兵士では止められない。

			　しかし、狂戦士にも限りがある。

			　それでも最初に最大一万の内、五千を投入したのは、ユウヤへの恐れゆえに他ならない。

			　その恐れがレクトルに判断を躊躇(ためら)わせた。

			「右方の敵、魔法と弓で遠距離攻撃を仕掛けてきます！」

			「こちらも撃ち返せ！」

			　レクトルは指示を出しつつ、右方の敵に注目していた。

			　右方の敵は騎馬隊をまだ出していない。

			　突破力のあるユウヤが騎馬での突撃をしないはずがない。

			　それをレクトルは確信していた。

			　騎馬隊が動けば、右方は本物。

			　遠距離からの牽制に専念するならば偽者。

			　そう判断基準をつけることで、レクトルは自分を落ち着かせた。

			　レクトルの頭の中では、もう中央の敵はいないものと扱われていた。

			　事実、中央のリカルドの軍は狂戦士を抑えることで手いっぱいで動くことはできていない。

			　ただし、その後ろは別だった。

			　レクトルが冷静に戦局を分析していれば、本陣の部隊が騎馬主体であることに懸念を抱いただろう。

			　しかし、ユウヤに一度、近くまで迫られた過去が、レクトルから正常な判断能力を奪っていた。

			　第一、第二の矢にばかり目が行き、第三の矢が見えなくなっていた。

			　そして。

			「敵の魔法攻撃が苛(か)烈(れつ)で、我が方の防陣が破られようとしています！　さらに敵は騎馬隊を準備し、突撃態勢を取っています。その数、およそ二千！」

			　二千。

			　その数字にレクトルは反応を示した。

			　ヘムズ平原では一千そこそこの騎兵により、あと少しのところまで迫られた。

			　今回は二千。

			　出撃を許せば、ここまでたどり着かれる。

			　その考えが頭をよぎった時点で、レクトルは心理戦において敗北していた。

			「狂化(バーサーク)!!」

			　右方に展開する五千の部隊に向かって、右手を向けてレクトルは狂化の神威を放つ。

			　その効果は劇的だった。

			　右方の兵士たちはいきなり雄たけびを上げ、体を震わせ始める。

			　そんな狂戦士の部隊に、レクトルは突撃を命じた。

			「突撃！　敵を討て！」

			　この程度の命令しか狂化した兵士は受け付けない。

			　それで十分だとレクトルは考えていた。

			　それだけ狂戦士の軍は強力だったからだ。

			　単純な力押しで盤面をひっくり返せるほどに。

			　だから過信が生まれた。

			　ヘムズ平原でレクトルは入念に準備をしていた。

			　アークレイムと事前に組み、アルシオンの使徒をマグドリアより引き離し、自身の存在は徹底的に隠ぺいした。

			　そして敵よりわざと遅れて、丘を取らせ、敵の油断を誘った。

			　そのうえでの狂戦士での不意打ちだった。

			　それゆえの戦果だった。

			　しかし、今回は油断があった。

			　警戒はしつつも、自身の優勢を疑わなかった。

			　だから、レクトルは左方より響いてきた馬(ば)蹄(てい)の音に振り向かなかった。

			　振り向けば自身の優勢が崩れるとわかっていたからだ。

			　そして、自身のミスを認めることにもなるからだ。

			　だが、そんなレクトルの心情を無視して、レクトルの傍に控えていたラインハルトが告げる。

			「左方より敵軍二千。掲げる旗は青地に銀十字。先頭にはユウヤ・クロスフォードの姿があります」

			「――さい」

			「迎撃の指示を。レクトル様」

			「うるさい！　うるさい！　僕は間違えてない！　僕は！」

			　癇(かん)癪(しやく)を起こしたレクトルを見て、ラインハルトはため息を吐きつつ、落ち着かせるために決定的な言葉を告げる。

			「対応が遅れればヘムズ平原の二の舞になりますよ？」

			　ヘムズ平原のとき、レクトルは自分の守備を優先させ、黒騎士団を出すのが遅れた。

			　だからこそ、ユウヤの接近を許した。

			　それはこれまで誰も触れなかったことだった。

			　ラインハルトも好きで触れたわけではない。

			　ただ、こうでも言わなければ出陣できないからだ。

			「ヘムズ……」

			「出陣の許可をいただきたい。あのときのように」

			　どれだけ文句を言っても、レクトルが黒騎士団を傍に置いているのは、王から遣わされたというよりは、ヘムズ平原での功績を評価してのことだった。

			　そして状況はあのときと似ている。

			　レクトルはラインハルトを睨(にら)む。

			「あのときのような失敗は許さないぞ……！」

			「承知しております。同じ相手を二度も逃がしはしません」

			「なら出陣して、あいつを！　ユウヤ・クロスフォードを殺してこい！」

			「御意……御身に勝利を捧げましょう」

			　そう言ってラインハルトは配下の騎士を伴い、出陣した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　自軍の中を走りながら、ラインハルトは黒い兜をつけた。

			　そしてアルシオン軍の先頭を走るユウヤを見つめる。

			　ヘムズ平原でも強かった。

			　しかし、今のユウヤはそれ以上の強さを感じる。

			　体調が万全ということではなく、雰囲気が強いのだ。

			　思わず新調した剣を握る手に汗がにじむ。

			　苦笑して、ラインハルトは自分に言い聞かす。

			　負ければ使徒を討たれ、マグドリアは弱体化する。

			　アルシオンに起こったことがそのまま返ってくる。

			「陛下……」

			　剣を捧げた主を想い、ラインハルトは覚悟を決めた。

			　ユウヤは兵士を切り裂き、快進撃を続けている。

			　後ろで戦う兵士たちも強い。

			　それでも。

			「マグドリアの黒騎士団よ！　陛下の騎士たちよ！」

			　ラインハルトは剣を高く掲げ、後ろを走る騎士たちに檄(げき)を飛ばす。

			　剣が太陽の光を反射して、キラリと光る。

			「ヘムズ平原での決着をつける！　陛下とマグドリアのために！　ユウヤ・クロスフォードの首を取る!!」

			　そう言った頃には、ラインハルトの視界にはユウヤがしっかりと捉えられていた。

			　ユウヤも気付き、迎撃の用意をしている。

			　だが、それに構わず、ラインハルトは剣を振り下ろした。

			　先手必勝。

			　何が何でも討ち取る。

			　そんな気概で、ラインハルトは告げた。

			「突撃!!」

			　馬が加速し、ユウヤの姿がどんどん大きくなっていく。

			　使う剣は長年使ってきた愛剣ではない。

			　レクトルが王より授けられた宝剣だ。

			　剣の質で言えば、前回よりも上。

			　しかし、ユウヤも同じだった。

			　青く白光するユウヤの剣を見て、ラインハルトはすぐに魔剣と気付く。

			　ラインハルトは微かに笑みを浮かべ、好敵手に渾(こん)身(しん)の一撃を食らわせるために、体に力を入れた。

			　互いに剣を構え、そして。

			　剣がぶつかり合う。

			　最初から全力だった。

			　双方の剣が弾かれる。

			　しかし、二人の視線が交差する。

			「邪魔をするな!!」

			「できない相談だ!!」

			　互いに再度、攻撃を加えるが、また剣がぶつかり合い、弾かれる。

			　ユウヤは腕の痺れに耐えながら、黒騎士団の数を見る。

			　およそ五百。

			　対して、ユウヤが率いるのは二千。

			　数の上では四倍。

			　だが、周囲にはほかのマグドリア兵もいる。

			　ラインハルト率いる黒騎士団の到着で、他のマグドリア兵の士気も上がっている。

			　この場において、ラインハルトは兵士の精神的支柱となっているのだ。

			「いつもいつも邪魔ばかり。正直、しつこいぞ」

			「それはこちらの台詞だ。君もそろそろ観念して、討たれたらどうだ？」

			　互いに言葉を交わしながら、剣を振りぬいていく。

			　技巧を凝らした剣術ではない。

			　力強く、荒々しい力業だ。

			　だが、それだけでは決着はつかない。

			　互いにどこで勝負を仕掛けるべきかを考えていた。

			　しかし、失敗すれば命取り。

			　致命的な隙を晒すことになる。

			　そのとき、他の黒騎士とアルシオンの騎兵が流されて、二人の間に割って入ってしまう。

			　咄(とつ)嗟(さ)にラインハルトとユウヤは、それぞれの敵を斬り捨てる。

			　だが。

			「団長!!」

			　致命的な一撃を加えられた黒騎士だったが、血を吐きながら、ユウヤに飛びかかった。

			　ユウヤはもう一度、その黒騎士を切り伏せるが。

			　それはラインハルトの前では致命的な隙だった。

			「はぁっ！」

			　激しい気合とともに、ラインハルトは突きを放つ。

			　体勢を崩したままのユウヤは、避けきれず、左の肩を抉られる。

			「ぐっ!!」

			　痛みに顔をしかめつつ、ユウヤは無意識的に右腕を跳ね上げた。

			　それはラインハルトの鎧(よろい)を微かに切り裂き、皮膚を傷つけ、黒い鎧(よろい)を弾き飛ばした。

			　そのせいでラインハルトは追撃の機会を逸する。

			　双方ともに体勢を立て直し、相対する。

			「意外に……若いんだな……」

			「十三で騎士になり、君と同じくらいの年に黒騎士団に入った。騎士になってすでに十年は超えている。だから……半生に賭けて、この場は通さない。騎士は国を守るモノゆえに」

			「国を守るか……あの使徒を守ることが国を守ることに繋がるか？　俺には滅びの道に見えるが？」

			「それは私が判断することではない。私が忠誠を捧げた主が守れと仰った。私にはそれで十分だ」

			「十分？　ふざけるなよ……！　狂戦士とされた兵士たち！　あれが人の死に方か!?　勇気ではなく、蛮勇を無理やり与えられ、敵に突撃させられる！　それを見て、十分だと言えるのか!?　兵士にも家族がいるんだぞ!?」

			　ラインハルトは目を細める。

			　ユウヤの姿が眩しかったからだ。

			　こんな将の下で戦えるなら、さぞや気分のいいことだろうと、柄にもなくユウヤの配下たちが羨ましかった。

			　しかし、自分はマグドリア黒騎士団の団長。

			　仕える主は一人と決めていた。

			「君との問答は意味がない。敵国の兵士のことを気にするなど愚(おろ)かなことだ。どうしても気に入らないと言うなら、死んでくれ。君が死ねば救われる兵士は数千を超えるだろう」

			「買いかぶりだな。だが、お断りだ。その代償にアルシオンの何万が不幸になる」

			「そうだろうな。なら、その口を閉じることだ。ここは戦場で私たちは剣を持って戦う戦士だ。語るのは口ではなく」

			　剣だ。

			　ラインハルトはそう言って剣を構える。

			　それに合わせて、ユウヤも剣を構える。

			　周囲の戦況はアルシオンに優勢だった。

			　当然だ。

			　ユウヤの配下は全員、強化を掛けられているのだから。

			　狂戦士でもなければ止められない。

			　だから、ラインハルトは時間がなかった。

			　このままモタモタしていれば、ユウヤの兵士に囲まれてやられる。

			　対するユウヤも、囮になったリカルドとセラのために早く決着をつけたかった。

			　互いに時間に追われる者同士。

			　しかし、焦りは微塵も見せない。

			　そんなものを見せて、勝てる相手ではないからだ。

			　馬を走らせ、二人は再度激突した。

		

	
		
			　

			第三十四話　狼牙族の戦士

			　

			「くっ！」

			　声が漏れて、体勢が崩れた。

			　体を狙った横(よこ)薙(な)ぎの一撃を、ギリギリで躱(かわ)したからだ。

			　ラインハルトと相対してから結構な時間が経っている。

			　そろそろ決着をつけなければ、獣人が応援にやってくる。

			　そう思ったとき、獣の遠吠えが耳に届く。

			「もう来たか！」

			　視線を砦(とりで)の方向に向ければ、兵と兵の間を縫うように駆ける影がある。

			　数百の獣人がこっちに向かってきていた。

			「警戒しろ！　獣人が来るぞ！」

			「よそ見とは余裕だな！」

			　ラインハルトが俺に指示を出させまいと、攻撃してくる。

			　それを凌(しの)ぎつつ、俺は近くで戦うエドガーとレオナルドに声をかける。

			「エドガー！　レオナルド！　頼んだぞ!!」

			「お任せを！」

			「若君はラインハルトに集中してください！」

			　しっかりとした返事が返ってくる。

			　これだけで安心というわけではないが、今の俺には二人に任せるしかない。

			　ラインハルトを相手にしながら、部隊の指揮は難しい。

			　しかも相手は獣人だ。

			　適当な指揮では容易く突破される。

			「獣人が来た以上、君たちは失敗だ。諦めろ」

			「そうは行くか。獣人もお前も突破すればいいだけのことだ」

			　強気な言葉を発して、自分を奮い立たせる。

			　まだ終わりじゃない。

			　指が一本でも動く限り、諦めない。

			　その意思が伝わったのか、ラインハルトは何も言わずに剣を構える。

			　とにかく、こいつをどうにかしないと始まらない。

			　そう思ったとき、俺は風を切り裂く音を聞いて、咄(とつ)嗟(さ)に馬を横に走らせた。

			　本能的に拙いと感じたからだ。

			　爆発音とともに今まで俺がいた場所が爆ぜる。

			　いや、正確には爆発したわけじゃない。

			　何かが物凄い勢いで落下してきたのだ。

			　立ち込める土煙の向こうで、人型の何かが起き上がる。

			　こんな理不尽な力を発揮するのは人間じゃない。

			「我らを突破するとは豪気なことだ」

			　青い髪に、青い耳と青い尻尾。

			　そして琥珀色の瞳。

			　精悍な顔立ちの男がそこには立っていた。

			「我が名はグレン。狼牙族の戦士長。アルシオンの銀十字。我らが一族の悲願のために死んでもらう」

			「グレン。一対一の勝負に割り込まないでもらおう」

			「ふん。騎士道というやつか。興味はない。獲物は仕留められるときに仕留める。それだけだ」

			　そう言ってグレンは俺に接近してくる。

			　剣で牽制するが、低い位置から迫ってくるためやりにくい。

			　こんな敵は初めてだ。

			　それに戦士長というだけあって、動きが速く、力も強い。

			　爪での攻撃を受けると、剣が弾かれて体勢が崩れる。

			　ラインハルトに加えて、こんな難敵が出てくるなんて。

			　予想してなかったわけじゃない。

			　だが、予想の中では最悪の状況だ。

			「どうした！　アルシオンの銀十字！」

			「くっ！」

			　馬の小回りが利かないのを利用して、グレンはグルグルと俺の周囲を回って、隙を見て攻撃してくる。

			　これじゃジリ貧か。

			　そう思ったとき。

			「はっ！」

			　背後から馬(ば)蹄(てい)の音と気合が聞こえてきた。

			　咄(とつ)嗟(さ)に馬から飛び降りるようにして、横に飛ぶ。

			　空中で体をひねると、ラインハルトが剣を突き出した体勢を取っていた。

			　一対一に拘(こだわ)るのをやめたか。

			「卑怯ではあるが、君の首は私が取る」

			「俺の首は俺の物だ。簡単にやれるか」

			　そんな言葉を発している間に、後ろからグレンが爪を振り下ろしてくる。

			　馬に乗っているときはそんなに気にならなかったが、グレンはデカい。

			　二メートルはあるだろうか。

			　俺との身長差は四十センチほど。

			　体重も相当差があるだろう。

			　階級制のスポーツならあり得ない対戦だ。

			　それが起こり得るのが戦争なのだけど。

			「このっ!!」

			　グレンの爪を弾き、ラインハルトの剣を避ける。

			　どちらも一流の戦士ゆえか、それなりに連携を取ってくる。

			　グレンが攪乱し、ラインハルトが絶妙なタイミングで攻撃してくる。

			　かと思えば、ラインハルトが力業で俺の動きを封じ、グレンが背後から攻撃してくる。

			　厄介な二人だ。

			「はぁ、はぁ……」

			　剣を地面に刺し、杖代わりにする。

			　一気に体力を持って行かれた。

			　まだ掠(かす)り傷程度だが、攻撃も徐々に避けられなくなっている。

			　馬から降りた以上、足を止めたらやられる。

			「そろそろ幕か……二対一になったのは不本意だが、これも戦場の理か」

			「小さな体でよくやった。もう楽になれ」

			　そう言って二人が接近してくる。

			　退路はない。

			　この二人から逃げるには、速度が足りな過ぎる。

			　ここで終わるわけにはいかない。

			　たとえ使徒を討てないとしても。

			　この二人だけはここで討たねば。

			　エルトの障害になる。

			「ふぅ……」

			　小さく息を吐き、体を起こす。

			　地面から剣を抜き、だらりと構える。

			　それを見て、グレンとラインハルトは近づくのをやめた。

			　なにかあると感じたのだろう。

			　どうせここで戦い続けても、やられるのは目に見えている。

			　ならば賭けに出るのも悪くない。

			　大きな賭けだ。

			　命を賭ける大一番。

			　それでも。

			「……」

			　やれることはやろう。

			　悔いを残すよりは何倍もマシだ。

			「強化……二倍」

			　体に力が漲ってくる。

			　だが、それは一時的なモノだ。

			　やがて反動が来る。

			　おそらく筋肉痛なんかじゃ済まないだろう。

			　内臓をやられるかもしれない。

			　だから。

			「お前らはここで討つ！」

			　二倍の身体能力を生かして、俺はグレンの懐に潜り込み、剣を跳ね上げる。

			「くっ！」

			　グレンは体を引くが、それでは間に合わず、胸に一筋の線が走った。

			　そのまま今度はラインハルトへ向かう。

			「いきなり速くなるとは！」

			　ラインハルトは驚きながら剣を振るうが、それを剣で受け流して、馬の上にいるラインハルトを蹴り飛ばす。

			　ただの蹴りだが、二倍に強化されている。

			　ラインハルトは顔をしかめながら馬から吹き飛ばされる。

			　これでラインハルトの機動性も奪った。

			　あとは。

			「うぉおおお!!」

			　グレンのみ。

			　背後から雄たけびをあげて襲い掛かってくるグレンの爪を頭の上で受け止め、弾き返す。

			　そのまま振り返って、グレンの横腹を切り裂く。

			　さきほどとは違う。

			　動けないほどじゃないが、それなりに深いはず。

			「ぐっ!!」

			　呻きながらグレンが俺から距離を取った。

			　そこでラインハルトが体勢を立て直して、俺のほうに向かってくる。

			　まだまだ二対一ではあるが、これなら何とかなる。

			　そう思ったとき。

			　グレンが大きな雄たけびを上げた。

			「うぉぉぉぉぉ!!」

			「くっ！」

			　鼓膜が破れるかと思った。

			　まるで音波兵器だ。

			　だが、驚くのはそれからだった。

			　グレンの見た目がどんどん変化し始めたのだ。

			　背は大きくなり、肩や胸は肥大化する。

			　体毛が伸び、爪や牙も大きくなる。

			　最も変わったのは顔だ。

			　その顔はどう見ても狼だった。

			「人狼……!?」

			　魔族の中には体を変質させることができる者もいるというけれど、グレンもそれに当てはまっていたか。

			　どう見てもさきほどより戦闘向きな体だ。

			　これでさきほどより弱いということはないだろう。

			「使徒よ！　このグレンに力を！　貴様の敵を排除する力を！」

			　そう言ってグレンはさらに雄たけびを上げる。

			　いや、これは雄たけびというよりは遠吠えだ。

			　チラリと敵の本陣に視線を移せば、プラチナブロンドの少年がグレンに手を向けている。

			　あいつがマグドリアの使徒か。

			　あと一人くらいは狂化できる力を残しておいたのか、それとも無理をしているのか。

			　どちらにしろ。

			「人狼の狂化か……もう狂犬だな……」

			　最悪の敵ができ上がった。

			「ワレラノ……ヒガン!!」

			　今まで流暢に喋っていたのに、唐突に片言に変わった。

			　狂化の影響か。

			　それでも喋る内容は伝わる。

			　理性はまだあるな。

			「このっ!!」

			　四足で飛び上がり、前腕を振り下ろしてくる。

			　それを受けるのは拙いと判断して、前に踏み出し、交差する軌道で避ける。

			　そのままグレンの背後を取って、その背中を斬りつける。

			　しかし。

			「ちっ！　硬い！」

			　皮膚が硬く、致命傷にはならない。

			　今、ブルースピネルの強化は、体力消費を抑えるために十倍に留めている。

			　だが、これは上げざるを得ないか。

			「武器強化……三十倍！」

			　今の状況じゃこれが限界だ。

			　これで効かなきゃ、ちょっと拙い。

			「ウォォォン!!」

			「本当に狂犬だな！」

			　連続して振り回される爪をステップで躱(かわ)す。

			　こいつの攻撃を受け止めれば吹き飛ばされるのは目に見えている。

			　受け流すか、避けるか。

			　どちらかしかない。

			　そんな考えが頭をよぎったが、俺が避けるだろう場所にはラインハルトがいた。

			　誘導されたか！

			　狂化しているってのに理性があるってのは厄介なものだ。

			「躱(かわ)せないなら！」

			　爪が振り下ろされる前に、俺は前に突っ込む。

			　躱(かわ)せないなら、攻撃させなければいい。

			　懐に潜り込み、下から肩口までを切り上げる。

			　まさか前に出てくるとは思わなかったのか、グレンは攻撃を受けて一瞬、動きを鈍らせた。

			　その隙は逃さない。

			　三十倍なら斬れる。

			　狙うのは首。

			　この一撃で決める！

			「はぁぁぁ!!」

			　おびただしい量の血が飛んだ。

			　しかし、グレンは倒れない。

			　代わりにグレンの左腕が宙を舞い、地面に落ちた。

			「咄(とつ)嗟(さ)に左腕を犠牲にしたか……」

			　グレンは大したことはないとでも言うように、俺を睨(にら)みつける。

			　その目にはまだ戦意がある。

			　一種の興奮状態である狂化時じゃなければできない芸当だ。

			　普通なら痛みで意識と動きが鈍る。

			「マダダ……」

			「何がお前をそうさせる？　悲願とは何だ!?」

			「ワレラノヒガン！　ラディウスニムカウコト！」

			　ラディウスに向かうこと。

			　それが悲願だとグレンは言う。

			　ならば、なぜ戦う。

			　アルシオンと交渉すればいいだけの話だろうに。

			「それなら俺が何とかしてやる！　マグドリアにつくな！」

			「コドモハミステラレン！」

			　その言葉だけでマグドリアが獣人を従わせるのに、何をしたのか理解できた。

			　俺の背後で剣を構えるラインハルトを睨(にら)みつける。

			「知っていたのか？」

			「知らぬほうがおかしい。承知の上だ」

			「人質を取ることが正しいことか？　そこまでして勝ちたいか？　そこまでして死体を積み上げたいのか？」

			　ラインハルトは首を横に振る。

			　聞く耳は持たないか。

			　すでにこいつは諦めている。

			　国を、そして使徒を止めることを。

			　自らを一人の戦士と割り切り、その役目を果たすことだけを考えている。

			「ラインハルト……お前はあの使徒とは違うと思っていた。一本筋の通った騎士なのだと思ってた」

			「耳が痛いな。もう喋るのはやめよう……。ここは戦場。勝った者が正しいのだよ」

			「そうかい。なら、お望み通り剣で語ってやる。そしてお前たちが間違っているということも証明してやる！」

			　一瞬でラインハルトの間合いに入り込み、ラインハルトの腹部を切り裂く。

			　だが、鎧(よろい)の分だけ浅い。

			　その間にラインハルトとグレンが同時攻撃を仕掛けてくる。

			　グレンの攻撃を躱(かわ)し、ラインハルトの剣を受け止める。

			　そのまま、力任せにラインハルトを押していく。

			　ラインハルトは反撃を狙うが、俺は攻撃を止めない。

			　左から右に。右から下に。

			　下から上に。上から左に。

			　体重を移動させながら、剣を振るう。

			　一回振るたびに、ラインハルトの鎧(よろい)が弾け飛び、鮮血が舞い散る。

			　苦悶の表情を浮かべながら、ラインハルトは反撃するが、すでに剣に勢いはない。

			「終わりだ！」

			「ウォォォ!!」

			　体勢を崩したラインハルトに止めの一撃を放とうとしたとき、後ろからグレンが現れる。

			　爪を上から下に振り下ろす攻撃だ。

			　大振りで隙だらけ。

			　だから咄(とつ)嗟(さ)に剣を引いて、グレンの胸に剣を突き差した。

			「馬鹿野郎……！」

			　グレンが血を吹き出し、みるみる人間へと戻っていく。

			　後ろでラインハルトが立ち上がるのが気配でわかった。

			　だから、剣を抜こうとしたとき。

			　グレンに体を掴まれた。

			「我ら……狼牙族は……狙った獲物は逃さん!!」

			「くっ！　この……ごほっ！」

			　力ずくで振りほどこうとするが、その瞬間に力が抜けた。

			　口から大量の血がこぼれる。

			　攻撃を食らったわけじゃない。

			　強化を二倍に引き上げた反動だ。

			　足から力が抜け、視界がグラつく。

			　ラインハルトの姿が薄っすらと捉えられるが、体が動かない。

			　なんとか逃れようとするが、グレンの腕が邪魔で動けない。

			「……やれ！」

			「うぉぉぉ!!」

			「くっ！」

			　万事休す。

			　そんな言葉が頭を駆け巡る。

			　諦めてはいけないと思っていても、体がついてこない。

			　負けてたまるかと思っていても、腕も足も動かない。

			　俺にできたのは振り下ろされる剣をただ見ていることだった。

			　しかし、剣は予期せぬ動きをする。

			　途中で止まったのだ。

			　気付けば、俺の周りには光の粒子が漂っていた。

			　そして。

			　澄んだ音が戦場に響き渡った。

		

	
		
			　

			閑話　薔薇姫現る

			　

			　クラック砦(とりで)から少し離れた街道で、フィリスは十人ほどの兵士とともにいた。

			　地図にある道を通れば、必ずこの街道を通るはずだからだ。

			「遅い……。まだなの……？」

			　フィリスはユウヤから託された木箱を胸に抱えて、エルトの到着を待っていた。

			　しかし、すでに戦いが始まってから大分経っている。

			　奇襲を選択した以上、戦は早く終わる。

			　勝敗はともかくとして。

			　今、このときにでも決着がつくかもしれない。

			　そう思うとフィリスは胸が張り裂けそうだった。

			「エルトリーシャ・ロードハイム……お願い……！」

			　いまだに騎馬が駆ける音すら聞こえず、土煙も見えない。

			　これ以上、遅れれば決定的な瞬間に間に合わなくなる。

			「わざと遅れているなんてことはないわよね……」

			　フィリスは顔を歪めながら、唇を噛みしめる。

			　政治的に考えれば、両軍が疲弊したときに助けるのが最もレグルスには得だ。

			　助けるという約束は守れるうえに、疲弊した敵とならば自軍の戦力も削られない。

			　自分がレグルスの使徒ならば、その判断を下すかもしれない。

			　そう思えばこそ、フィリスは息苦しさを感じていた。

			　内心の焦りと不安で、呼吸が乱れているのだ。

			　ここで意識を手放してしまえれば、どれほど楽だろうかとフィリスは思った。

			　しかし、それは戦場で戦う者たちへの裏切りに他ならない。

			　不安程度に押しつぶされては、敵と相対している者たちに笑われてしまう。

			　自分を奮い立たせ、フィリスは街道を見据える。

			　少しの変化も見逃さないという気持ちで。

			　しかし、変化は起きない。

			　だが、一人の兵士が怪(け)訝(げん)そうな顔をする。

			「なんだか……音が聞こえないか？」

			「何言ってるんだ？　音なんか聞こえないぞ？　大体、騎馬が走る音が聞こえるなら、土煙くらい立つはずだ」

			「そうだよな……けど、なんだか音が」

			　そう言って兵士はしきりにフィリスたちから見て右方向にある森を見る。

			　フィリスは少し距離のある森を見て、ハッとする。

			　地図を思い出したのだ。

			　ヘムズ平原から真っすぐ進めば、この森を通ると。

			　もちろん、この森に入る前にも何か所か軍の通行が難しい箇所がある。

			　それらを突破して、なおかつこの森を突破するだろうか。

			　一瞬、疑問にかられたフィリスだが、もしも自分だったらと考える。

			　何ものにも代えられない約束だとするなら。

			　障害など気にせず、最短距離を通るはず。

			　フィリスは自分の中から湧き上がる衝動に駆られ、兵士が手綱を持つ馬に乗った。

			「殿下!?」

			「ついてきなさい!!」

			　そう言ってフィリスは駆ける。

			　今いる街道の場所では、もしも森を抜けてきた場合、全力で駆ける騎馬隊には追い付けない。

			　髪が乱れるのも気にせず、フィリスは全力で馬を走らせた。

			　森に近づくと、たしかに兵士の言った通り、音が聞こえた。

			　何かが疾走し、地面を踏みしめる音だ。

			　それも多数。

			　フィリスは後ろをチラリと見る。

			　出遅れた兵士たちは、フィリスに追いつこうとしているが、差が縮まらない。

			　フィリスはそこで兵士たちとともに行くことを諦めた。

			　もしも森から出てくるのが山賊やマグドリア兵だった場合、フィリスの命はないだろう。

			　だが、それでもいいと思えた。

			　皆と同じ場所で命を賭けられなくとも、ここで命を賭けられるなら文句はない。

			　ここが自分の戦場だとフィリスは覚悟を決めた。

			　エリオットの想いを無駄にすることになるが、フィリスは笑う。

			　思えば、兄の言うことを素直に聞いたことなど今まで一度だってない。

			　ならば、今も素直に聞く必要などないのだ、と。

			　いよいよ音が大きくなっている。

			　音の発生源は近い。

			　フィリスは馬を右側、砦(とりで)方面に走らせる。

			　森を目指しても仕方がないからだ。

			　森から出てくるのがロードハイムの騎士たちならば、彼らの目標は砦(とりで)以外にあり得ない。

			　ならば、その先頭を行くエルトリーシャ・ロードハイムに角笛を渡すには、先回りをする必要がある。

			　その目論見はすぐに当たった。

			　まるで濁流のような勢いで森から騎士たちが出てきた。

			　馬を走らせ、まったく止まる気配を見せない。

			　その先頭には薔(ば)薇(ら)色の髪を靡かせる美しい少女がいた。

			　その美(び)貌(ぼう)に一瞬、フィリスは見(み)惚(と)れる。

			　フィリスは自分の容姿にそれなりの自信があった。

			　笑みを浮かべれば、どんな男性でも虜にする自信もあった。

			　それが王家の女に求められることだからだ。

			　しかし、そのプライドは一瞬で砕け散る。

			　長い行軍で衣服は汚れ、髪も荒れている。

			　けれど、先頭に立つエルトの姿は自分では敵わないと思うほどだった。

			　鮮烈な美しさだった。

			　まるで研ぎ澄まされた剣のように、他者を惹きつけて、飲み込んでしまいそうな美しさ。

			　それがエルトにはあった。

			　フィリスはそこで気付く。

			　ユウヤが自分と話しても、あまり動揺しなかった理由に。

			　一カ月近くもこんな少女とともにいれば、どんな女にも動揺などしなくなるに決まっている。

			　胸に湧く敗北感にフィリスは困惑しながら、しかし馬を走らせた。

			　それは意地のようなものだった。

			　王女として大切に育てられ、今までの人生で築き上げてきたプライドを総動員して、フィリスはエルトに張り合った。

			「使徒エルトリーシャとお見受けします！」

			「如何にも。私はエルトリーシャだ。あなたは？」

			　清(せい)冽(れつ)な声だった。

			　はっきりとしていて、馬を駆けながらも耳に届く。

			「私はフィリス・アルシオン！　アルシオン王国の王女です！」

			「ほぉ？　王女殿下が何の御用か？　私は見ての通り、貴国を救うのに忙しいのだが？」

			　必死に馬を走らせるフィリスを見て、エルトは余裕の笑みを浮かべる。

			　小馬鹿にされている気がして、フィリスは内心で怒りを覚えながら、木箱を見せる。

			「ユウヤ・クロスフォードから頼まれました！　あなたに返してほしいと！」

			「ふふ、律儀な奴だ。戦が終わってからでもいいものを」

			　今まで凛(りん)とした雰囲気が崩れ、明るく、人懐っこい笑みをエルトは浮かべる。

			　意外な表情に呆気にとられていると、エルトは腕を伸ばして、フィリスから木箱を取り上げる。

			「たしかに返還していただいた。正式なご挨拶はまた後程に。戦況をお聞きしても？」

			「狂戦士を引きずりだし、ユウヤ・クロスフォードが敵の使徒に奇襲を掛ける手筈です！　おそらく成功したかと！」

			「奇襲？　まったく私を待つという選択肢はないのか、あいつは……。情報ありがとうございます。では、殿下。これにて。あなたに合わせていては、私が遅刻魔と馬鹿にされてしまうので」

			　そう言うとエルトは馬を一気に加速させ、フィリスを引き離す。

			　それに続けとばかりに騎士たちも続く。

			　騎士たちの本気の走りに呆気にとられつつ、フィリスは馬足を緩めて、エルトたちを見送る。

			「……頼みます。白光の薔薇姫」

			　両手を胸の前に組んで、フィリスは祈る。

			　どうか、エルトが間に合うまで皆が無事であるように、と。
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			◆　◆　◆

			　

			「間に合うと思うか？」

			「間に合わないと思っているのですか？」

			　エルトは横を走るクリスに問いかける。

			　しかし、クリスはその問いには答えず、逆に問い返す。

			　エルトは微かに笑みを浮かべて首を横に振る。

			「残念ながら間に合う気しかしないな」

			「そうでしょうね。いつも以上に自信に満ち溢れた表情をされていますから」

			「そうか？　いつも通りだと思うが？　まぁ、多少気分が高揚しているところはあるがな」

			　答えながら、エルトは斜め後ろを走る獣人の少年、カシムに視線を送る。

			「カシム。先に言っておくが、お前の同族だろうと向かって来れば容赦はしない。私の友人や臣下を傷つける場合も同様だ。敵の使徒の神威は狂化。正気ではないだろうが、そんなことは関係ない」

			「わかってる……。戦場に出た以上、皆、死ぬ覚悟はできてるはずだ。ただ、オイラたちが人質から解放されたってのは伝えたい。あんたたちの邪魔はしない」

			「よろしい。まぁ、悪いようにはしない。私の神威は私の性分とは裏腹に、敵を捕獲したり、無力化することにも長けているからな」

			　エルトは不満そうに唇を尖らせる。

			　エルトとしては、どうせ神威を授かるならば、戦場を吹き飛ばすような攻撃的な神威がほしかった。

			　そちらのほうが自分の性に合っているからだ。

			　今の神威が嫌いなわけではないが、どうにも迫力に欠ける。

			　それがエルトには不満だった。

			「エルトリーシャ様に攻撃的な神威を授ければ、地形が変わってしまうと神も恐れたのでしょう」

			「なにを言う！　ちゃんと考えて使う！」

			「僕には試し打ちで山が吹き飛ぶ光景しか想像できませんが」

			　クリスの言葉に話を聞いていた騎士たちも頷く。

			　ただでさえ攻撃的なのに、神威まで攻撃的では世を混乱させかねない。

			　神の判断は正常だと騎士たちは思った。

			　もちろん、口にはしないが。

			「クリス。なんだかユウヤに似てきたな。言い回しがユウヤみたいだぞ？」

			「なっ!?　あんな男と一緒にしないでください！　そんな評価をされるくらいなら死んだほうがマシです！」

			「そうか？　堅苦しいよりはいいと思うぞ？　ただ、ユウヤみたいに癇(しやく)に障るのは困る。あいつの言葉はときたま、異常に私を不機嫌にさせるからな」

			　エルトは笑いながら告げる。

			　言葉と表情が裏腹で、カシムは不思議そうにエルトに質問した。

			「そのユウヤってのはあんたの友人なんだろ？　仲悪いのか？」

			「まさか。仲が悪い奴のために、こんなところまで来たりはしないさ」

			「じゃあ、仲が良いのか？」

			「うーむ、難しい質問だ。私はそうでもないが、あいつは仲が良いと思っている」

			「はぁ……」

			　エルトの物言いにクリスはため息を吐き、カシムはその反応でなんとなくユウヤとエルトの関係が把(は)握(あく)できた。

			「なるほど。あんたのほうがご執心なのか。使徒に気に入られるなんて、珍しい奴だな」

			「その言い方には反論したいが……まぁ、面白い奴だぞ。会えばわかる」

			　そう言ったとき、エルトの視界にクラック砦(とりで)の姿が飛び込んできた。

			　その姿はどんどん大きくなっていく。

			「クリス！」

			「はっ！」

			　エルトはフィリスから受け取った角笛をクリスに渡す。

			　クリスは木箱から取り出し、その角笛を構える。

			「うん？　ユウヤが笛を吹いたということは、間接的な口づけになるのか？」

			「ひっ!?」

			　今、まさに口をつけようとしていたクリスは、いつも出さないような声を出して、角笛を自分の唇から勢いよく離す。

			　そして余計なことを言ったエルトを睨(にら)む。

			「え、エルトリーシャ様!?」

			「すまないな。嫌なら代わってやろう。私なら構わないぞ？」

			「そんなことさせるわけにはいきません！　大体、笛を吹くのは我が一族の役割です！　僕にお任せを！」

			　そう言いながら、クリスはいつまで経っても笛を吹かない。

			　そうしている間にも砦(とりで)は近づいてくる。

			　何度も砦(とりで)と笛を交互に見つめ、

			「ええい!!」

			　クリスは意を決して、笛に口をつけ、息を吹き込む。

			　途端、辺りに旋律が流れ始める。

			　その音を聞きながら、エルトは剣を抜き、自分の額に当てる。

			　集中のためだ。

			　エルトの体から白光する粒子が溢れ出る。

			　そして、それは一目散に、砦(とりで)の方面へと向かっていく。

			　まだエルトの目には戦場のすべてが映ったわけではない。

			　だが、エルトの分身ともいえる粒子のおかげで、ある程度、戦場の様子は把(は)握(あく)できた。

			　見えているわけではないが、感覚で粒子の周りが理解できるのだ。

			　だが、エルトは戦場の様子に興味はなかった。

			　粒子は加速する。

			　エルトが興味を持ち、探すのはただ一人。

			「……見つけた！」

			　敵に捕まり、今にも止めを刺されそうなユウヤの姿を見つけて、エルトは小さく笑う。

			「手のかかる奴だ」

			　ユウヤの周囲に粒子を向かわせる。

			　ユウヤに向かっていた剣が止まったのを確認し、エルトは大きく息を吸う。

			「行くぞ！」

			　そのエルトの掛け声とともに、笛の旋律はより大きく戦場に響き渡った。

		

	
		
			　

			第三十五話　決着の時・上

			　

			　笛の音が聞こえた瞬間。

			　マグドリア軍の変化は顕著だった。

			「ば、薔(ば)薇(ら)姫……」

			「ロードハイムがやってきた!?」

			　兵が恐怖のあまり叫び、その叫びがまた新たな恐怖を生んでいく。

			　統率が失われ、動きを止めてしまう兵士たちもいる。

			　だが。

			「落ち着け！　兵士たち！　これは敵の罠だ！　オルメイア平原でも使った手だ！　薔(ば)薇(ら)姫の笛を吹いているだけで、敵に薔(ば)薇(ら)姫はいない！」

			　敵の使徒がそう叫んで落ち着かせ始める。

			　たしかに。

			　普通ならそう思うだろう。

			　また同じ手か、と。

			　だが、今回は違う。

			　そうわかるのは、マグドリア軍の中ではラインハルトだけだろう。

			　ラインハルトと俺の間には光る粒子が展開されている。

			　それはラインハルトの剣を受け止め、俺に迫ることを許さない。

			「くっ！」

			　ラインハルトが剣を引く。

			　ここで俺を狙っていても仕方ないという判断だろう。

			「ぐっ……」

			　俺を捉えていたグレンがうめき声をあげて崩れ落ちた。

			　最後の力を使い果たしたのだろう。

			　そんなグレンを見て、ラインハルトが一瞬だけ躊(ちゆう)躇(ちよ)する。

			　だが、ラインハルトはグレンから視線を切り、近くの黒騎士から馬を貰って、馬上で剣を掲げた。

			「黒騎士団！　総員、守備体形！　使徒様を守る!!」

			　その号令に黒騎士たちが瞬時に反応する。

			　今まで俺の部下たちと戦っていた黒騎士たちが、ラインハルトの下に集合し始めた。

			　さすがに早い判断だ。

			　だが、黒騎士団だけじゃどうにもできないだろう。

			「ラインハルト!?　なにをしている！　薔(ば)薇(ら)姫などいない！　早くアルシオンの銀十字を討ち取れ！」

			　マグドリアの使徒がそう叫ぶ。

			　ラインハルトはその声に耳を貸さない。

			　視線すら向けず、徐々に近づく笛の音に焦りの色を浮かべている。

			　まだ何か言おうとする使徒を制したのは、マグドリア軍の者でも、アルシオン軍の者でもなかった。

			　ロードハイムの騎士たちとともに颯(さつ)爽(そう)と現れた薔(ば)薇(ら)色の髪を持つ使徒。

			　エルトだ。

			「マグドリアの使徒に告ぐ！　私はレグルス王国の使徒、エルトリーシャ・ロードハイムだ！　今からロードハイムの騎士とともに首を取りに行くゆえ、しっかり洗って待っていろ！」

			　戦場に響く清(せい)冽(れつ)な声。

			　よく通るその声は、エルトの存在を戦場全体に伝えた。

			　襲撃を勧告されたマグドリア軍も。

			　援軍を得たアルシオン軍も。

			　どちらもすぐには行動できなかった。

			　だが、エルトの後ろにズラリと並ぶロードハイムの騎士と、戦女神の旗を見て、それぞれ動きを開始した。

			　マグドリア軍は悲鳴を上げ、アルシオン軍は歓喜の声を上げた。

			「我が騎士たち！　いつも通りだ！　私の背を追って来い！　突撃!!」

			　マグドリア軍にとって死刑宣告に近い声が響く。

			　マグドリアの使徒も呆然としているようで、指示が出ない。

			　けれど、あらかじめ準備していた者たちの反応はさすがに早い。

			「マグドリア軍！　戦え！　たかが数千の援軍がどうした！　敵が使徒でも、我らにも使徒様がついている！　マグドリア軍の誇りを見せるときだ！　祖国には勝利を待つ家族がいるのだ！　この戦！　必ず勝つぞ!!」

			　ラインハルトの声に黒騎士団が応える。

			　それにつられた兵士たちが、エルトへの恐怖から解放されていく。

			　落ちこんだ士気が回復した。

			　けれど、互角ではない。

			「若君！」

			「レオナルドか……少し下がるぞ」

			「撤退ですか!?」

			「いや、後退だ。ここに兵が集結しつつある。このままだと突出した俺たちは囲まれる」

			　本陣に最も近い敵が俺たちだ。

			　このままここに留まれば、使徒を守るために集結したマグドリア軍に真っ先にやられる。

			　敵は本陣の守備のために、使徒の下に集結しつつある。

			　後退するなら今だろう。

			「周りで戦ってる奴らにも伝えろ……」

			「はっ！」

			　俺は周囲を見渡し、アルシオン兵を数える。

			　戦いながら移動していたせいか、周りにはあまり兵がいない。

			　大分やられたのだろう。

			　残っている兵も強化が切れたのか、苦戦を強いられていた。

			　途端に体が重くなった感覚だろう。

			　俺は慣れているが、普通では味わえない感覚だ。

			　すぐに動くのは難しい。

			　ラインハルトとグレンに気を取られ過ぎたか。

			　これを立て直すのは難しいぞ。

			　レオナルドが連れてきた馬に乗ると、ラインハルトと視線が合う。

			　俺も向こうも満身創痍。

			　けど、ラインハルトの目は死んでいない。

			「もう一戦か……」

			　セラとリカルドの様子も気になるが、ここで突撃しても黒騎士団は突破できない。

			　敵が集結するなら、こちらも集結しなくては。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「派手にやられたな？」

			　一旦、後退した俺にそう声を掛けたのはエルトだ。

			　俺たちが切り開いた道を通ったとはいえ、早いご到着だ。

			　もちろん、マグドリア軍が本陣の防御を優先したことも要因の一つだけど、エルト自身の武勇と神威が一番の理由だろう。

			「ラインハルトと獣人の戦士長の二人を相手にしてたんだ……命があるだけマシさ」

			　俺の返しにエルトは感心したように目を見開く。

			「ほぉ？　獣人の戦士長とやらは知らないが、獣人の中でも指折りなのは間違いないな。それとラインハルトを相手にして、よく生きてたものだ」

			「運が良かった。エルトの助けがなきゃやられていた」

			　ありがとう、と礼を言うとエルトは満足そうな笑みを浮かべる。

			　しかし、すぐに表情は真剣なものに切り替わる。

			「だが、状況はあまり良くはない」

			「外のアルシオン軍か……」

			　現在、エルトの後ろには千人ほどの騎士が付き従っている。

			　俺の周りには五百人ほどだ。

			　そのほかのアルシオン兵やロードハイムの騎士たちは、俺たちの周りでマグドリア兵と交戦中ということだ。

			　ただ、エルトの兵は三千から四千はいた。

			　周りで戦っている騎士を合わせても計算が合わない。

			　なによりエルトの傍に副官であるクリスの姿が見えない。

			　となると、残りの騎士は。

			「ああ。クリスとともに騎士を援軍として送ったが、狂戦士の勢いは止まらない。早めに決着をつけねば、犠牲が増えるぞ」

			「……わかってる」

			　俺はエルトと馬を並べて、使徒の本陣を見る。

			　黒騎士団に加えて、狂化している獣人が数体いる。

			　残った力を振り絞って、狂化した以上、手練なのは間違いない。

			　そんなことを考えていると、エルトの傍にいた少年が声をかけてきた。

			「おい、あんた！」

			「ん？　君は……獣人か？」

			「マグドリアの人質だった子供だ。カシムという。説得に使えないかと思って連れて来た」

			「そんなことはどうだっていいんだ！　戦士長は！　グレンさんは!?」

			　必死に声をかけてくる姿を見て、答えに詰まってしまう。

			　胸を刺された以上、あのとき点で命は尽きかけていた。

			　まだ生きていたとしても、助からないのは明白だ。

			「……俺が胸を刺した。もう助からないだろうな……」

			「……どこだ……？」

			「この少し先だ」

			　あれだけの巨体だ。

			　マグドリア兵もわざわざ踏みつぶしたりはしないだろう。

			　無事に確保できる可能性はある。

			　もちろん、敵に突っ込まなければいけないが。

			「……オイラもついていく」

			「好きにしろ。ただし、目の前で親族が殺されるかもしれないぞ？」

			「平気だ。オイラの家族は姉ちゃんだけで、その姉ちゃんもあんたに保護された。その姉ちゃんの夫がグレンさんだ。せめて遺体だけでも持ちかえりたい……」

			　そう言いながらカシムは涙を堪えている。

			　つまりカシムにとって、グレンは義理の兄というわけか。

			　普通なら俺に襲い掛かって来そうなものだけど。

			「カシム。先に言っておくが、おかしな真似をすれば斬るぞ？」

			　エルトが忠告する。

			　義理の兄を失った子供に冷酷かと思うが、後ろから攻撃される可能性もある。

			　指揮官として当然。

			　連れていくだけ優しいというべきか。

			「わかってる……。あんたは一族の大恩人だ。あんたやあんたの周りの人間を害することは絶対にしない」

			「ならいい。それとこれから獣人を説得する。狂化している者は無理だろうが、ほかの者ならお前の姿と言葉を聞けば、気持ちも揺らぐだろう」

			「任せてくれ。それで駄目ならあんたの好きにすればいい。恨んだりはしない」

			　そう言ってカシムは目に溜まった涙を拭き去る。

			　エルトの性格的に、説得しても向かってくるなら容赦はしないだろう。

			　本当に駄目な場合は、子供の前だろうと獣人を切りかねない。

			　カシムの言葉に頷き、エルトは剣を高く掲げる。

			「私はレグルスの使徒、エルトリーシャ・ロードハイム！　聞け！　狼牙族の戦士たち！　諸君らを縛る人質は私たちが解放した！　戦う理由は消えた！　今すぐ投降せよ！」

			　エルトは言いながら、獣人たちから視線を外さない。

			　獣人たちは反応したものの、半信半疑といった様子だ。

			「使徒様の言うことは本当だ！　オイラたちは無事だ！　みんな戦いをやめてくれ！」

			　カシムが声をあげて、エルトの前に出た。

			　さすがにカシムの登場には多くの獣人たちが動揺する。

			　多くの者が戦いをやめるが、まだ戦いをやめない者もいる。

			　そんな者たちを見て、エルトは小さくため息を吐く。

			「馬鹿者が……！　カシム。下がれ。これ以上は危険だ。敵の矢が来る」

			「あともう少しだけ……！　オイラが利用されてると思ってるんだ！」

			「わかってる。だが、言葉で説得できない以上、打つ手はない。悪いようにはしないから、もう下がれ」

			　言っている側からマグドリアから矢が放たれた。

			　そこまで数は多くないが、俺たちは密集しているため被害も多くなるだろう。

			　当たればだが。

			　マグドリアの矢は届く前にエルトの光壁に阻まれる。

			　エルトがいる以上、ここは堅牢な拠点と同じだ。

			　矢程度じゃどうにもできない。

			「獣人の大半は動きを止めた。あとは狂化している獣人が問題か……」

			「尋常じゃなく強いぞ……」

			　エルトといえど苦戦は免れないだろう。

			　なにせ剣がまともに通らないのだ。

			　俺のように強化できるならまだしも、エルトの神威は防御よりだ。

			　倒せないとは思えないが、時間がかかるだろう。

			「あまり獣人に時間をかけては逃げられる。この状況だ。敵の頭には撤退のプランがあるだろうからな」

			「俺ならもう撤退を決断するけどな」

			「見極めているのさ。黒騎士団と獣人が私を止められるのかどうかを。ちょっとでも風向きが悪いと思えば、即撤退だろうな」

			　そして黒騎士団と獣人は殿として戦う羽目になるわけか。

			　リカルドとセラが戦っている狂戦士の狂化もそろそろ時間だろう。

			　逃がせば第二次攻撃があるかもしれない。

			　ここで仕留めたいところだけど。

			「どちらにも決め手がないな……。狂化した獣人なら、満遍なく広げた光壁は突破するだろうし、かといって集中させれば黒騎士団を突破するのは難しい……さて、ユウヤ。どうする？」

			　エルトがそう振ってくる。

			　振ってはいるものの、どうせ頭の中じゃもう作戦はでき上がっているんだろう。

			　というか、この場合は一つしかない。

			「獣人をエルトが止めて、俺が使徒を狙う」

			「奇遇だな。私もそれしかないと思っていた。途中までは一緒に行ってやる。黒騎士団を何とか突破しろ」

			「無茶を言ってくれるな……。俺はもうヘロヘロなんだぞ？」

			「ラインハルトも似たようなものだ。大丈夫だ。お前の周りには光壁を展開しといてやる」

			　それはありがたいな。

			　防御を気にしなきゃ、まぁギリギリやれるか。

			　俺が頷くとエルトは不敵な笑みを浮かべる。

			　そしてエルトは突撃の合図を騎士たちに送った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　最初にロードハイムの騎士たちが突撃して、エルトと俺の道を作り始める。

			　エルトが先頭に立たないのは、エルトが真っ先に出てしまうと、すぐに獣人と黒騎士団が立ちはだかるからだ。

			　それでは使徒にたどり着くまで時間がかかる。

			　ある程度、距離を詰めてから突撃をする予定だ。

			　そんなわけで、後方で指揮を取っていたエルトの場所に知らせが来る。

			「少し先に瀕死の獣人を発見しました」

			　その報告を聞いて、エルトと俺、そしてカシムは前に出た。

			　どうせ、そろそろ突撃する予定だ。

			　問題ないだろう。

			　少し先に進むと、グレンが倒れていた。

			　こうしてみると、俺たちが戦った場所だけ血の色が濃い。

			　それだけ血を流し、敵を斬ったわけか。

			「グレンさん！」

			　倒れるグレンを見て、カシムが慌てて近寄る。

			　息をしているかも怪しく、周囲には血の海ができている。

			　胸を貫かれて、腕も切り落とされている。

			　生命力の高い獣人じゃなきゃとっくの昔に死んでいるはずだ。

			　しばらくカシムが揺さぶっていると、奇跡的にグレンの意識が戻る。

			　本当に最後の奇跡になるだろう。

			「……カシム……」

			「あ、ああ！　オイラだ！　大丈夫だからな！　レグルスの使徒様が助けてくれたんだ！」

			「……そうか……礼を……言わねば、な……」

			　二人のやり取りを黙ってみていたエルトが、馬上から声を掛ける。

			「私がレグルスの使徒だ。マグドリア軍の人質になっていた狼牙族の者たちは保護した。安心して逝くといい」

			「あり……がたい……レグルスの使徒よ……どうか……我が一族の……悲願を……」

			「ラディウスへ行きたかったそうだな？　だが、そこまでしてやる義理はない。保護はした。安全も保障しよう。だが、お前たちは手段を間違えた。たとえ、脅され、屈服させられた結果だとしても。魔族と人の関係はこれでさらに悪化する。お前たちに優しくするには血が流れ過ぎた」

			　エルトの言葉にカシムが涙を流し始める。

			　そんなカシムを見て、グレンは小さく笑う。

			「……そうか……ならば子供たちに……託そう……。仲間の下へ……我が一族も……。カシム……ピナに……すまないと……」

			　徐々にグレンの目から光が無くなっていく。

			　それを見て、カシムが泣き崩れる。

			　エルトは騎士を数名呼び、カシムをグレンの遺体とともに後方に下げるように指示を出す。

			　その指示を終えると、小さくため息を吐いて戦場全体を見渡す。

			　大分ロードハイムの騎士たちが押し込んだせいで、敵の本陣は近づいた。

			　しかし、それは向こうも同じこと。

			　エルトが前に出たのを見て、敵の獣人が動き出している。

			「さて、敵が動き出したな。私は獣人を止める。敵の使徒は任せたぞ？」

			「自信はないが、任された」

			　俺の返事を聞くと、エルトは苦笑を浮かべる。

			「武運を祈るぞ。ユウヤ」

			「そっちもな。助けに来てくれた礼をまだしてない。しっかり考えておけ」

			「おお！　そうだった！　しっかり礼をしてもらうから、覚悟しておけ！」

			　

			　そう言い残して、エルトは光る粒子を残して駆けだした。

			　向かう先には狂化した獣人が数体。

			　エルトがロードハイムの騎士たちの周りに展開していた光壁を打ち破り、ロードハイムの騎士たちを吹き飛ばしている。

			　やはりエルトは獣人に釘付けにされると思ったほうがいいな。

			　エルトが残した光る粒子は、俺の周りに漂っている。

			　これで防御はほぼ完ぺきか。

			　あとは俺と残りの兵が敵陣を突破できるかどうか。

			　敵の本陣近くには黒騎士団がおよそ三百。本陣の守備兵は一千といったところか。

			　こっちは五百のアルシオン兵とロードハイムの騎士が三百で、合計八百。

			　やってやれないことはないか。

			「行くぞ……！　目標は敵の使徒！　必ず殺せ！　生かして帰すな！」

			　あいつの神威は凶悪だ。

			　だが、それ以上にあいつの人間性が凶悪だ。

			　生かして帰せば、必ず災いとなる。

			　ここで仕留める。

		

	
		
			　

			閑話　足止め

			　

			　ユウヤと別れたエルトは、狂化した獣人へ対処し始めていた。可能な場合は神威で動きを封じ、それでも駄目な場合はエルト自身が手を下す。

			　そんなことを続けているうちに、動いている獣人の数が減ってきた。

			　この調子ならばユウヤの援護に行けるかとエルトが思ったとき。

			　エルトに向かって騎馬の小隊が向かってきた。黒い鎧を見て、エルトは目を細める。

			「黒騎士団か……使徒の護衛に回ったと思っていたが」

			「すぐに対処します」

			　傍に控える騎士の一人が、エルトの前に出ようとする。

			　しかし、それをエルトは制した。

			「いや、いい。あの勢いだ。あの者たちは生きて帰ることを諦めている。下手に止めれば手痛いしっぺ返しを食らう。獣人たちは任せた。私が相手をしよう」

			「しかし、ここで時間をかければ敵の使徒に逃げられます」

			「使徒はユウヤに任せてある。あくまで余裕があれば手助けするだけでいい」

			「しかし！」

			「くどいぞ。私はユウヤを信じてる」

			　そう言ってエルトは騎士たちを黙らせた。

			　しかし、そうは言いつつもエルトはユウヤを助けに行く気ではいた。

			　ボロボロのユウヤにこれ以上、無理をさせたくはなかったからだ。

			　ほかの誰かならこうはいかない。かつて出会い、絆を結んだ相手だからこそ、エルトはユウヤを心配していた。

			　使徒の首も大事だが、ユウヤはこれからのアルシオンに必要となる。

			「死なせるわけにはいかないからな」

			　自分にだけ聞こえるような声で呟き、エルトは馬を前に出した。

			　ちょうど、突っ込んできた小隊が騎士たちを弾き飛ばし、エルトの前に現れた。

			「エルトリーシャ・ロードハイム公爵とお見受けする」

			「いかにも。貴様は？」

			「マグドリア黒騎士団副団長パイク。あなたの足止めに来た」

			　ひげ面の騎士、パイクはそう言って槍を構えた。

			「私の足を止めるのは苦労するぞ？　それこそ命を掛けることになるぞ？」

			「我らが敬愛すべき団長の命だ。命を掛けるに値する」

			「ほう？　ラインハルトめ。迫るユウヤより私を危険視しているのか。余裕だな」

			「そう言うな。薔薇姫よりも危険な者などこの世に何人もいまい。アルシオンの銀十字は団長が止める。俺はあなたを止める。黒騎士団の名にかけて、使徒様は逃がしてみせよう」

			「愚直だな。黒騎士団が守るに足る男か？　あの男は」

			「厳しい物言いだ。しかし、わが国の使徒だ」

			　エルトは遠くに見えるマグドリア軍の本陣に視線をやった。そこにいるだろう使徒は、エルトからすれば使徒ではなかった。

			　神威を持っているだけでは使徒ではない。戦の何たるかもわからない者など使徒として、同列に扱って欲しくはないというのがエルトの考えだった。

			「策士の使徒は自分の言葉で人が無数に死ぬことを自覚し、受け止める。戦士の使徒は前に出て、兵士と共に血を流す。しかし、あの者はどちらでもない。兵を人形のように扱い、しかも自分は前に出ない。使徒としても将としても三流以下だ。同情するぞ。ハズレを引いたな」

			「誰でも最初は未熟だ。使徒様はやがてあなたのように名の知れた使徒となるはずだ」

			「無理な話だ。あいつはユウヤに討たれる。そうでないなら、私が討つ」

			「それだけはさせん！」

			　パイクは馬を走らせ、エルトに突進する。

			　エルトのそばに控えていた騎士が動くが、パイクの部下が割って入る。

			「さすがに私の足止めに来ただけあって、精鋭揃いか」

			「マグドリアにおいて俺以上の槍使いはいない！　食らえ！」

			　パイクの槍がエルトに迫る。

			　しかし、その槍をエルトは簡単にいなして見せた。自らの剣によって。

			「獣人たちを抑えるのに神威は使っているのでな。剣で相手をしてやろう。安心するといい。大陸において私以上の剣士は早々いないからな。マグドリア一の槍使いを退屈させはしない」

			「くっ！」

			　パイクは槍を引き戻し、連続で突きを放つ。

			　しかし、そのことごとくが外れていく。エルトが無駄のない動作で軌道をずらしているからだ。

			「ちっ！」

			　埒が明かないと判断し、パイクは馬を操り距離を取る。

			「神威が存分に使えない状況なら私と勝負になると思っていたなら大間違いだぞ？」

			「ふっ……この程度は想定内だ。勝てないことも勝負にならないこともな！」

			　パイクは槍を大きく振りかぶり、真上から振り下ろす。

			　それを見て、エルトは笑みを浮かべながら槍を受け止めた。

			「くっ！　その細腕のどこにそんな力が！」

			　渾身の一撃を止められたパイクは、何度も槍を振るうがエルトには掠りもしない。

			「もうお終いか？」

			「舐めるな！」

			　パイクは大きく槍を引き、突きを放った。

			　今まで最速。その速さにエルトは感心するが、驚くことはない。

			　しかし。

			「掛かったな！」

			　その瞬間、エルトに向かって矢が飛んできた。

			　咄嗟にエルトは矢を光壁で防ぎ、剣は素早くパイクの胸を突き刺す。

			　一方、パイクの槍はエルトが跨る馬へと向かっていた。

			「ごほっ……」

			「命をかけて私の馬を狙ってきたか……」

			「ふふ……あなたの馬はこれで走れない……われらの……勝利だ……」

			　胸を貫かれ、血を吐きながらパイクは告げる。

			　ここで馬を替えるとなると時間を取られる。

			　適当な騎士と馬を替えればいいという問題ではない。エルトの騎乗に値する馬は限られているからだ。

			　ゆえにエルトはパイクを認めた。

			「見事だ。たしかに足を止められた」

			「……光栄だ……」

			　そう呟くとパイクの目から光が消え去り、馬から崩れ落ちた。

			「逝ったか。馬替えだ。準備しろ」

			「はっ！」

			「……こうなると結局はユウヤ対ラインハルトの構図か……」

			　呟きつつ、エルトは剣を鞘にしまう。

			　そのままエルトは心配そうな眼差しをマグドリアの本陣へと向けたのだった。

		

	
		
			　

			第三十六話　決着の時・中

			　

			　やはりエルトの神威は強力だ。

			　絶対防御というのは、突撃との相性が最高にいい。

			　なにせ相手は止められない。

			「止めろ！」

			「殺せ！」

			　突き出される槍や剣は、光る粒子が作り出す壁によって防がれる。

			　さすがにエルトが正面にいるわけではないので、光壁で敵兵を押しのけるというようなことはできないが、普通に攻撃が通じない奴の突撃を受ければ、兵士たちは横に割れていく。

			　防御があるのは俺だけだが、先頭の俺の道が切り開ければ、後ろも自然とそこを通る。

			　俺自身の力はそうでもないが、確実に敵の使徒に近づいていた。

			　もう敵の使徒の顔も見える距離だ。

			　神経質そうな顔をしている。

			　あれは絶対、何かあれば人のせいにするタイプだ。

			　そんなことを思っていると、敵の使徒が口を開く。

			「不遜だぞ……！　僕は使徒、レクトル・スペンサー！　至高にして、至尊の位にいる神の子だ！　そんな僕に剣を向けるなんて!!」

			「ならエルトリーシャ・ロードハイムにも剣を向けるなよ。同じ使徒だろ？」

			　初めての会話にしてはずいぶんなことだ。

			　こいつとは絶対に友人にはなれないな。

			　エルトが変わっているのか、それともこいつが変わっているのか。

			　使徒がみんなこんな奴だったら、正直、他の国の使徒とも関わり合いにはなりたくない。

			「あんな野蛮な女と一緒にするな！　僕とあの女じゃ位が違うんだ！」

			「誰が決めた位だ？　お前が勝手にそう思っているだけだろうが！」

			「貴様！　無礼だぞ！」

			　馬上で使徒に罵声を浴びせると、兵たちが一斉に俺に槍を突き出してきた。

			　けれど、それはエルトの光壁によって受け止められる。

			　顔が見えるといっても、間には兵たちがいる。

			　まだ使徒には届かない。

			　切り伏せながら進むしかないか。

			　一人の兵士を切り捨て、俺は馬を進ませる。

			「早くそいつを止めろ！」

			「アルシオンの銀十字！　覚悟ぉ!!」

			　一人の兵士が俺に向かって突っ込んでくるが、突き出した槍は光壁に阻まれる。

			　動きが止まった瞬間に、俺はその兵士を切り伏せて、馬を進ませる。

			　光壁がなきゃ、ここの兵士たちに押しつぶされて終わっていただろうな。

			　四方からくる槍を避けずに、反撃だけを考えていればいいというのは気が楽だし、体力を消耗せずに済む。

			　レクトルはいまだに撤退しない。

			　レクトルの周りには黒騎士団がまだいる。

			　そろそろ投入してくる頃か。

			　ラインハルトたちを突破したら、必ず首を取ってやる。

			　胸の奥から湧いてくるのは怒り。

			　ヘムズ平原からここまで、多くの血が流れ、多くの命が失われた。

			　すべてあいつが仕組んだことだ。

			　侵略は戦国の世の常とはいえ、こいつのは性質が悪い。

			　人を人とも思っていないようだし、当たり前か。

			　そう思ったときに、レクトルが右手を振った。

			　それを合図に、俺たちに向かって黒騎士団が突撃してくる。

			　マグドリアの兵士たちが一斉に引き、騎馬が動けるスペースができ上がった。

			「突撃!!」

			「突撃せよ！」

			　ラインハルトと俺の号令が重なり、黒騎士団と俺たちは激突する。

			　馬と馬がぶつかりあい、ひしゃげ、乗っていた兵士が宙に舞う。

			　槍に貫かれ、剣に斬られ、地面に叩きつけられていく。

			　そんな中でも俺が無事なのは、エルトの光壁があるからだ。

			　向かってくる兵士の攻撃は俺には通らない。

			　数人の兵士を斬ると、ラインハルトが俺の前に立ちふさがる。

			「あの日を思い出すな……君はあの日もこうして我らを追いつめた」

			「一緒にするな。あの日、俺は逃げる味方を、侵略される国を守るために戦った。お前たちは侵略してしっぺ返しを食らってるだけだ」

			「返す言葉もないな。だが、こちらにも譲れぬモノがある！」

			　ラインハルトが剣を振るってくる。

			　グレンとともに戦っていたときのようなキレはもうない。

			　だが。

			「ちっ！」

			　迫力があった。
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			　エルトの光壁があったにもかかわらず、思わず剣を出して受け止めてしまう。

			　あのまま光壁に任せていたら、斬られていたかもしれない。

			　そう思わせるモノが今のラインハルトにはある。

			「君にはわかるまい。侵略せねば国を保てぬのだ。領土を増やさねば養えぬ民がいる。それがマグドリアなのだ……！」

			「そうかい！　それはそっちの事情だろうが！」

			　言い返し、剣を弾く。

			　体勢を崩したラインハルトの隙を見逃さず、胸を切り裂く。

			　浅く胸を斬られたラインハルトが呻きながら、距離を取る。

			「ふっ……それもそうだ……。戦争というのは都合の押し付け合いだ……。言葉を持つ人間が力によって相手を屈服させようとする最低の行為だ」

			「侵略者の言葉とは思えないな。そう思うならそこを退け！」

			　馬を走らせ、上段から剣を振り下ろす。

			　ラインハルトは避ける素振りを見せず、真っ向から受け止める。

			「ぐっ……」

			　受け止めた衝撃で傷が開いたのか、ラインハルトが顔をしかめる。

			　当たり前だ。

			　こいつはすでに満身創痍。

			　疲労があるだけでほぼ無傷の俺とは違い、無数の傷を負っている。

			「退け！　死ぬぞ！」

			「今更……私が死を恐れるとでも？　舐めないでもらおう！　陛下から剣を受け取ったときにこの命はマグドリアに捧げている！　アルシオンの地を不法に犯したときに、まともな死に方は諦めている！」

			　ラインハルトの剣が一閃する。

			　反応が遅れて、受けの剣が間に合わない。

			　剣は光壁に当たり、

			「くっ!?」

			　それを突破して、俺の首に迫る。

			　咄(とつ)嗟(さ)に体を逸らして避けるが、首を剣の切っ先が掠(かす)った。

			　馬が嘶(いなな)き、ラインハルトとの距離が開く。

			　傷は深くはない。

			　本当にかすり傷だ。

			　だが、エルトの光壁を突破したことは事実だ。

			　こいつのどこにそんな力がある？

			　馬上で体を保つのも苦しそうで、今にも倒れそうな男だ。

			「使徒の加護も万能ではないらしいな……破れるならばやりようはある……」

			「あんな大振りが二度も当たるか！」

			　ラインハルトが馬を走らせ、突撃してくる。

			　技巧などどこにもない、ただ力任せの突きを繰り出してきた。

			　しかし、それを避けることができない。

			　予想以上に速いのだ。

			　今回もやはりエルトの光壁を突破してくる。

			　剣で軌道を逸らすが、それも紙一重だ。

			　次も逸らせる自信はない。

			「このっ！」

			　馬が交差する瞬間にラインハルトの横腹を切り裂く。

			　今回は手ごたえがあった。

			　肉を断つ嫌な感触が手に伝わる。

			　けれど。

			「まだだ！」

			　ラインハルトは横腹を切り裂かれたのにもかかわらず、振り返りながら上段からの振り下ろしを見舞ってきた。

			　咄(とつ)嗟(さ)に馬を引き、また距離を放つ。

			「はぁ、はぁ……」

			「ラインハルト……」

			　すでに瀕死。

			　あと一撃食らわせれば倒れそうなのに、倒れない。

			　もう子供ですら倒せそうなほどフラフラなのに、ラインハルトは倒れない。

			「疑問のようだな……？」

			「あの使徒を守るためにそこまでするのか？」

			「するさ……。使徒というのは国の宝。使徒というだけで守る価値がある。しかし、笑えるな」

			　そう言ってラインハルトは本当に笑い始めた。

			　痛みで頭でもおかしくなったか？

			「なにがおかしい？」

			「ヘムズ平原で君はボロボロだった……。けれど、君は向かってきた。諦めず、力を振り絞って……。疑問だった。なぜ、この少年はそこまでするのか、と。どこにそんな力があるのか、と……。だが、今ならわかる……。人は追いつめられると、ここまで強くなれるのだと！」

			　ラインハルトが再度突撃してくる。

			　どう考えても動けるような傷じゃない。

			　それでも動きは鈍らない。

			　それどころか、どんどん速く、鋭くなっていく。

			「マグドリア黒騎士団団長！　ラインハルトの最後の敵が君だったことは幸運だ!!」

			　そういいながらラインハルトは剣を振るい続ける。

			　それはめちゃくちゃに振り回しているようにしか見えないが、すべて俺の急所を狙っている。

			　どんどんエルトの光壁を破る速度も速くなっている。

			　こいつ相手に受けに回っちゃ駄目だ。

			　受けたら死ぬ！

			　瞬間的に判断して、前に出る。

			　大振りのラインハルトの一撃を躱(かわ)し、懐に潜り込み、

			「ぐっ……!!」

			　胸を突き刺した。

			　完全に貫いた。

			　これでもう動けないだろう。

			「見事……」

			「はぁはぁ……あんたもな……」

			「勝てなかったことは悔しいが……マグドリアのために命は差し出せた……私は満足だ……」

			　そう言ってラインハルトは笑う。

			　その笑みに俺は違和感を覚えた。

			　ラインハルトはレクトルを守る最後の砦(とりで)だったはず。

			　そのラインハルトがやられた以上、レクトルを守る者はいなくなるはず。

			「お前……まさか……！」

			　俺はラインハルトから目を離し、敵本陣を見る。

			　変わった様子はない。

			　けれど、決定的な人物がいない。

			　ラインハルトが馬から崩れ落ちた。

			　その顔にはまるで勝ったかのような笑みが浮かんでいた。

			「マグドリアに……栄光あれ……」

			「撤退命令も出さずに逃げたのか!?」

			　なんて奴だ！

			　ここにいるマグドリア軍の兵士を見捨てやがった！

			　逃げるなら少数のほうがたしかにいい。

			　なにせこの人の海だ。

			　紛れられたら探しようがない。

			　だが、そうとわかっていても。

			　自分が率いた軍をすべて見捨てるなんて、普通の神経ならできない。

			　できるはずがない。

			「くそっ！　どこだ!?」

			　逃げるなら中央だ。

			　リカルドの軍を掠(かす)めていくはず。

			　それがマグドリアへの最短ルートだからだ。

			　少数の護衛くらいはつけてるはず。

			　自分だけでマグドリアまで帰れるとはさすがに思わないだろう。

			　くそっ。

			　どこだ。

			　絶対に見つけてやる！

			　そう思ったとき、目に力が入る。

			　そして、なんとなくできる気がした。

			　今まで試したこともなかったけれど。

			「……視界強化(ビユーブースト)」

			　一瞬で遠くの景色が鮮明になる。

			　一人一人の兵士の顔が識別でき、目線の動きまではっきりわかる。

			　その中で、敵に向かわず逆走する少数の騎馬隊がいた。

			　彼らの中央。

			　フードをかぶっているが、見間違えるはずがない。

			「見つけたぞ!!」

			　距離はある。

			　間にはマグドリアの兵士とアルシオンの兵士がいる。

			　だけど、今を逃せば奴を討つチャンスはもうない。

			「強化(ブースト)……駆けろ。どの駿馬よりも速く！」

			　最後の力を振り絞って、俺は馬に強化を掛ける。

			　これで完全に最後だ。

			　もう体中、どこを探しても余力はない。

			　だけど、そんな俺の代わりに馬が駆けた。

			　マグドリア軍を横に切り裂くようにして、馬は走り続ける。

			　当然、妨害を受けるが、矢や剣はエルトの光壁が受け止め、前方に立ちふさがる敵は馬が押しつぶし、弾き飛ばしていく。

			　人波を縫うようにして進むレクトルたちとは進むスピードが違う。

			　こっちは最短距離を最速で走っているからだ。

			　結果。

			「終わりだ……！」

			　マグドリアの本隊を抜けたときに、俺はレクトルたちの真後ろにつけた。

			　さすがに向こうも気付いたらしく、馬をさらに走らせるが、強化された馬には敵いっこない。

			「ひぃ!?　誰かそいつを止めろぉ!!」

			「はっ！」

			　レクトルに付き従っていた兵士が反転して俺を迎え撃つ。

			　けれど、もう相手する余力もなければ時間もない。

			「なにっ!?」

			　馬を横に飛ばして回避して、そのままレクトルを追う。

			　一度止まった以上、追い付くことはもうないだろう。

			「何をしてるんだ！　役立たず！　使えない奴らめ！　お前たちは僕を守るためだけにいるんだ！　死んでも止めろ!!」

			　レクトルは喚く。

			　そのせいで注目を浴びている。

			　現在の位置はリカルドの軍の真横。

			　もう狂戦士たちは力尽き、動きを止めている。

			　その狂戦士たちを相手にしたリカルドの軍も相当ダメージを受けている。

			　だが、それでも動ける者はいる。

			「敵の使徒だ！　逃げる気だぞ!!」

			「追え！　若を援護しろ!!」

			　何人かの騎兵が使徒と俺に気付き、馬を走らせて来る。

			　それを見て、レクトルは苦々しい表情を浮かべた。

			「役立たずめ！　もう力尽きたのか!?　僕の狂化を受けながら、普通の兵士も倒せないなんて！」

			　よく言うよ。

			　お前の狂化の弱点のせいで、燃え尽き、敵の前で動けなくなっているっていうのに。

			　距離が徐々に縮まる。

			　護衛の兵士たちも俺を止める術を考えているようだが、止まれば置き去りにされる以上、俺が近づいてきたところを討つしかない。

			　そして、

			「今だ！　やれ!!」

			　俺が距離を詰め、レクトルまであと少しというところまで来たときに、護衛の騎士たちが一斉に攻撃してきた。

			　だけど、それらに構わず、俺はレクトルに剣を向ける。

			　エルトの光壁がある以上、一般の兵士の攻撃は食らわない。

			　俺の上段からの斬り下ろしがレクトルに迫る。

			　敵の兵士の攻撃はエルトの光壁に阻まれる。

			　レクトルは身の危険を感じて、右手で腰の剣を抜く。

			「あっ……」

			　レクトルの剣が引き抜かれている途中に、俺の剣はレクトルに届く。

			　レクトルの右手を切断し、胸にも切っ先が届く。

			　まだ浅い。

			「あっ……ああぁぁぁぁっっっ！！！！！！」

			　悲鳴が戦場に響く。

			　レクトルは情けなく涙を流し、馬上でうずくまる。

			　そんな姿を見れば、普通は罪悪感とか同情とかが湧くはずなんだが、こいつには一切湧いてこない。

			　俺の平穏も、家族の平穏も。

			　兵士の平穏も、国の平穏も。

			　こいつのせいで崩れ去った。

			　それが平和ボケだったとしても。

			　戦国乱世の時代ではあり得ないことだったとしても。

			　アルシオンは平和だった。

			　それをこいつが崩した。

			「……死ね！」

			　内から湧き上がる思いに逆らわずに、剣をレクトルの首に振りぬいた。

			　これで終わる。

			　なにもかも。

			　そう思ったとき。

			　レクトルが黒い影に覆(おお)われて、その場から消え去った。

		

	
		
			　

			第三十七話　決着の時・下

			　

			「な……に……？」

			　愕然としながら呟く。

			　あともう少し。

			　数センチまで迫った敵が消えた。

			　そもそも人が影に飲まれて消えるなんてあり得ない。

			　魔法はそこまで万能じゃない。

			　そうなると魔法以外の力ということになる。

			　そしてとても厄介なことに。

			　俺は魔法以上の力を知っている。

			「使徒か!?」

			　叫び、辺りを見渡す。

			　いくらなんでも長距離でこんな芸当ができるはずがない。

			　驚いているのはマグドリアの兵士やアルシオンの兵士も一緒で、俺の声を聞き、ようやく我に返ったようだ。

			　それぐらい衝撃的な光景だった。

			「探せ！　この近くにまだいるはずだ！」

			　言いながら俺も探すが、どこにも見当たらない。

			　少なくとも目につく場所にはいない。

			　だが、必ずどこかにいるはずだ。

			　そう思っていると、後ろからエルトがやってきた。

			「ユウヤ！」

			「エルト！　もう一人の使徒だ！」

			「もう一人の使徒？　マグドリアのか？」

			「ああ！　レクトルが影に飲まれて消えた！」

			「影？　なるほど。たしかにマグドリアのもう一人の使徒だ。だが、奴はレグルス方面に展開していたはず……」

			　そうエルトが呟いたとき。

			　エルトの後ろで影が蠢く。

			　咄(とつ)嗟(さ)に声を出そうとするが、それよりも早くエルトの光壁が俺とエルトを包み込む。

			「さすがは薔(ば)薇(ら)姫。隙がないな」

			「お前の小細工には慣れているからな。マグドリアの使徒、テオドール・エーゼンバッハ」

			　エルトの影から三十代くらいの見た目の男が現れた。

			　背は高くはないが、不思議と大きく見える男だった。

			　ぼさぼさの黒髪に、漆黒の瞳。

			　整っているわけでも、崩れているわけでもない、ごくごく平均的な顔立ちだが、その顔には戦場を駆け抜けてきた者だけの精悍さがあった。

			　その脇には気絶しているレクトルがいた。

			　手を含めた傷には包帯が巻かれている。

			「やれやれ。ここでお前をやれれば損失はトントンだったんだが、これじゃマグドリアのほうが被害はでかいな」

			「それはいい。なんならお前の首を刎(は)ねて、マグドリアから使徒を根絶するのもいいな」

			　好戦的な笑みを浮かべて、エルトはテオドールを挑発する。

			　そんなエルトに、テオドールは負けず劣らず好戦的な笑みを浮かべる。

			「できないことは言わないほうがいいぞ？　お前じゃ俺の首を取れねぇよ」

			「よく言った。そこでおとなしくしてろ。一振りで刎(は)ねてやる」

			「相変わらずガキだな。挑発にすぐ乗りやがる。まぁ、落ち着け。俺がわざわざ姿を現したのは交渉のためだ」

			　そう言ってテオドールは笑う。

			　惨たらしく、痛ましい笑みだ。

			　どんな経験を積めば、こんなに寒気を与える笑みを浮かべるようになるのか。

			「交渉？　そんな余地があると思うのか？」

			「あるさ。俺の近衛が二千ほど、この近くに待機してる。もう一戦やりあうのは辛いだろ？」

			「二千程度で調子に乗るな。私一人で十分だ」

			「強がるな。ここまでの強行軍でお前もお前の騎士たちも疲れているはずだ。それに俺の力を忘れてないか？　影を操るんだぞ？」

			「百も承知だが？」

			　そう言った瞬間、テオドールは影に飲み込まれて消えていく。

			　それからしばらくの時が流れる。

			　いつ、どこから出てくるのか。

			　周囲にいたロードハイムの騎士やアルシオンの兵士たちにも緊張が走る。

			　相手は使徒だ。

			　少しの油断が命取りだ。

			「おうおう、さすがはアルシオンの銀十字。中々の警戒っぷりだ」

			　そう言いながらテオドールが俺の後ろから姿を現す。

			　確認する前に腕が反応して、後ろに振り返りながら剣を振るう。

			　だが、視界に映った金色の髪を見て、咄(とつ)嗟(さ)に剣を止める。

			「どうした？　斬らないのか？」

			「お前っ……！」

			　テオドールの腕にはセラが抱えられていた。

			　気絶してるのか、反応がない。

			「安心しろ。ちょっと眠って貰っただけだ。別に外傷もねぇよ」

			「マグドリアには下衆しかいないのか？」

			「このクソガキと一緒にするな。俺は相手が嫌がることをやってるだけだ。使徒が偉いとか、素晴らしいとかそんな妄想はしてねぇよ」

			　そう言いながらテオドールはさきほどのように寒気のする笑みを浮かべる。

			　凄惨な笑みだ。

			　今にもセラを殺しても不思議じゃないと思わせるほど。

			「なぁ、エルトリーシャ。俺は別に降伏を求めにきたわけじゃない。ただ、マグドリア軍の撤退を認めろ。そうすればこの娘の命は助ける」

			「ユウヤ。その娘は？」

			「……妹だ」

			「……テオドール。たかが子爵家の娘のために使徒や大勢の敵兵を見逃すと思ってるのか？」

			　ブラフだ。

			　強気に出て相手を追いつめる気なのだ。

			　というか、そう思いたい。

			「おやまぁ。冷酷だな。まぁ、別にこの娘が人質の価値がないっていうなら人を替えるだけだ。誰がいい？　砦(とりで)の中で疲労困憊で寝込んでるジジイどもか？　それとも本陣で虚勢を張ってる王子様か？　ああ、来る途中に美人の姫様も見かけたな。今から行って人質にすれば撤退を容認するか？」

			　その言葉に俺の手が震える。

			　こいつは広範囲で影から影に移動できるのだろう。

			　だから、この場にいる全員が人質だ。

			　やろうと思えば、フィリスも人質にできるという。

			　だが、瀕死の使徒と敵兵を見逃すなどできるはずがない。

			　ここまでようやく追いつめたのだ。

			「……テオドール・エーゼンバッハ」

			「なんだ？　アルシオンの銀十字」

			「セラを今すぐ解放しろ。そしたらお前たちは追わない」

			「人質の意味がわかってんのか？　まぁ、別にいいが、その代わり条件がある」

			「なんだ？」

			　俺はそのとき、約束を破ることを考えていた。

			　人質さえいなければ撤退中に奇襲を仕掛けることなど造作もない。

			　まとめてマグドリアの使徒を片付けられるなら、アルシオンの脅威を一気に排除できる。

			「約束を交わすのはエルトリーシャ・ロードハイムだ。使徒と公爵の名誉にかけて、撤退中は攻撃するな。もちろん、アルシオンが単独で動く場合は、責任をもって止めろ」

			　それは人質以上に価値のある保険だ。

			　エルトは約束を重んじる。

			　俺がした約束ならばいくらでも破れるが、エルトは約束を破らない。

			　それも使徒と公爵の名誉を持ち出されれば、絶対だ。

			「……」

			「どうした？　できないなら人質は渡さない。あれなら王子も王女も、お前の副官もまとめて人質にしてもいいんだぞ？」

			「……お前が素直に撤退する保証は？」

			「はっ！　馬鹿にすんな。この状況で町や村を荒らすとでも？　お前に攻撃してくださいと言うようなもんだ。お前に付け入る隙なんか与えるかよ」

			「ちっ……」

			　小さくエルトが舌打ちをする。

			　相手の言い分が正しいことがわかったんだろう。

			　たしかにボロボロの軍を連れて、町や村を攻撃したりはしないだろう。

			　わざわざ二千の近衛を連れている以上、兵糧も確保しているはず。

			　無駄な略奪は相手に攻撃の口実を与えるだけだ。

			「ただ撤退を容認するだけだ。無茶を言ってねぇと思うが？　それとも力ずくで撤退したほうがいいか？　今から二千を率いて突撃して、アルシオン軍に立ち直れない打撃を与えろと？　お前の立場的に拙いだろ？」

			　アルシオンへの援軍として来ているエルトが、アルシオン軍の損害を無視するのは拙い。

			　だが、損害以上にメリットもある。

			　レクトルはもう瀕死だ。

			　あともう少しで死ぬ。

			　狂戦士となっていた兵士も力尽きており、レクトルがいない敵の本隊も統制を失っている。

			　このままいけば壊滅的打撃を与えられる。

			　だが、それをするなとテオドールは言う。

			「勝利はくれてやる。だが、敗残兵は駄目だ。兵は貴重だからな」

			「……わかった。約束しよう。撤退中に手出しはしないし、アルシオンにもさせない」

			「お利巧だな。このクソガキにも見習わせたいぜ。というわけだ。アルシオンの銀十字。募る恨みがあるだろうが、剣を引け。これは事実上の休戦協定だからな」

			　俺は大きく息を吐き、馬から降りてテオドールと向かい合う。

			「……セラを解放しろ」

			　剣を鞘(さや)に納めると、テオドールがセラを放り投げてきた。

			　慌ててキャッチしたときには、テオドールは影の中だった。

			　そして次の瞬間には、いまだ乱戦中のマグドリア本陣に現れ、撤退と休戦をアルシオンとマグドリアの双方に告げる。

			　困惑したマグドリアとアルシオンの兵士たちは、戦いを止めて自分より上位の者に判断を仰ぎ始めた。

			「くそっ……」

			「私は王子に事情を説明してくる。お前はどうする？」

			「……手はないのか？」

			「私が約束を破り、攻撃したところでもう使徒は討てない。テオドールは十年以上レグルスとやりあっている強者だ。敗残兵を狩るためだけに約束を破り、名誉を汚す気は私にはない。諦めろ。悔しいが……ここが潮時だ」

			　無念そうに唇を噛みしめてエルトが言う。

			　エルトが手はないという以上、本当に手はないんだろう。

			　それだけテオドールは手ごわいのだ。

			　手の中でセラが微かに身じろぎする。

			　まだ起きる気配はないが、無事なことは確かなようだ。

			「なんにせよ、勝利は勝利だ。完全とは程遠いが、多くを求めても仕方ない。お前が守りたかったモノは守れたはずだ」

			「それでも……奴が生きていれば悲劇は増える」

			「それならお前が責任をもって奴を討てばいい」

			「勘弁してくれ……もう戦はこりごりだ……」

			　言いながら、体から力が抜けていく。

			　視界が歪み、セラを支えているのも辛くなる。

			　足から力が抜けて膝をつく。

			　なんとかセラを地面に落とさずに済んだけど、これはヤバいな。

			「お、おい!?」

			　エルトが慌てて馬から降りてくる。

			　なんとか支えてもらえたから、セラと一緒に地面に転がることは避けられた。

			「悪い……限界だ……」

			「まったく、世話が焼けるな……」

			「あとは……頼む……」

			　そういって俺は体から一切の力を抜く。

			　意識は闇に飲まれ、感覚がなくなる。

			　こうして俺はエルトの胸の中で深い眠りについた。

		

	
		
			　

			第三十八話　再度、目覚めて

			　

			　薄っすらと目を開ける。

			　異常に体が怠く、眠気も強い。

			　見えるのは知らない天井と、

			「エルト……？」

			「おはよう。お寝坊さん」

			　笑みを浮かべてエルトがそんなことを言う。

			　なぜ自分が寝てたのか思い出せず、ゆっくり記憶を掘り返していく。

			　確か、俺は……。

			「……そうだ！　マグドリアは!?」

			「馬鹿。動くな。体に悪いぞ」

			　ベッドから跳ね起きると、エルトに無理やり横にさせられる。

			　仕方なく、顔だけエルトに向けると、不機嫌そうな表情をエルトは作った。

			「テオドールの指揮の下、整然と撤退していった」

			「そうか……すまない。俺がもっと早くレクトルを討っていれば……」

			　ラインハルトと俺の戦いは一進一退だった。

			　勝敗が分かれたのは後半だ。

			　だが、そのときにはレクトルはかなり遠くにいた。

			　相当早い段階で逃走したんだろう。

			　おそらくラインハルトと俺が交戦し始めたときには逃げていたんだ。

			　予想するべきだった。

			　兵士を平然と切り捨てる奴なのは、奴の言動を見ていればわかったはずなのに。

			「まぁ、気にするな。使徒というのは、どういうわけかしぶといからな。天に愛されているという意見もあるし、そういう奴だから使徒になれたという意見もある。今回は私のミスでもあるしな」

			「エルトのミス？　冗談はよしてくれ……」

			「いや、もう一人のマグドリアにいた使徒、テオドール・エーゼンバッハの介入は予想していなかった。奴がまさかあのタイミングで現れるとはな……」

			　苦虫を噛み潰したような表情をエルトは浮かべる。

			　完全にしてやられたと思っているんだろう。

			　だが、二人しかいない使徒が同じ戦場に現れることを予測できるものなどそうはいない。

			　仕方がなかった。相手が上手だったわけだ。

			「しかし、テオドールはレグルス方面に展開してたんだろ？　向こうをほったらかしにしてきたってことか？」

			「ヘムズ平原に展開していた一万の軍を私が叩いたのを聞いて、あっさり防衛中だった城を放棄して撤退したらしい。それを罠だと思って、レグルス軍はすぐに攻撃はできなかったようだな」

			「なるほど。けど、それにしたって到着が早過ぎないか？」

			「奴の神威は影法師(シヤドウ)。見た通り、影を操り、影から影にも移動できる。それを利用したんだろう」

			「影から影に移動って……何でもありだよな」

			　神威はチートな能力だ。

			　実際、何でもありだが、それにしたって影から影に移動だなんて馬鹿げてる。

			　エルトにしろ、そのテオドールという使徒にしろ、戦いを繰り返してきた使徒の神威は、戦歴の浅い俺やレクトルよりも何段も上にいる。

			　こんなのが三人もいるレグルスという国が、どれだけ強国なのか、今更ながら理解できる。

			「戦上手で武勇もある。それに今回のように城を捨てる行為も平然とやる。良くも悪くも名誉にこだわらないし、誇りもない。厄介な相手だ。派手な戦果はないが、それはレグルスと戦い続けてきたからであって、テオドール自身の力は使徒の中でもトップクラスだろうな」

			「たしかに手段は選ばないな」

			　セラを人質にしたのを思い出して、内側から怒りがこみあげてくる。

			　誇りや名誉を重んじる騎士や将軍とはまた違ったタイプなのは間違いない。

			「奴がいるせいで、レグルスはマグドリアを落とし損ねている。奴だけで使徒二人分くらいの働きはして見せるからな」

			　レグルスは野心的な国ではないが、厄介な敵国は早々に片づけたいと思っていたはずだ。

			　けれど、マグドリアとの戦いは一進一退でいつも決着がつかない。

			　その理由がテオドールか。

			「まぁ、私もお前もしてやられたわけだ。お互い気にしないことにしよう」

			「気にするなと言われてもなぁ……俺は全然手柄を立てられていないし」

			「ラインハルトを討ち取ったじゃないか。お前はよくやった。完全勝利とは言えないが勝ったんだし、ほら、喜べ！」

			　そう言ってエルトは笑みを浮かべる。

			　たしかに、落ち込んでても仕方がないか。

			　亡国の危機は去ったんだ。

			　それだけでも良しとするか。

			「わかった、わかった。それで、俺はどれくらい寝てた？」

			「二週間くらいだ」

			「……二週間？」

			「ああ、二週間だ。ちなみにここはアルシオンの王都にある城だ」

			　二週間寝ているって、もう気絶じゃなくて昏睡だよな。

			　それだけ強化を二倍にした反動が大きかったというわけか。

			　下手したら、死んでたんじゃないか、俺。

			「それと獣人たちは私が保護する形で収まった。ラディウスに行けるかどうかは、今後の彼ら次第だな。アルシオンとしては被害を受けたわけだし、素直にラディウスまでの船を出したりはしないだろうからな」

			「そうか……負担じゃないか？」

			「いいさ。正式に決まったわけじゃないが、レグルスと私個人に対して、アルシオンの国王は多額の恩賞を約束した。獣人たちを養うくらい何てことはない。それにアルシオンの国王は私の頼みは笑顔できいてくれるしな」

			　それはそうだろうな。

			　エルトは正式な外交使節というわけではないけれど、窮(きゆう)地(ち)に駆けつけてくれた使徒であり、公爵だ。

			　エルトの頼みはレグルスの頼みに等しい。断れるわけがない。

			「そうか。しっかり恩賞を貰えたなら安心だ。国王がなにもしないなら、本当にお前の臣下にならなくちゃと思ってたところだし」

			　軍を動かすのだってタダじゃない。

			　兵糧や馬の餌、矢や剣、槍の武器。

			　加えて騎士たちへの報酬。

			　これらに加えて、死んだ騎士の家族への補償など、エルトが金を使う場面はいくらでもある。

			「待て待て。恩賞は国を救われた国王からの対価であって、お前個人から対価を受け取ってはいないぞ？　個人的な借りはずいぶんと溜まってるはずだ」

			「子供の頃に命を救ったんだろ？　ならそれでチャラだ、チャラ」

			「なに!?　私は二度もお前の命を救ったぞ！」

			「ありがとう。感謝してる」

			「言葉だけで足りるか！」

			　エルトは目を吊り上げて怒りをあらわにする。

			　とはいっても、渡せるものなんて何もない。

			「じゃあ、何がほしいんだ？」

			「うん？　そうだなぁ……ほしいモノ、ほしいモノ」

			「俺が渡せるモノだぞ？」

			「わかってる。うーん……今はないな」

			　だから借りだ、とエルトは言う。

			　保留というわけか。

			　しかし、デカい借りだ。

			　しかもエルトのことだ。とんでもない場面で請求してきそうだ。

			「戦に呼び出すのは勘弁してくれよ……？」

			「戦以外にお前の活用法があるのか？　まぁ、マグドリアはすぐには動けないだろうし、当分戦はないけどな。なんなら二人で遠征に出向くか？　アークレイムに。それで貸し借り無しにしてやるぞ？」

			「やめろ。お前と遠征なんて、いくつ命があっても足りない……」

			　楽しそうに語るエルトの目は、結構本気だった。

			　というか、俺の価値は戦だけかよ。

			　くそー。

			　頼むぞ、レグルス王。こいつの好きにさせるなよ……。

			　遠い地にいるまだ見ぬ王に願いつつ、俺は体を動かす。

			　そもそも大きな怪我を負ったわけじゃなく、強化の反動で寝てただけだから、体は動く。

			　かなり鈍っているみたいだけど。

			「さて、そろそろ起きたことを皆に伝えよう。セラはずっと心配していたぞ？」

			「二週間も寝てたら誰でも心配するよな……。これは平謝り決定だな」

			「アルシオンの銀十字も妹には勝てないか。ああ、そうそう。忘れてた。お前の父親が伯爵位を貰ったぞ」

			　お土産でも貰ったかのような口調でエルトは告げた。

			　俺は一瞬、何のことかわからずに思考停止する。

			「どうした？」

			「もう一度言ってくれるか？」

			「アルシオンの」

			「違う違う！　その後だ！」

			「その後？　ああ、お前の父親が伯爵位を貰ったぞ」

			「……一大事だ。我が家が伯爵に上がるなんて……」

			「大げさな。たかが伯爵で」

			　くっ。

			　さすが公爵だけあって言うことが違う。

			　たかが伯爵だなんて、俺には口が裂けても言えない。

			「お前の父親の戦功を思えば、それでも足りないぞ。セラは金銭を要求して貰っていたが、それも微々たるものだ。お前にも褒(ほう)美(び)をって話があるだろうから、できるだけ戦功に見合う報酬を要求するんだぞ？」

			「家全体への褒(ほう)美(び)じゃないのか!?」

			「当たり前だろ？　お前、もしかして寝てて馬鹿になったか？」

			　エルトが顎に手を当てて首をかしげる。

			　その顔は深刻だ。

			　本当に馬鹿になったと思ってるな、こいつ。

			「馬鹿にはなってない」

			「じゃあ、元からか」

			「おい！」

			「冗談だ。まぁ、子爵家だしな。ちょっと褒(ほう)美(び)の大きさに驚くかもしれないが、大きな戦で決定的な働きをすれば、爵位は上がるし、領地も増える。金銭や宝物を貰える。それは当たり前だ。そのための王家なんだからな」

			　そんなこと百も承知だ。

			　俺だって予想はしていた。

			　けれど、今回は勝利というにはこちらの被害が大きかったし、使徒も討ち取れなかった。

			　結果だけ見れば痛み分けだ。

			　それなのに爵位が上がるとは予想外だった。

			「……実感がわかない。待ってくれ。褒(ほう)美(び)とか何を要求すればいい？　っていうか、褒(ほう)美(び)を要求って不遜じゃないか？」

			　なんだか事が大き過ぎて頭がパンクしそうだ。

			　大体、褒(ほう)美(び)って向こうが決めるものじゃないのか。

			　一体、何を要求すればいいんだろう。

			　ほしいものとか別にないし、セラみたいに金銭か？

			「ふふ、楽しい奴だな。お前は。まぁ、私がお前なら侯爵の地位を要求するな。それでも大人しいくらいだ」

			「こ、侯爵!?　ここはレグルスじゃないんだぞ!?」

			「どこの国でも一緒だ。褒(ほう)美(び)に差があれば、他国に人が流れるからな。クロスフォード家は伯爵に昇進したが、お前個人の戦功は飛びぬけてる。正直、個人的に侯爵の地位を貰っても問題はないぞ？」

			　エルトの言葉に思わず眩暈がしてくる。

			　十五で侯爵だなんて。

			　そんな予定は俺の未来予想図には存在しない。

			「もうちょっと大人しめなやつはないか……？」

			「あんまり大人しい褒(ほう)美(び)だと、王家の名に傷がつく。そうだなぁ……何か役職を貰ったらどうだ？」

			「役職？」

			「ああ。騎士団長とか他国への使者とか」

			「騎士団長は却下だ。ずっと国境にいなくちゃじゃないか。他国への使者も面倒そうだな……」

			　俺の感想にエルトは呆れたようにため息を吐く。

			　しかし、すぐに笑みを浮かべてエルトはある提案を俺にした。

			「では、とっておきの策をお前に授けてやろう」

			「おお！　勿体ぶらずに最初から教えてくれよ」

			「それじゃお前は感謝しないだろ？　いいか。アルシオンの王はある役職の人選に苦慮している。お前はそこに名乗りを上げろ。名誉ある役職だが、そんなに忙しくない。お前にはピッタリだ」

			「名誉ある役職なのに、忙しくない？　なんだよ。その役職って」

			　普通、名誉には責任がつきまとう。

			　名誉があって楽なら、誰もが飛びつきそうなものだけど。

			　俺の問いにエルトは笑みを深める。

			「我がレグルス王国への親善大使だ。両国の関係はあまり親密じゃないからな。互いに親善を深めることが内密に決まっている。だが、まだ肝心の大使が決まっていない。我がレグルスのことを知っていて、レグルスの有力者と関係のある者が望ましいが、アルシオンの高位貴族にはピッタリの者はいない」

			「そこで俺ってわけか……伯爵の息子じゃ力不足だけど」

			「褒(ほう)美(び)という形なら問題はない。どうだ？　これなら獣人の問題も私とお前で解決できるぞ。なんなら一緒にラディウスに行ってやってもいい」

			　エルトはこれからのことが楽しみで仕方がないのか、笑顔を絶やさない。

			　しかし、この流れから察するに。

			「お前、こうなることを予想してたな……」

			「いやいや、今、思いついたぞ。本当だ」

			「嘘つけ。まぁいいや。ほかに案があるわけじゃないし、お前の思惑に乗ってやる」

			「本当か!?　本当にいいのか!?」

			　自分で提案したくせに、エルトが顔を輝かせる。

			　どうやら、俺が乗ったことが予想外だったらしい。

			「外交大使じゃなくて、親善大使だろ？　レグルスは嫌いじゃないし、断る理由がないからな」

			「そうか、そうか。じゃあ、ロードハイムで待っているぞ！　約束だからな！　破ったら、攫いに行くから覚悟しておけよ！」

			「あ、ああ……」

			　攫うって怖いわ。

			　どんだけ俺を連れてきたいんだよ。

			　でも、と思う。

			　レグルスでのエルトとの日々は楽しかった。

			　それがまた続くと思うなら。

			　悪くない。

			　そう思えた。

			「エルト」

			「ん？」

			「また……お世話になるよ」

			「ああ、よろこんで！」

			　そう言って部屋を出るエルトの後を俺はゆっくりと追った。

		

	
		
			　

			エピローグ　影の使徒

			　

			　薄暗い小屋のような場所にレクトルはいた。

			　体には無数の傷があり、壁に大の字で磔にされている。

			「うぅ……僕は……使徒なん……だぞ……」

			　虚ろな表情でレクトルは呟く。

			　小屋の奥。

			　そこにある粗末な椅子に座る三十代ほどの黒髪の男が笑った。

			「呆れた奴だな。まだそんなことを言う元気があったのか？」

			　黒髪の男は立ち上がる。

			　マグドリアのもう一人の使徒であるテオドール・エーゼンバッハだ。

			「使徒、使徒、使徒。口を開けばそればかり。それしか言葉を知らないのか？」

			「……テオ、ドール……僕にこんなことをして……」

			「ただで済むと思ってるのか、か？　それはてめぇにそっくりそのまま返してやるよ。何万も動員した侵攻を失敗したあげく、ラインハルトを失いやがって！　あいつはてめぇの何倍も役に立つ駒だったってぇのに！」

			「……僕を守るために死んだんだ……本望だろうさ……」

			　レクトルが笑う。

			　それに対して、黒髪の男、テオドールはさらに深く、凄惨な笑みを浮かべた。

			「わかってねぇな……。人ってのは増えるまでに時間が掛かるんだよ！　てめぇの粗末なモンで増やしてみるか？　その後、育つのにも十数年の時間が必要なんだぞ!?　出陣前に言ったよな？　駒を大事にしろって。てめぇはそれがなってねぇから負けるんだよ！」

			　テオドールは手から黒い影を生み出し、それがレクトルの右腕に伸びていく。

			　手首より先がなくなったレクトルの右腕。

			　包帯が巻かれたそこに、影が突き刺さる。

			「うわぁぁぁぁぁぁ……!!」

			「自分が誰よりも偉いなんてアホな考えは捨てろ。使徒なんてのは気まぐれに生まれた存在なんだ。傷つくし死ぬ。ちょっと特殊な力と戦いが得意な人間なんだよ」

			「うう……」

			　レクトルはうめき声を上げて、ぐったり体を弛緩させた。

			　いまだに影はレクトルの傷口を攻めているが、体を跳ねつかせるだけで声は出ない。もう悲鳴を上げる体力も残っていないのだ。

			「てめぇは躾がなってねぇ。しっかりと躾けてやるから覚悟しとけ！　ったく！　これだからクソガキは！」

			　テオドールは黒髪をかき上げて、乱暴に椅子に座りなおす。

			「ガキに権力を持たすと、碌(ろく)なことにならねぇって典型例だな。口ほどにもないとは、こいつのためだけにあるみたいな言葉だぜ」

			　悪態をつきながら、テオドールは周囲に異常がないか探る。

			　たとえ使徒であるテオドールとはいえ、同格の使徒であるレクトルを拷問すれば問題になる。

			　それゆえに、人里離れたところにある小屋にレクトルを監禁していた。

			　戦場から生きて戻ったにもかかわらず、レクトルが姿を見せない理由は、表向きは傷の治療であり、マグドリアの関係者は誰もテオドールを疑っていなかった。

			「テオドール様」

			　小屋の中に音もなく、小柄な人影が現れる。

			　黒装束に身を包んでおり、顔も完全に覆(おお)われているため、性別すらわからない。

			「べリルか。レグルスはどうだ？」

			「国境にて戦力を集結中です。この機に攻め込む気でしょう」

			「はっ！　もう遅ぇよ。俺が撤退したときに罠を疑わずに攻め込むべきだったな。まぁ、そうさせねぇように仕向けたわけだけどな」

			「それともう一つ」

			　そう言ってべリルは小屋の隅に視線をやる。

			　そこには大きな袋が用意されていた。

			　テオドールはそれを見てニヤリと笑う。

			「よくやった」

			「ありがとうございます」

			「バレてはいないな？」

			「山賊の仕業に見せかけました。まさか同じマグドリアの者が死体を強奪するとは思わないでしょう」

			　べリルはそう言って、袋を引きずり、テオドールの前に持ってくる。

			　そして袋の口を開けて、中を露出させた。

			　そこには金髪の青年。

			　ラインハルトの遺体が入っていた。

			　テオドールが撤退時に持ってきた死体だ。

			　形式上は家族の下に送られたが、その移動中に襲撃して奪ったのだ。

			「はっ。黒騎士団の団長が子供の御守で死ぬってのは可哀想だからな。その死体は俺が有効活用してやるよ」

			　そう言ってテオドールは自身の影を操り、ラインハルトの死体へと注入していく。
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			　やがて、ラインハルトの指がピクリと動く。

			　そして目も開き、ゆっくりと起き上がった。

			「気分はどうだ？　ラインハルト」

			「問題はありません。テオドール様」

			　完璧な受け答えにテオドールは満足そうに笑みを浮かべる。

			「いつ見てもお見事ですね」

			「動かせる死体には限りがあるから、優秀な駒にしか使えないがな。馬鹿なガキのせいでマグドリアは一気に人材難だ。貴重な駒は再利用していかねぇとな」

			　そう言ってテオドールはレクトルのほうを見る。

			　意識を失い、頭もだらりとしている。

			「さて、こいつをまず駒に仕立てねえと安心して国境にも行けやしねぇ。このまま王の前に出したら、アルシオンに再侵攻とか言い出しかねないからな」

			「殺してから死体を操るわけにはいかないので？」

			「神威は使徒にしか扱えねぇ。なんとなくわかる。殺せば神威が消える。だから、こいつは従順で、もう少しマシな判断ができる駒に調整する。使い勝手の悪い神威だが、使い方次第じゃ強力だからな」

			「では、それは私にお任せを。三日もあれば十分です」

			　べリルの言葉にテオドールは頷く。

			　レグルスが動く以上、国境を留守にするわけにはいかないからだ。

			　残存兵力を回収するために、テオドールは国境の城をいくつか捨てている。

			　これ以上、捨てれば防衛が難しくなるのだ。

			「まったく……ガキが俺の指示を無視したせいで、計画が台無しだぜ」

			「ヘムズ平原で待機という命令ですか？」

			「ああ。ヘムズ平原さえ確保できれば、レグルスは二つの方面で軍を展開することになる。アルシオンはアークレイムに任せて、俺たちはレグルスに専念してれば、今頃国境を突破しているのは俺たちのほうだった。なのに、このガキは王から全権を託されてるのは僕だ、とか抜かしやがって！」

			　怒りを思い出したのか、テオドールは影の鞭を生み出して、何度かレクトルを殴りつける。

			　その光景を見ても、ラインハルトは眉一つ動かさない。

			　当然だ。

			　神威の力で動いていても、ラインハルトは死んでいるのだ。

			「ああもう！　当分は防衛と戦力の回復か……やってらんねぇぜ」

			「御辛抱を。私の部下が北方で素質のある子どもを攫っています。アークレイムから受け継いだ例の実験が成功すれば、即戦力となります」

			「魔導師が持つ素養を禁術で限界まで強化させる研究。一つの魔法に特化させることで、人工的な神威を作る実験。人造使徒計画か……。あんまり不確かなものには頼りたくない。ほどほどにして、小国群を探れ」

			「御意。攻め込みますか？」

			「併合するのが一番てっとり早いからな」

			　問題は、とテオドールは呟き、レグルスの方向に視線を向ける。

			　その先には長年戦ってきた敵国がいる。

			「レグルスがそれまで大人しくしているかどうかだな」

			「アルシオンにも警戒が必要では？」

			「ふん、仮にもこいつも使徒だ。それなりに損害を与えてる。すぐに戦争ができるようなダメージじゃねぇさ。気を付けるのは……アルシオンの銀十字だけだ」

			「アルシオンの銀十字？　大将軍のウェリウスではないので？」

			　予想外の名前にべリルが驚く。

			　テオドールは残酷な笑みを浮かべて、鼻で笑う。

			「あのジジイは長くない。それよりも……新しい使徒のほうが問題だ」

			「新しい使徒!?　アルシオンの銀十字が!?　確かですか!?」

			「確証はねぇ。だが、使徒を倒すのに必要なのは使徒だ。覚醒しきってなくて、気付いてねぇのか、隠しているのか。どちらにしろ、使徒であることは間違いねぇよ。戦いの詳細を聞けば、どう考えても普通じゃないのは誰にだってわかる」

			　テオドールはそう言うと、目を瞑(つぶ)って椅子の背もたれに体重を預ける。

			　レグルスとアルシオンはこの機に親交を結び、同盟国となるだろう。

			　一方、マグドリアは数万の兵と将を失い、ヘムズ平原も失った。

			　レグルス国境の戦況も悪化し、悪い事尽くめと言える。

			「参っちまうぜ、本当に。これはマグドリアだけじゃ持たねぇな」

			「如何いたしますか？」

			「アークレイムを動かす。それとラディウスもだ。幸い、アルシオンもレグルスも火種を抱え込んでくれたしな」

			「獣人でございますね？」

			「仲間を大切にする哀れな魔族どもを嫌う奴は多い。アルシオンにも、レグルスにも、な。そいつらを利用できれば、奴らの戦力を削れるうえに、アルシオンは第二のアークレイムとして、ラディウスの攻勢に晒される。だが……」

			　テオドールはそこで言葉を切り、レクトルを見つめる。

			　その目は厄介者を見る目だった。

			「こいつの馬鹿さが露呈すれば、矛先は俺たちに向く。獣人をラディウスに行かせるな。必ず皆殺しにしろ」

			「お任せを」

			　べリルの返事を聞き、テオドールは立ち上がる。

			　まずは国境の守備をしなくてはいけないからだ。

			「さぁ～て……第二ラウンドと行くか」

			　テオドールはそう言って残酷な笑みを浮かべると、ラインハルトとともに影の中へと消えて行った。
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